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　　　プロローグ






　僕、深み澄すみ真まことと従者である元死霊リッチの識しきは、学園都市ロッツガルドの通りを歩いていた。

　洗練された石造りの街並みからは、ここに来る前にいた街ツィーゲにはない都会の匂いが漂う。

　ロッツガルドは沢山の都市の集合体。

　今いる中央都市を中心に、周辺には衛星のように多くの街が点在し、それぞれ特徴ある教育機関を有している。ちなみにここ中央都市にあるのは、唯一学園都市と同じ名前を持つロッツガルド学園。一番優秀な学生が集つどうらしい。

　とにかく、まず入学希望者はみんなこの中央都市で試験を受け、能力や適性に応じた学校に入るというのがここの流れ。実際には適性や能力以外だけじゃなく財力や身分なんかも考慮されているんだろうとは思うけど。

　僕はツィーゲでお世話になったレンブラント商会の代表であるレンブラントさんの推薦を受け、この街で学園に入学するための試験に挑む予定だ。

　さすがは学園都市、様々な土地から人が集まるからか、並ぶ品物も、道行く人の服装も個性が強い。ツィーゲが数個は入ってしまいそうな広さもあって、飽きることなく散策に興きょうじることができた。

「……」

　気になる光景が目に入り、ふと足を止める。

「どうかされましたか、ライドウ様」

　ライドウというのは僕の偽名だ。この街ではそう呼ぶよう識に話していた。

「何でもない、って言いたいところだけど。あれ」

　僕が目線で示す先には、四、五人の男に絡まれている女性の姿。弱者にいちゃもんつけている様子自体はこの異世界でも珍しいものではない。

　ただ、その弱者がヒューマンであるというのは珍しい。絶ぜつ野やのベースみたいな特殊な環境ならともかく、ツィーゲ以降は見ていなかった。

　亜人が虐しいたげられているのは日常茶飯事なのだ。道中でもここでも、女神の教えが強く根付く場所ほど亜人は立場が低い。あのクソ創造神が言うには、亜人はヒューマンができるまでの失敗作であり、神の慈悲により世界に存在しているだけなのだから、完成形であるヒューマンに尽くすべきなんだそうだ。教えそのものがどうかしている。

「ああ、恐きょう喝かつか何かですか」

「どうだろう、あれはただのイジメじゃないか」

「イジメですか。ええ、そうも見えますね」

　識はあまり関心がなさそうだ。ま、異世界から来た僕が気にしすぎなんだろうな。

　そういえば、女神に会ったって話を識にしたとき、彼はそりゃあもう大騒ぎしていた。豊富なはずの語ご彙いが「信じられない、凄い、ありえない」以外なくなってしまったんじゃないかと疑うくらいそれらの単語を繰り返し、落ち着きなく歩き回ってた。

　巴ともえを介して僕の記憶に残る女神を見たときも、子供みたいなキラキラした目をしていたし。

　幸い、現状で映像作品にはハマってないようだ。妙な趣味を持たれても困るけど、異文化に触れて感じるところがあるのは考えてみれば当たり前のことだし、何らかの影響は出るかもしれない。そこは覚悟している。識がどう変化しても受け入れるさ。……ＢＬにでも目覚めない限りは。

「ヒューマン同士のイジメってあまり見慣れなくてね。ちょっと見てくるよ」

「ライドウ様？」

　イジメられているのが女性だからじゃない。

　ただ、あの目が気になる。

　冷めているのでも、諦めているのでも、歪ゆがんでいるのでもない。あれは何なんだろうな。ちょっと気になった。

「おい、何とか言えよ！」

　僕達が近付いてきているのにも気づかず、少年は女性につっかかっている。

　識に目配せする。ヒューマンの言語がしゃべれず、筆談する必要がある僕にとって、話してくれる人がいるのは心強いことだ。

「あー、そのくらいにしなさい？」

　いやいや、どうして疑問形なんだよ。識、そこは格好良く言い切りなよ。

「……なんだ、お前ら」

「おいおい、この服見えないの？　お前ら馬鹿なの？」

　馬鹿二人が何か言った。服？　ああ、こいつらの服。同じ服着てるな。多分制服。学園の生徒なんだろう。色は何色かあるけどデザインがほぼ一緒だしな。

　だいたい予想はつく。

（殺していいですか真様）

　識が念話でストレートかつ物騒なお願いをしてくる。

（ちょ!?）

（馬鹿？　この私に馬鹿？　それとも……真様に？　ああ、死刑ですね。わかりました）

（わかるな！　そこはお前、ちょこっと痛い目を見てもらって、捨て台詞ぜりふ吐いて逃げてもらえればいいよ！　いきなり殺さない！　わかった!?）

（あおう。りょ、了解です）

　あおう、って識。彼でこの認識だとしたら……巴はまあ良いとして、澪みお、大丈夫かな？　そこら中で殺してないと良いんだけど。巴が一緒なんだから無茶はしないと信じている。信じてるぞ！

「君達、とにかく失うせろ。殺さないから」

　彼らの制服を見ていて、ふと思う。異世界から来たの、ほんとに僕と勇者が最初なのかな。

　日本のブレザーに実に良く似ていた。偶然、なのか？　誰かが既に来たことがあって伝えられたって方が説得力あるような。

　学園の制服なんて全世界共通、とは思えないし。

　って。

（識、お前会話は苦手？）

（いいえ。ですが馬鹿の相手は苦手ですな）

　あ、そう。

　凄すさまじく喧嘩を売っているな。もしかしたら僕の同級生になるかもしれない人達なんだけど。

　制服を誇こ示じしていたってことは、ここでは学生って結構偉いのか？　学生なんて普通は権力やお金を持ってないから、社会的な地位で言えば低いイメージだけど。

　だって、「この制服見えないのか？　僕は高校生だぞ？」なんて言ったら僕の常識だと間違いなく変人扱いされる。

　学園都市、なんて場所だとしても、街全体が学問や研究機関としての性質に特化しているわけだから、技術者とか研究者の地位が高くなるのは納得できるんだけどな。その卵に過ぎない学生なんて一山いくらだと思うけど。

「ふざけるなあ!!」

　少年の一人が叫ぶ。

　何やら手のひらに魔力がうにょうにょ集まっていく。魔術、か？

　凄くのんびりとした速度で、しかも大声で朗ろう々ろうと放たれる詠唱。幼稚園のお遊ゆう戯ぎ会じゃあるまいに。

［すまない。これは曲芸か？］

　何かショーでも始めるならこういう詠唱もありだろうけど、今は喧嘩の最中だ。

　だからこその純粋な疑問だったんだけど、どうやらこの発言は、彼らを本気で怒らせたようだ。物凄い勢いで睨まれてしまった。

（真様もやりますな）

（断じて誤解だ）

　識が土に属する、とある詠唱を終える。

「な！　速っ！」

　いやいや、普通の速さだろうに。さすがは学生、世の中を知らん。そんな様ざまだと戦場で怖い子供を連れた怖いお姉さんに膾なます斬りにされちゃうぞ？

　カツン、と──識が持つ黒く輝く杖が地面を打つ。亜空にいるドワーフのエルドワが「間に合わせですが」と申し訳なさそうに識に渡した杖だ。結構な性能らしく、識は満足気に受け取っていた。

　四人、いや五人の個性のない悲鳴が往おう来らいに響く。

　学生らしき連中の足元から、識が魔術で生成した石の柱が突き出て彼らを空にご招待したのだ。イジメられていた女性は、石の牢獄にいるみたいだな。しまった、怖がらないように一言伝えておくべきだったかな。いきなり数十メートルの石柱に囲まれるというのは怖いことかもしれない。

　やー、見事にそびえ立っている。とりあえず、これは消そう。近所迷惑だから。周りの人も何事かと騒ぎ出しているしね。

　石柱にそっと触れる。

　組まれている魔術の構成を把握して逆走。コアになっている部分を見つけて闇で消す。

　初めから存在しなかったかのように五つの柱が消え去る。押し上げられて柱よりも上に吹っ飛んだ連中はどうするかな。一応魔術使えるみたいだし何とかできるのか？　僕と違って誰か一人くらいは風も扱えるよね。

「お見事、打ち消し魔術カウンタースペルの完成も間近ですな」

　だと良いけどね。識に曖昧な笑みを返す。知り合いの使った、知っている魔術を打ち消せてもなあ。

［君、大丈夫か。読めているなら、逃げてくれると有難い。君が奴らにいじめられている理由はわからないが、既に手を出してしまったので穏おん便びんにすみそうにない］

「え、あ」

　目の前の文字に驚く女性。給きゅう仕じさんかな、メイド服とは違うけど、エプロンやらフリルやらのパーツがそんな職業を連想させる。

















　上空の男達を見て上を見ていたときに目の前に文字が出たから驚いちゃったのかな。

　……彼女の目にあった妙な光はもう消えていた。……まあ別に良いか、単なる好奇心だ。

「私、助けてなんて」

　文字は読めるんだな。そうか。なら話もできるだろう。

［別に恩を着せるつもりはない。二度と会うことはないかもしれないし気にしなくて良い］

「……」

［早く行け］

「私、この先のゴテツ亭で給仕をしています。住み込みで働いていますから、いつか来てください。一応、お礼を」

［気が向いたら顔を出す］

　駆けていく女性。肩を隠すくらいの長さの、ウェーブのかかった髪が揺れていた。ゴテツ亭。軍鶏しゃも鍋でも出るのかね。落ち着いたら一回顔を出してみるか。全体的に薄味ではあるけど、この世界の料理は結構美味しいから楽しみだ。

「助けてもらった割には失礼な娘ですな」

「そう？　いきなり対価もなく助けられたら、裏があるかもって疑う人もいるんじゃない？　誰かさんが注目を集める派手なこともしちゃうし」

　正義の味方がその辺を歩いている世界でもないんだ。疑り深く生きている人だっているさ。僕だってこっちに来てから大分荒すさんできてる気もするしな。

「派手、でしたか。殺さないよう、大人しい術にしたのですが」

　石の先が尖とがっていたら死んでいたぞ。大人しいか？

「どうせなら埋めた方が目立たなかったんじゃない？」

「そう言えば、あやつら頑張って踏みとどまっているみたいですな。いずれ力尽きると思うのですが……自殺志願でしょうか」

　そう言えば、上の彼らは必死な表情で浮遊の魔術を使っているようだけど……微妙に落ちてきているし、あのままだとその内に落下するだろう。

「……まさか、飛べないのか？」

「ならばただの豚ですね。次の人生が幸せであらんことを」

「……助けてあげて」

　僕の願いを小さく嘆たん息そくしながらも了承してくれた識が、少年達のものより強力な浮遊魔術を展開。連中を捕らえて落下速度を緩めて穏やかに地上へ帰還させ……なかった。最後に勢い良く落とした。識～。

　子供かよ！

「覚えてやがれーーーー!!」

「くっ!!」

「イ、イルムさん、待って下さい!!」

　あーあー。尻餅ついちゃって可哀相に。でも受身くらいはできないのか？　体育で習わないんだろうか。

　思うんだけど、ああいう捨て台詞ってこっちが覚えていて本当に良いのかね。絶対、あとで後悔すると思うよ。彼らが。

「……ライドウ様、差し出がましいとは存じますが。あのようなことに一々干渉されるのは如何いかがかと思います。あれは言わば社会現象のようなものです。根本からなくすことができない個々の現象に口を突っこむのは無意味です」

「識、無意味、ではないよ。僕はとりあえず満足したんだから。一応道楽みたいなものだって自覚はあるよ。でも、それを識が正したいなら僕を力ずくで黙らせて見せないとね」

　そう。別にイジメが許せないから止めに入ったんじゃないしな。あんな目をしていた理由に少し興味が湧いただけだ。

「……」

「別にイジメを全部なくしたいなんて思ってないし、やるつもりもないよ。今回のは気の向くままに行動しただけ」

「ライドウ様……」

「悪いね、勝手に動き回る主人で」

「いえ、出過ぎたことを申しました」

「さて、それじゃ僕の代わりにしっかり列に並んでくれた識のお疲れ様会をしよう。受付に並ばせた上に試験は三日後とか、どれだけ待たせるのかね入学試験ってのは」

　識が行列に並んで受付を済ませてくれたんだけど、肝心の試験はこれから更に三日後。

　今夜はこれから男二人で識の六日間にわたる苦行を労ねぎらう食事会。

「え？」

　僕の言葉に識は間の抜けた疑問の声を上げた。なぜ？

「……え？　って何かな、識。試験は三日後なんだろう？」

「ライドウ様？　入学試験とは？」

「言葉通り学園に入学するための試験だけど？」

　レンブラント氏の推薦状と一緒にそのための書類を提出するため、列に六日も並んでくれたのは他ならぬ識自身じゃないか。

「いや、それはわかりますが」

「何がおかしいんだ？」

「ライドウ様は入学試験を受けられるつもりなので？」

　当たり前だろう。僕は頷いてみせる。

「よく聞いてください。ライドウ様が三日後に受けられるのは入学試験ではありません」

　へ？

「そもそも。教育機関への入学は大小の規模は違えど定期的なものです。随時受け付けしている学校など相当特殊です」

　だから、その相当特殊なマンモス学校がここじゃないのかい。普通に考えれば確かに年一回か二回くらいが普通かなあとか思うけどさ。

　大小合わせれば百にも届こうという学校を内包する規格外の場所なら、何があってもおかしくないだろう？

「ここでは今の時期、学生の募集はしていないのです、ライドウ様」

「なら、識は何の列に並んでたの？」

「職員採用試験の列です」

　しょ、職員!?　職員って就職ってこと!?　嘘ぉ!?

　さらっと何を言ってますか!?

「し、識!?　僕には一応商人ギルド所属の商人という、れっきとした職業があ、あるよ？」

　職を探しにここに来たのでは断じてないのですが!?

「ですが、レンブラント氏から渡された書類は、ライドウ様は戦術全般の教師として試験を希望する、という内容になっておりました」

　レ、レンブラントさぁぁぁぁぁん!?

「どうして書類の中身を見ておかしいって思わなかったのさ!?」

「ライドウ様が普通に学生になる方が異常かと。私は、ああそういうことだったのか、と自然に受け入れましたが？」

　おおお。レンブラントさん、あんた何考えてるんですか！　識もだよ、僕はまだ十七ですよ。先生なんてやれるわけないでしょうが!!

　封ふう蝋ろうなんて無視して中身を見るべきだったか！　でもわざわざ書類の内容を確認してもなあ。だって僕はこの世界の申請書類なんて商人ギルドでもらったものしか見たことがないし。

「推薦状……そうだ推薦状の内容は!?」

「ああ。推薦状は確か、ライドウ様は世界の果てでの実戦経験が豊富にあり、言葉に難はあるが意思の疎通は問題なく、得難い人材なので、このような時期ではあるが是非受け入れをお願いしたい、というような内容でしたな」

　このような時期ではあるが受け入れをお願いしたいって？　六日も列に並んでもらったってのに、今は採用の時期じゃないのか？

　……もしかしてレンブラントさん、書類の種類ミスった？　いや、あの人とモリスさんに限ってそれはないか。特にモリスさんは完璧執事っぽい。

「じゃあ、えっと。僕は三日後にセンジュツゼンパン？　とかの教師になる試験を受けるわけ？」

「はい」

　識のあっさりとした肯定。

　センジュツゼンパンって何？　聞いたことない科目なんて教えられるわけがない。こりゃあさすがに試験は落ちるな。

　この世界について色々調べたいのが主で、商会を開きたいのが副で、学園の生徒はついでのついでだから、学園内に入れるなら先生でも生徒でもある意味どうでもいいけど。……それでも、やっぱ先生はないわ。先生って人を教え導く人だぞ？

　できるわけあるか。

　今から事務員とかに切り替えできないか聞いてみようかな。

　──天を仰ぎたい気分で僕が酒をあおったのは、それから数刻後のことだった。
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　そんな識の衝撃告白から三日後。

　僕と識は試験を受けるため、ロッツガルド学園を訪れていた。

　あー、この感じ。

　これから試されるという、試験独特の緊張感が充満している。

　高校受験を思い出すね、これは。

　先生だろうが生徒だろうが、試験を受けるなら雰囲気も同じってことか……。

　気を取り直して目的の場所を目指して学園内を歩くも、その間、僕らに対して奇妙なものを見る視線が大量に送られてくる。

　いつもなら僕の容姿に対してのそれなんだけど、今回は多分、半分くらいは違うと思う。

　僕が異様に若いんだ。

　周囲は人でいっぱい、でもそこに同年代のヒューマンがいるかっていうとまったくいない。

　多いのは三十代から四十代の見た目の人だった。

　そりゃ、先生の試験なんだから当然といえば当然とも思える。

「いつも以上の視線の量。嫌になるね、本当に」

「ライドウ様はこの中で色々と異質な存在ですから……」

「だよね。学生みたいな子供がどこに紛れ込んできてるんだって感じだよね」

「随分と気にしておいでですね。実技の講師に求められるものは実力。ライドウ様なら全く問題などありませんよ」

　付き添いで来てくれている識が、モチベーションの低い僕をフォローしてくれる。

「実力……。戦術全般の、実力かあ」

　センジュツゼンパンとは、戦闘技術全般という意味合いの、要は実践的な戦いについて教える科目らしい。

　夕べ識に教えてもらった。

　科目云うん々ぬん以前に、人に何かを教えるなんて出来る訳がない、と僕は思っている。

　異世界に来てしばらくの時間を過ごしてきたけど、僕が色々とおかしい存在であることはもう理解しているんだ。

　その僕が、普通の人に技術を教えるとか不可能だと思うんだよ。

　この科目が網もう羅らしている範囲は広いから、自分が得意とする分野で講義を行えるらしいんだけどさ。

　魔術ひとつとってもリッチとかに化け物扱いされたんだぞ、僕は。

　こんな悶もん々もんとした考えを抱いたまま三日を過ごして、それでも今日、一応試験に来たのは、推薦状を書いてくれたレンブラントさんへの義理立てだ。

　それがなかったら絶対に逃げてるね。

　お世話になってるレンブラントさんの顔を潰すような失礼はさすがにできない。

　試験に実力で落ちて駄目だったならともかく、試験そのものを受けないのはまずい。

　そのくらいは僕にもわかるわけで。

　もう一つの理由は、僕の代わりにずっと列に並んでくれていた識だ。

　彼は気にしないでくださいと言ってくれたけど、六日も並んでくれたその行為を無む下げに扱うのは申し訳なかった。

「私も以前、多少は人にものを教えたことがあります。講師の一つや二つ、なんとでもなります」

「……ですか」

「はい」

　識、なんでもう僕が合格することを前提にして講師の仕事の心配についてフォローしてるんだ。

　僕は今、試験を受けることに対して色々考えてるっていうのに……。

「まあ、事務の募集についても聞くけど。駄目でもやるだけはやるよ。心配させてごめん」

「ライドウ様が考えておられるよりもずっと、試験など易しいものかと存じますよ」

「だと嬉しいね」

　そんな雑談をしながら目的地に到着した。

　受付である。

　ふぅ……ついちゃったな。

［試験の申し込みをしたいのですが］

　共通語を操れない僕は、魔力を用いた筆談に切り替えて担当の職員に伝えた。

　求められていた必要書類も同時に彼に手渡す。

「……ライドウミスミ、確かに。では試験について、簡単にですがご説明します」

［すみません、その前に一つ確認したいことがあるのですが］

「……なんでしょうか？」

　心なしか愛想のない口調で僕の言葉に応じる職員。

　説明の邪魔もしたし、筆談に付き合ってもらってるし、まあ仕方ないか。

　隣の識から若干苛いらついた様子を感じたけど、彼は我慢してくれたようだ。

　巴か澪だったらここで問題になっていたと思う。

　巴なら全部把握した上で、澪はただ感情の赴おもむくままに「あ？」と職員の襟えり首くびを掴む絵面が容易に想像できた。

　識、ありがと。

［ここが講師の試験会場だとはわかっていますが、事務職の求人などはありませんか？］

「……ございませんね。あのですねえ、ミスミさん」

［はい］

「困るんですよ、そういうのは。別に貴方に限った話ではありませんが、講師の求人で断られた方が別の窓口でも直接職員に縋すがりつくケースが最近多くてですねえ」

　職員の男性はそれはもう、うんざりした顔で毒を吐き始めた。

　愚ぐ痴ちだ。

　誰がどう聞いても愚痴だ。

　そんな内容と僕への中傷を兼ねたねちっこい口撃が続く。

　僕はといえば、まあ特に何を反論するでもなく彼の言葉を聞き流していた。

　怒りを覚えるよりも……僕は呆れていた。

　それも彼にではなく自分にだ。

　ここ数日、僕はこんな感じで識を困らせていたんだろうかと、妙な既視感を抱いていた。

「なんかさ」

「……」

「識、その、ここ何日かごめんね本当に。鬱うっ陶とうしかったよね」

　聞きようによっては職員への悪意とも取られないので、ここは筆談ではなく言葉で。

　なおも続く、既に僕さえ見てない職員の愚痴は流して、識に謝った。

「……」

　あれ？

「識？」

　返答が無い。

　少し見上げて彼の顔を確認する。

　あ。

　これは、やばいか？

　表面上、まだ穏やかな風を装って笑顔を張り付けている識。

　だが僕にはわかる。

　これが笑顔ではないことが。

　言うなれば顔の上半分に暗い影を落とした暗黒微笑だろうか。

　色々と問題を起こしそうな顔をしていらっしゃるのがわかってしまった。

　こ、これじゃあ巴や澪の時と同じことが……！

「識、おちつ──」

「わかりますか？　正規の手続きで相手にされもしないような輩やからが裏道を探してこられても……へ？」

「言い残したい事はもう十分だろう？　木っ端の木で偶くが、干からびろ」

「ひゃっ──」

　流れるような動きで職員の言葉を遮さえぎって首を掴んだ識が、カウンターから彼を引きずり出して自分の方に引き寄せた。

　そのまま至近距離で男に何か呟き、彼の生気を一気に吸い上げ……って、見てる場合じゃない！

　識の魔力を抑え込んで、同時に二人の間に割り入って物理的にも引き離した。

　やばかった。

　証人が多過ぎて隠いん蔽ぺいできない殺人事件になるとこだった。

［供の者が失礼を致しました。別に事務方の仕事が無ければそれで構いません。推薦状は以前提出しておりますし、通常通り講師の試験を受けますので］

「ミ、ミスミさん！　貴方ね、こんな真似をして何を平然と……！」

「こんな真似？　貴様がそれを言うのか？　自分がどれだけ醜い言葉で主を罵倒し下らぬ愚痴を浴びせたか自覚もないのか？　私が突然意味も無く乱暴を働いたと、まさかそんな事を言い出すのではなかろうな……？」

「ひぃっ!?」

「それこそ、ここに無数にいる証人も貴様の暴言を聞いているぞ。主が貴様に対して謙虚にも謝罪なさったというのに、当の貴様は主に謝罪を返すことさえしていないではないか！　これが試験を受けに来た者への職員の対応だと？　答えてもらおうか！」

　識は口調からしてもうリッチのそれに戻ってしまっている。

　普段の丁寧な雰囲気は殆ほとんど感じられない。

　……ああああ、もう!!

　人だかりはできるわ、職員もぞろぞろ集まってくるわ。

　こ、こういう場合はどうすりゃいいんだ!?

　わからーーん!!

「失礼致します。当方の職員に無礼がありましたことをお詫び致します」

　何か偉い人っぽいのまで来ちゃった。

　美しい女性なんだけど、こちらも張り付けたような笑顔が怖い。

　数ある僕の苦手なタイプの一人だ。

　……この世界に来てから、あんまり得意なタイプに出会った記憶が無いけど。

　ストレス耐性はせめて鍛えられているんだろうか。そう思いたい。

　色々と根本的に間違っている気が凄くするんだけど。

「ほう、謝罪すると」

「もちろんです。申し訳ありませんでした。たとえ事務方への求人確認がこの場にそぐわないものであったとしても、それが試験の受付にみえた方に愚痴を聞かせ、かつ悪意ある言葉を投げつける理由には決してなりません」

「その通りだ。我が主が事務方の求人を確認したのはあくまでも、そちらでも募集があるならば、という意図に過ぎない。それは、事前に推薦状を添えて受験を申請してあるのだからそちら側も理解しておくべきことだ」

「推薦状……」

　責任者っぽい女性は僕の対応にあたった職員をちらりと見る。

　この世界、特にヒューマンは美形揃いで男性も女性も結構年齢がわかりにくい。

　男はなんとなく年代ならわかるけど、女は完全に見た目では判断がつかない。

　少なくとも僕は。

　この女性も立場もあるようだしそれなりの年なんだろうけど……注意深く見ると顔に小じわがあることはある、そんなレベル。

　肌もしっとりした感じだから……多分三十から四十くらいの人だろうか。

　正直三十以上は、今の僕の経験値だとさっぱりわからない。

　そんな多少失礼な事を考えながら女性の様子を窺うかがっていたら、目が合った。

　彼女の笑顔が、少し深いものに変わる。

　……余計な詮せん索さくはこの辺にしとこう。

「……君はもう下がりなさい。この方の受付は私がしますから。試験の受付という場所柄、特別な便べん宜ぎなどは出来かねますが、せめて待ち時間なく残りの手続きを進めさせて頂きます。そちらでご容赦下さいませ」

　そう言って推薦状の有無を示す書類を机上で探し、テンパっていたのがありありとわかる職員を女性が下がらせる。

　直後に彼女が漏らしたほんの小さな、嘆息のような吐息が何とも色っぽかった。

　手続きを早くしてくれるなんて願ってもないことだ。

　別にごねて試験なしで合格させろと言っている訳じゃない。

　識が言ったとおり、もし事務の求人があればそっちで、ってつもりで言っただけなんだから。

「……ふむ。まあ、そう言ってもらえるのなら、貴女に免じてこちらも矛を収めよう」

　識から怒ど気きが抜けた。

　はあ、良かった。

「ありがとうございます。ではミスミ様の試験ですが……戦術全般、ですね。試験内容はどれを選ばれますか？　推薦状をお持ちになっての受験ですし、おそらくこちらの中からお選びいただくことになるかと存じますが……」

　そう言って下げた頭を戻した女性が用紙を広げた。

　試験には確か種類があるって言ってたな。

　これか。

　中身がまるで異なる試験を受ける訳じゃなく、筆記と実技の割合に違いがあるだけだ。

　ちなみに女性職員が指したエリアは実技重視の試験内容。

　得点の割合としては、筆記四割から筆記なしの実技のみまでのエリアになる。

　ちなみに彼女が示さなかった筆記重視のエリアは、筆記のみから実技と筆記の割合が五分五分になる中間点までの試験内容だ。

　筆記のみを選択する場合、計十八科目の筆記試験が三日間あるらしい。

　頼まれても絶対嫌だな、そんな試験は……ってあれ、筆記のみの試験が塗り潰されてなくなってるな。

　よく見るとその隣もだ。

　筆記八割からの試験しかないのか。

「あら、ミスミ様は筆記重視の方がよろしかったですか？　講師としての区分が戦術全般ですので、筆記のみの試験はミスミ様の場合は受けられません。筆記重視をご希望でしたら、筆記八割、実技二割からなら受けられますが……」

　なるほど、実技講師だからか。

　だから筆記のみの試験は存在しませんと。

　考えてみれば当然だったかも。

　試験前とはいっても筆記と実技の得点バランスを受験者が選択できる特異なシステムなんだから、僕が気付かなかったのは仕方ない、と思っておこう。会場入口の掲示板で十八科目の文字を見た時に筆記のみを選ぶ気もなくなってたし。

　僕の視線がそちらに向いていた事をしっかり見ていた女性からの説明に納得した。

「何か、言いたそうだな？」

　まだリッチモードが抜けていない識。「ますが……」と言葉を濁したような口ぶりの女性職員に突っ込む。

　別にそのくらいスルーすればいいじゃないか、識！

　何かほとんど発言していないのに事態がどんどん激しい方向に進もうとしている気がしてならない。

「他意はございません。ただ、推薦状をお持ちの方々は殆ど得意な分野で勝負なさる方が多いものですから。戦術全般の場合ですと当然ながら実技がその部分に該当いたしますので……失礼」

　彼女の後ろから、何かの書類が手元に差し込まれる。

　口を閉じ、素早く内容に目を通しているご様子。

「まあ、ツィーゲのレンブラント商会からの推薦状でしたか。これは……つまりあの有名な〝世界の果て〟でも実績があるお方ということなのでしょうね。驚きました」

「……用件が済んだのなら手続きを進めてもらおう」

「お待たせして申し訳ありませんでした。それではどちらの試験内容になさいますか？」

「これだ」

　って、おい。

　なんでお前が決める。

　僕が受ける試験だよね!?

「……っ！　こちらですか？」

「何だ、また他意はないが指摘したいことでもあるのか？」

「……いえ。実技のみの試験をご希望ということでよろしいですね？」

「無論だ。それが最高難易度の試験で過去数例しか合格者がいないことも承知の上で、受験する」

　だからお前は受けないだろって……ん？

　さいこうなんど？

　最高難易度!?

　ちょ、ま!?

「では。ライドウミスミ様。別室にてお待ちください、案内の者をすぐに連れて参ります」

「手早いな」

「失礼のお詫びということで、全ての手続きを最優先で行わせて頂きます。当然、試験も。早速本日より三日、こちらで用意した試験場にて試験を受けていただきます」

「ふむ……こちらも貴女に対しての高圧的な態度と非礼をお詫びします。ご配慮にも感謝を。ありがとうございます」

　識は何だか納得したのか満足したのか、リッチモードを終了させて女性とにこやかに話している。

　……。

　やっぱりこれは……うん、あれ？　ってやつだな。

　いつの間にか僕が受ける試験が一番難しいらしいやつに決まった。

　こういうのは困るんだよ。

　がーん、とか思う間もなかったし。

　んで、今日から三日？

　三日だって？

　筆記のみが三日だから実技のみも三日ってことなんだろうか。

　いやいや、何日も続くような実技の試験ってなんだよ！

「……ミスミ様につきましては、合格次第、面接試験などは一切なく採用となります。ミスミ様の人じん品ぴんにつきましてはレンブラント氏が保証しているということもありますので、面接は省略させていただきます」

［ありがとうございます。しかし、そうした便宜は問題ないのですか？］

　何か、試験が一つ減ったっぽい。

　面接とか緊張するから無いに越したことはないけど、あとから問題になっても嫌だから大丈夫かどうかは聞いておく。

「実技のみの試験で合格された講師の場合、その合格成果がものを言いますので、採用後に講師としての態度に著しい問題が無ければある程度の人格問題は許容されます。なので受けていただいたとしても形式上のものにすぎませんから問題はありません」

　……なるほど。

　凄いな、この試験に寄せられる信頼。

　そして実力があればある程度問題起こしても大丈夫だよって暗に言われてるのも凄い。

　その分、ドロドロした講師の実情もありそうで別の不安が生まれたよ。

［手続きを迅じん速そくに進めてもらえて助かりました。お騒がせして申し訳ありませんでした］

「……では、ご健闘を」

　後ろから近付いてくる気配。

　僕と話していた女性がその人物と目線を交わしたのが彼女の仕草で何となくわかる。

　ああ、案内の人か。

　それじゃあ、まあ、最高難易度の実技講師試験とやらに玉砕してくるとしますか。





　　　　　◇◆◇◆◇






　昔の浅あさ茅じが原はらってのもこんな場所だったんだろうか、と思える広大な原野が目の前に広がってる。

　はい。

　ここ試験会場です。

　というかもう、試験が始まってます。

　レンブラントさんが僕を教師に推した理由は相変わらず不明だけど、ここまで来たらやるしかない。

　会話を思い出す限り可能性は低いとは思いつつも、もしかしたら彼とモリスさんの手違いなんじゃないかとも思った。

　でも僕がこっちにいる間、レンブラントさんには多分巴やら澪やらについてなんだかんだと迷惑をかけてしまうんじゃないかとも思っているわけで。

　せめてロッツガルドの僕らだけでも彼を心安らかに過ごさせてあげたい。

　──ええっと。

　改めて試験内容を思い出す。

　あ、試験と言えば……勝手に最高難易度を選んだ識に何してくれてんだと文句を言ったりもしたが、彼には「真様にとってはこの試験が多分一番楽ですから」とにんまりされた。

　どこからかはわからないけど、あの試験受付での一件は、彼の意図通りなんだろうか。

　とりあえず僕にこの試験を受けさせるのは、少なくとも識の思惑通りらしい。

　で。

　今、僕がいる広大なフィールド。

　試験用の土地なわけだけど、さすがは異世界、いやさすがはロッツガルド？

　どっちかはわからないがスケールがハンパ無い。

　四方の原野。一辺何十キロあるのかねえ。

　そこに僕を含めて試験を受ける人が四人だけ。

　……四人だよ？

　何千、何万といるだろう受験者の中でこの試験受けるのがたったの四人。

　ここに飛ばされる前に初めて顔を合わせた人達だけど、エルフと獅子顔の獣人、それにヒューマン。

　見た感じではベテランの冒険者風なのが亜人の二人。

　ヒューマンの男の人は色白でひょろっとした、学者、いや魔術師風といったところかな。

　三人の大雑把な力量は、僕が察する限りではツィーゲの冒険者ギルド中堅どころと同じくらいだろうと思う。

　まあ、あそこは巴や澪の影響でトアさん達が活躍を始めてから全体のレベルがかなり上がってきている感じだからな。

　そんなツィーゲを参考に考えると、おそらく他の受験者のレベルは全員１５０前後。

　……僕は１なんだけどね。

　なんだろうね、このレベルのバグも。

　何に困っているかと問われると、現状特に困ってないから別にいいんだけど。

　僕は推薦状と一緒に提出した書類に、ギルド所属云々については商人ギルドに所属と書いておいた。

　冒険者ギルドに所属って書くとレベルも書かないと駄目みたいだったし。

　レベル１って書くのはなんとなく嫌だからね。余計な詮索もされそうだし。

　冒険者ギルドについては、聞かれたら答えればいい。

　最初に書類を出した時に、商人と書かれていたのを見て、担当者は識を見事に二度見したそうだ。

　なかなかの見み物ものでしたと彼が教えてくれたのを覚えている。

　っと、試験の内容を確認しないと。

　先ほど配られた紙に視線を落とす。

　この山あり谷ありのフィールドに、三種類の球状のターゲットが相当数放たれているから、それを三日以内に三個捕獲して学園に戻る。

　これだけだ。

　合格者は条件を満たした者全員。

　禁止事項は受験者同士での戦闘行為のみで、食糧その他は自力で賄まかなうこと。

　実にシンプルだ。

　早速、界かいを目一杯広げて周囲の状況を確認してみたら、本当にこの一帯には僕以外に三人しかいない。

　しかも全員それなりに離れた場所に飛ばされていて、受験者が意図しない限り鉢合わせして戦いになることはなさそうだ。

　野生なのかわざわざ放っているのか、それなりに魔物の気配もある。

　それらとの戦いも視野に入れておく必要がありそうだな。

　僕としては問題ない強さの魔物しかいないようだけど、他の受験者は大丈夫なんだろうか。

　もっとも、試験放棄と試験終了時の帰還の為に、フィールドからの脱出用アイテムを支給されているから最悪の事態にはおそらくならない。

　試験を諦めて帰還する為のベルの形をした道具と、試験を終了して帰還する為の小さな羽の形をした金属製の道具。

　どちらも用途、効果は同じアイテムだろうに、わざわざ分けて支給するあたりに意地悪さというか嫌らしさを感じないでもない。

　ターゲットである三種類の球についても、その特性を試験前に教わっている。

　まず共通する特徴が、高速で移動する。

　サンプルを見せてもらったけど、確かに結構速い。

　手で包んでしまえる程度の大きさということもあって余計に速く見えた。

　次に、どれも浮遊していて細かく振動している。

　ゼロから一気に加速して、慣性なにそれおいしいの？　的な動き方をする。

　生き物だとハチドリに似ていると言えなくもない。

　まあ、一番最初に頭に浮かんだのは有名な魔法学校で人気のあるスポーツに出てくるス○ッチだね。

　捕まえるのは簡単じゃなさそう。

　ただ、パターンがありそうな印象を受けた。

　よく観察してみれば、動きには何らかの規則性というか法則のようなものがあるかもしれない。

　で、その三種類の球にそれぞれ有効な攻撃を加えることで球体にダメージが蓄積。それが一定以上になると動きが停止して捕獲可能になる、と。

　魔術をぶつけると破裂してしまう赤い球。

　受験者がある程度接近すると破裂してしまう青い球。

　物理的な衝撃を受けると破裂してしまう黄色い球。

　どれもその有効打以外の攻撃には頑丈な防御力を誇る、らしい。

　当然のことながら、破裂した球は数に入れることができない。

　安易に僕が思いついた方法としては黄は魔術で撃ち落とす、青は遠くから弓で射る、赤は近付いて殴る、って感じ。

　魔術、遠距離物理、近距離物理といったところだろうか。

　どれも活動停止までダメージを与えればただの球体になり、手で掴んでも問題ないらしい。保管方法にも特に決まりはないとのこと。

　あれだよね。

　こんな何もない原野で野宿するとか荒野を思い出して切ないし、一日で終わらせるのがベストだよね。

　確かに識の言葉通り、僕にとってはこれで筆記なし面接なしなら拍子抜けするくらい簡単な試験だ。

　そう思った僕は、とっとと試験を終わらせるために三つの球探しを始めた。




　──僕は何をするでもなく地べたに体育座りして、遠くを見ていた。

　自分の考えが、余りにも楽観的で、甘く儚はかない幻想に過ぎなかった事を、すぐに思い知らされたからだ。

　ええ、すぐに。




　──球の場所自体は、何色のものであっても界を広げるだけでさくっとわかる。

　これはまったく問題ない。

　だから僕はまず、遠距離タイプの青いのがどの位接近すると破裂するのかを確認してみた。

　僕の弓の射程距離内では破裂しなかった。

　思わず、笑みが浮かんだ。

　順調だったから、ついね。

　でも、順調だったのはそこまでだった。

　問題はここから先すべて。

　最初に目で確認したのは黄色い球。

　慣れない動きに翻弄されながらも近付き、一撃殴りつけた。

　さてどうかなと様子を見ると、動きを止めた球体が地面に落ち……ずに破裂した。

　活動停止どころか木こっ端ぱ微み塵じんである。

　次に青い球。

　黄色い球での失敗を踏まえ、近付いても問題ない距離から静かに青い球を狙い、その中央に矢を放つ。

　命中。

　矢を受けた衝撃で吹っ飛んだ球を目で捕捉しつつ次の矢を番つがえている間に……木っ端微塵。

　最後は赤い球。

　魔術タイプだから丁寧にブリッドの詠唱を編んで射抜く。

　魔力の弾丸で撃ち抜かれた赤い球は、何となく僕が予想していた通り……見事に四散した。

　なんだこれは、とはこの事だ。

　全部正しいやり方で対処したはずなのに、僕の手元には無残な残骸、球の破片があるだけ。

　一瞬、僕は偽装を疑った。

　目に見えているのは赤でも、実はイタズラされた青い球だった、とか。

　が、疑うだけ無駄だった。

　だって、表面だけじゃなくて中まで全部赤青黄だったから──。




　──こういう金属って実は珍しいのかなあ……ってそうじゃない!!

　現実逃避している場合じゃない!!

　立ち上がってぼんやり手で握り締めてた破片を地面に投げつける。

　実際、だ。

　なんとなくというか、多分この現状の理由はもう僕自身わかってる。

　頭に浮かんでいる。

　……十中八九、僕の攻撃の威力が高すぎるんだ。

　別に強い攻撃を叩き込もうとは断じてしていない。

　むしろ軽め、ボクシングなら牽けん制せいのジャブを繰り出す。

　その程度の威力でやったつもりだ。

　だってどれも、様子見の一撃だったからさ。

　本当なんだ、僕は軽めにやっただけなんだよ……。

　なのに、なのに……。

　頑がん丈じょうだからひたすら全力で攻撃を加えてください？

　嘘も大たい概がいにしとけよ説明した職員Ａ！

　なにが最高難易度の試験だ。

　建前は試験だけど、実際は冷やかしとか面倒な受験者を追い返す為の無茶振りじゃないのかと疑いたくなるね！

　……けれど、ずっと遠くを見ているわけにもいかない。

　試験、しないとね。

　だからめげずに、今度は指で軽く弾く、なんなら突っつく程度のソフトな力加減でやってみようと決め、再びフィールドを駆け出した──




　──これは特に物理の赤い球がしんどかった。

　追い回してようやく殴ってた代物を、今度は軽く突っつくっていうんだから当然だ。

　そして苦労した結果、見事にやっぱり赤青黄色が全壊。

　もはや愉快ですらあった。

　喉の奥から笑いがこみあげてきた。

　自分に強化魔術を常時掛けていた事を思い出し、それが原因かもと考え解除して挑んだ三回戦。

　もう赤ん坊のほっぺだって安心して触れるソフトタッチの手加減ぶりだ。

　何だろう、自分で何を言っているのかもわからなくなってきた。

　全壊。

　……。

　……。

　うおおおおおおおおおおおお!!

　ストレスが！　ストレスが豪雨のように降り注ぐ！　駄目だ、このままだと一日で終わらない！

　髪が！　全部抜ける！




　結局、夕闇が闇に変わる頃まで頑張った（主に自分との）不毛な戦いの結果は、獲得球ゼロ。

　漏れなく気力もゼロ。

　もう、球の気配がしても無視して休む場所探しをすることにした。

　途中、何だか襲い掛かってきたゴリラっぽい魔物を半殺しにし、鼻の長い天狗みたいな緑色の魔獣を以下略。

　……結局野宿かよ、畜生。

　ちょっとした八つ当たりとして、触ると割と痛いタイプの結界を自身の周囲に展開してから眠りにつき、僕の試験一日目は終わった。
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　翌朝。

　周りで十数匹の魔獣が悶絶してた。

　が、気にする余裕なし。

　水場で体を洗い、そのまま流れる川を見つめてしばし心を無にする。

　その後、せっかくだから持ち込んだ弓を使って弓道の練習。

　心が荒む試験を今日もやるんだから、せめて今の内にできる限り心を静めておくことにした。

「うおし！　じゃあやりますか！」

　陽もだいぶのぼってきた頃、僕は試験を再開した。

　気合を入れてみたところでやることといえば手加減の練習。

　辛い。

「……あれ。人が減ってるな。エルフがいない」

　気晴らしに他の人の様子でも確認しようと広げた界で、いるはずの受験者がいないことに気付いた。

「くっそ、もう終わらせたのか。合格は先着じゃないってわかってても何か焦るな」

　二日目の昼で、もう三つ捕獲したってことだろう。

　まだ諦めるには早すぎる。

　口にした独り言の通り、確かに焦りも感じていたけれど、それ以上に気合が入った気がする。

　よし。

　早速、青い球を見つけた。

　こうなればもう、触れるか否かのフェザータッチでいく。

　精神を集中させ、決して力まず柔らかく矢を番える。

　今まで青い球の中心につけていた狙いも、球体の僅わずかに外に逸そらす。

　つまり、当てない。

　球のごく近くを射て、衝撃を加えるやり方だ。

　矢本体で言えば、矢羽が触れるかもしれない程度、まさにフェザータッチ。

　くくく。

　駄目だ、気が逸れた。

　……馬鹿なことを考えて一人でウケるのはやめよう。

　うん、ここに長くいると色々危険だ。

　今日こそさっさと帰る。

　再度集中し直して、狙い通りの一点を射抜く。

　ブルッと青い球体が大きく震える。これまでにない反応だ。

　いけたか!?

　次の矢を番えながら、逸はやる気持ちを抑え球体を見守る。

　活動停止か、そのままか……また破裂か。

　結果は……そのどれでもなかった。

　消えた。

　消滅じゃあない。

　広げていた界に、その消失と同時くらいに新たに出現した球体の反応が引っかかった。

　……転移か。

　!?　転移だって？

「ざけんな!!　それも聞いてないぞ!?」

　思わず叫んだ。

　もしかして本当に合格させる気がないのか!?

　だがすぐに思い直す。

　そうだ、落ち着け。

　ふっ、ふっ、ふうー……。

　破裂しなかったじゃないか。

　やっとだけど、前進だ。

　なら……。

　数キロ先に出現した新たな気配を界で把握する。

　幸い遮しゃ蔽へい物ぶつもない。

　まだあまり慣れてないけど、新しい狙いの付け方で追撃してみよう。

　界で捕捉した物体を、景色を見ている両の目じゃなく、自分の中に別の景色を映し、そこで捉えるような不思議な感覚。

　まだ成功率はそこまで高くないけど、まるでやれないことでもない、と感じる。

　これは魔術や界を扱うようになった副産物なのかもしれないな。

　的として認識して体を、弓を、矢を向ける。

　そこからは先ほどまでと同じ。矢の遥か遠方で動き回る青い球体を掠かすめる一点を見つめ……そして射る。

　矢の周りに帯びていた少量の魔力が微かに尾を引く。

　球体のすぐ横を射抜いたのが、何故か確信できた。

　変わらず界で捕捉していた青い球体はまたも大きく震え、そして地に落ちた。

　破裂せず。

　木っ端微塵にならず。

　球体の、ままで──。

「っしゃあ!!」

　右の拳を握り締め、喜びを口から吐き出す。

　やった！

　やってやった！

　ようやくだけど、まだ一個だけど！

　やったんだ!!

　自身への強化魔術を再度かけて、標的が転がっているだろう場所に急ぐ。

　もちろん、あった。

　青い球があの面倒な動きをすることもなく、静かに転がっていた。

　恐る恐る近付き、手で掴む。

　壊れない。

　壊れない！

「あと二つ！」

　転移されたってわかった瞬間は、もうこの一帯を焦しょう土どにしてくれようかという荒んだ思考がアップを始めてたけど。

　我慢して良かった。

　こんな時、シブい大人の男なら、震える手でタバコを吸って我慢するんだろうか、いやタバコがどれ程の代しろ物ものかは知らないけど、そんなもんで我慢できるか、そうだろ畜生、とも思ったけど。

　とにかく力加減のやり方はわかった。

　攻撃じゃあ駄目なんだ。アレハヨイモノダ、メデロマコト。これこそが答えだった。

　転移されたとしても、僕の界のエリア内で済むケースがあることもわかった。なんなら試験範囲全体を界で覆えばいい。

　新しく出現した気配を知るだけなら、そのくらい範囲を広げても問題なくできる。

　身体強化みたいな状態の変化に比べて、探索とか感知は範囲を広げても比較的効果が損なわれないのが界のいいところだ。

　なにより探ってることが相手にばれないという隠密性が最高だ。

　その内に何か察知してくる輩も現れるかもしれないけど、あの有名らしい竜殺しのいかれた女、ソフィアでもわからなかったんだからそれなりに安心もできるってもんだ。

　そうして、僕のトライ＆エラーが始まった。

　しかし、先の見えない試行の繰り返しじゃない。

　成功例があってのトライ＆エラー。

　上等だ。

　何度失敗しても、ターゲットはまだまだ大量にある。

　そしてあと二日のうちにそれを二つ成功させれば良いんだ。

　好条件じゃないか。

　この瞬間。

　当初はそんなにやる気の湧かなかった試験は、僕にとって踏破すべき頂いただきに変化した。

「ん？」

　そんな時、また一つ受験者の気配が消えた。

　転移だ。

　今度はヒューマンの気配。

「はいはい、合格ならお疲れ様オメデトウ。棄き権けんならご愁しゅう傷しょう様さま。結果はどうあれ、僕が戻るまで会場にいたら食事と酒を奢おごるよ、同志」

　ただ今回はちょっと様子が違った。

　気配が消えてから数十分後。

　今度は気配が増えた。

　つまり新たにこのフィールドに送られた奴がいるってことだ。

　どういうことだ？

　一応、注意が必要かもしれないな。

　まあ僕には超えなきゃいけない目標があるから、邪魔しないならその人物が何をしてたっていいし。

　とりあえず、空が朱色に染まるまで赤と黄色、どっちも見つけ次第試行を続けた結果。

　見事全敗。

　じゃなく、見事黄色い球をゲットできた。

　残り一つってわけだ。

　赤い球の力加減は本当に滅茶苦茶難しい。妙な所に力が入っているからか節々が痛くなってくるし。

　が、それでも何となく感覚は掴めてきた。

　あと一日あれば、まあ問題なくいけるはず。

　昨日はなかった余裕を感じながら、今朝と同じ場所に戻って川辺で夕食タイム。

　拠点にした訳でもないけど何となくだ。

　まあ川の水に妙なものも混じってないし、魚も泳いでいて良い場所だな、とは思ってた。

　帰りの道中で見覚えのある果物と木の実を回収したあと、川でガチンコ漁をして何匹か魚を手に入れた。木の実はそのままで、魚は一応ワタを抜いて串刺しに。

　魔術で火を起こして焚たき火……って流れだ。

　何も食べずにフテ寝した一日目と違い、ある程度アウトドアな感じになってる。

　まだ視界は真っ暗じゃないけど、辺りは森だし夜になるのは時間の問題だろう。

　空腹を満たしたら続きは最終日に持ち越して、今日はさっさと寝てしまう方が得策だ。

「うん、中々いける。塩でもあればもっといいけど、都合よく岩がん塩えんなんて転がってないし、それを探す試験でもないからなあ」

　味付けが酸味の強い果物の汁だけだからやはり物足りなさはある。

　でも、焚き火の熱で焼いたからか元々この魚が旨いのか、予想していたよりずっと美味だったのは確かだ。

　収穫した果物と木の実同様、全部残さずに頂いた。

「……」

　完食の後、焚き火の木が時折爆はぜて音を出す風情ふぜいに浸ひたっていると、広げていた界の中に誰かが侵入してきた。

　これは──。

　昼過ぎに新しく来た奴だ。

　少し離れた所から、こっちの様子を窺ってる。

　焚き火の火と煙があるから見つけやすかったのか。

　そもそも、僕を〝見つけよう〟としているとしたら、それは何故か。

　まるでわからないけど。

　確実なのは、僕に悟られないようにこちらの様子を観察していること。

　あまり好意的な相手とも思えない。

　もう今日は球を狙わないから強化魔術をかけて、昨日と同様、触ると痛い結界を展開。

　界も僕本人の強化に当てる。

　幸い、大して力のある奴じゃない。

　結界が破られるようなら僕も目を覚ますだろう。

　僕にとってどういう輩かを確かめる為にも……今夜はもう寝よう。

　別に疲れてるから面倒な訳じゃない。

　うん。

　お休、み。
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　今が野宿しても苦にならない暖かい季節で本当に良かった。

　もし冬だったら、一日目で心が折れていたかもしれない。

　実に気持ちの良い最終日の朝。

　相変わらず魔獣が何匹も転がっている。

　昨夜の事があるから、少し気をつけながら連中が折り重なった辺りを見てみる。

　……いました。

　人がいました。

　ということはつまり、寝ている僕の至近距離まで近付いてこようとした訳で。

　クロだったか。

　僕とわかっていたのか受験者なら誰でもよかったのか、いずれにせよ穏やかじゃない人ってことで決まりなんだろうな。

　そのナリも見事なまでの黒装束。

　賊ですと言わんばかりだ。

　ただ魔物と一緒に仲良くおねんねする程度の力なら、妨げにもならないな。

　つまり、僕の試験結果には影響しない人ってことになる。

　一安心ってとこだな。

　昨日よりも数が多かったので多少魔物の体を掻き分けつつ、川に向かうことにした。

「っ！」

　一瞬で膨れ上がった殺気を感じて、周囲に障壁を張る。

　瞬間、甲高い音が鳴る。音の方に目をやると、怪しく光る物体が僕の展開した壁に阻まれて勢いを失って地面に落ちた。

　投とう擲てき、刃物か。

　ソフィアとの戦いから、障壁や自己防衛は随分と練習した。

　大抵、攻撃してくる人はその瞬間には殺気を溢れさせるから、殺気を感じられるなら投擲と同時に行動を開始できる。

　僕は詠唱が早い、というか無くしたりできるのが強みだから防御は当然間に合う。

　あの黒装束、もしや寝た振りしてたのか。

　……いない。

　いや、右か！

　右方向、しかも地面に近い方に存在を感じ、距離を取ろうと後ろに跳び退のこうとする。

　敵の姿が視界に映らない。多分、姿を隠す魔術でも使ってるんだろう。

　界で存在を把握できるから、僕にはあまり意味がない術だ。

「ちっ」

「……」

　しかし、予定通りには動けなかった。

　地面を蹴った方の足首を掴まれ、バランスを崩した僕は膝をつく。あまり良い状況じゃない。

　間髪いれず姿を見せた黒装束は、僕に覆いかぶさるように襲い掛かってきた。

　無口な上に嫌らしい奴だなあ。

　武器は小こ太だ刀ちほどの大きさの剣。

　懐にまだ何か隠しているかもしれないけど、そこまではわからない。

　最短距離で首に突き出された刃を、横から左手で直接掴む。

　刀身が濡れてる。

　粘ねん性せいが僅かにある、油じゃない液体。

　毒とか？

　だとしたら、賊じゃなくて暗殺者じゃないか。

　なんて物騒な。

　ニヤリと笑ったのか、正面にある黒装束で隠れた奴の顔が歪むのがわかった。

　液体、毒で正解みたい。

　あー、やだやだ。

　とりあえずこのブツは、折る！

　キィィン！

　と小気味いい音がして、剣は僕の手に残った先っぽ半分弱と、黒装束の手に残った柄つか側半分強に折れた。

　ただでさえそこそこ頑丈な体。

　強化魔術と界、更に防具で底上げすれば、並みの刃物なんて通りはしない。

　見た目は露出した無防備な普通の手だけど、素手とは違うんですよ、素手とは。

［この程度で傷をつけられると思わんことだな］

　魔力で文字を書き出してから手にした刃を放り投げる。

　お？

　何か赤いものが散った。

　左手を見る。

　うすーく手のひらが斬れてた。

　……。

　マジ？

　というかあれ、そんな業わざ物もの？

　黒装束と刃物と自分の手を順番に見ながら複雑な気分になる。

　気まずい。

　恥ずかしい。

　思わんことだな、って斬れてるじゃん。

　血ぃ、出てんじゃん。

「はぁ……」

　思わず溜息。

　どうして斬れたんだろ。

　寝起きだったから魔術のかかりが悪かったのかなあ。

　それともあの剣、ソフィアのと同じくらいよく斬れる代物なのかなあ。

　トリックを知っていたマジックを見ているつもりが、違う結果になって戸惑う。

　そんな気分だった。

「よくも、俺のツルギを」

　余程驚いたのか、飛び退くようにして距離を取った男が、ようやく口を開いた。

　これまでの機械のような襲撃とは違って言葉には感情、怒りがこもっていた。

［襲い掛かっといてそれか。狙いは、受験者か］

　敢あえて僕とは言わずに受験者としてカマをかけてみる。

　場所柄自然なのはそっちだし……何となく予感がして会話の隙に界を広げてみたら同じ受験者である獅子顔の亜人の気配が無くなってる。

　こいつにやられたか、襲われて棄権したか。

　多分、合格じゃないな。

「……戦術全般の実技講師は足りている」

［まさかお前は講師か？　嘘だろう］

「くく。俺が講師に見えるかよ」

［全然］

「正解だ。正直な、脅おどして退けばそれで良し、ってだけの気が乗らん仕事だった」

　ぺらぺらと依頼を話してくれる黒装束。

　ラッキー。

　狙いが僕じゃなくて受験者ってわかっただけでもだいぶ嬉しい。

　心労が減る。

［まさか、他の受験者はもう］

　知っているけど、彼の口から確認をしておきたい。上手くすればそれ以上の情報が掴めないかと尋ねてみる。

「残っていた二人の内、一人はもう説得済みだ。このフィールドにはもう、お前しかいない。お前も脅して降りてもらうつもりだったんだが……妙な結界と、今のやり様でな。気が変わった。よくも、折ってくれたな」

［殺す気か］

　僕の文字に、奴の殺気が一層濃くなった。

　ただ、動きは見せない。

「そうだ。いや、正確にはもう終わった、だな。貴様が手で掴んだのは正直驚いたが、ツルギには確実に相手を殺す即効性の──」

［即効性の？］

　黒装束は異変に気付き、黙り込んだ。

　そして、じっと僕を睨にらんでいる。

「……貴様、何者だ。あの毒を一瞬で中和するなど、まず有り得んぞ」

［中和などしていない。種明かしをしてもいいが、それはお前がお前と依頼人の名前を教えてくれたら、だな］

　依頼人の名前を聞き出すのは結構難しいかもしれない。

「それは残念だな。暗殺に失敗して、依頼人を聞かれるというのは古来からよくあったようでね。先人達も色々と工夫をしている」

［何が言いたい］

「ギルドを介した仕事では、実行者と依頼人の接触は一切ないのだよ」

［暗殺者ギルドなんてものまであるのか］

　アングラ間違いなしだな。

　ギルドを相手に何かするということには、漠然とした不安を感じる。

「あいにくだったな」

［いや、あまり首を突っ込まない方が良さそうだということはわかった。感謝する］

「ああそうか──」

［ところで、動けるか？］

「っつ！　何をした!?」

［君が饒じょう舌ぜつで助かった。今は正直試験に専念したい。だから色々な意味で君を見逃すことにする。というか試験の邪魔だから失せろ］

「言ってる事とやってる事が違うだろう？　動けなければ、消えることも──」

［五体無事な君が試験の邪魔をしない訳がないと私は思っている……そうそう、毒が効果を示さない理由だがね］

「……？」

［サービスで教えよう。私は毒が効かない体質らしいんだ。つい最近そうなったらしいんだがね］

「……で、何をする気だ」

　あ、信じてないっぽいな。

［消えてもらう。死なない程度に。もう余計な詮せん索さくもしないから話さなくてもいい。無事だったなら今後はもっと寡か黙もくに任務を遂行することだ］

「おい、なんで下がった？　てかなんでこっちに走ってくる!?　なんで──」

［それはね。君を遥か彼方まで蹴り飛ばす為だよ］

「あぎゅぁらぇぇぃぃ!!」

　それなりに力を込め、男を蹴り飛ばした。いくつかの骨が折れる感触が足に伝わってくる。

　蹴り上げられて個性的な叫び声を上げた男はじきに粒になり、視界から消えた。

　こうしとけばダメージと物理的な距離で、試験の邪魔をするのは無理だろ。

　……少し切れちゃった手は布でも巻いとけばいい。

　帰ったら識に診みてもらえば問題ない。

「さ、試験だ。早く終わらせて帰ろ」




　──そう言ってから一体どれだけの赤球を殴り、突いただろう。

　三桁に達したところまでは数えていた。

　しかしそこからは数えるのが億おっ劫くうになって止めたので、多分四桁には達してないだろうということしかわからない。

　昼飯までにという目もく論ろ見みは費ついえ、星の煌きが空の主役になってしばらくしたのち──。

　僕は……ようやく。

　三種類の球のコンプリートを成し遂げた。

　な、長かった。

　この三日は、僕の異世界史に残る苦行の日々だった……。

　この試験で確実に手加減というスキルを習得できた、確信するね。

　帰れる。

　これで識のとこに帰れるよ。

「さらば名も無き原野。この三日間の苦労は絶対に忘れないよ」

　渡された帰還用の羽型アイテムを発動させながら、真っ暗な原野に向けて僕はそう呟いた。





　　　　　◇◆◇◆◇






「ああ、ミスミさん。集め終わりましたか？　それとも棄権ですか？」

　……いきなり厭いや味みですか。

　にんまりと笑顔を作る職員の表情が、早速僕をげんなりさせてくれた。

　羽を使って戻ってきたというのに、それが伝わってないんだろうか。

　だとしたらベルと羽に分けてるって、単なる嫌がらせじゃないか。

［もちろん集めてきました。確認をお願いします］

　三つの球を入れた布袋を担当の人に渡す。

　最終日、しかも朝に余計な邪魔が入ったおかげで三日目ぎりぎりにはなったけど、何とか試験課題はクリアできた。

　まさかあんなきつい精神修行を味わうハメになるなんて、まったく予想外だった。

「……ほう、集めたと。失礼、確認させて頂きます。……こ、これは!?」

　担当者が、僕の渡した布袋の中身を見て、いきなりわかりやすい動揺を見せた。

　レアなボーナス球でもあったのか？

　あったとしてもそれは完全な偶然だ。僕には珍しいラッキーってやつだ。

　存在を知らなかった上に、正直そんなものを狙っている余裕は皆無だった。

　おや？

　僕と同じ日程で試験を受けていた三人も同じ室内にいる。

　早い奴は二日目の朝にはもう帰還していたはず。

　なのに僕の終わりまでここにいるってことは、よほど義理堅い人なのか、それとも試験の規則で先に帰れないのか。

　何にせよ、最初に上がったエルフは相当に優秀なんだろうな。

　あんなきつい試験を難なくこなすんだから。

　僕としてはこれが何回目かの受験でコツを掴んでいたからなんだ、と思いたい。

　それだけ難しかったし、同じ初見でこれだけ差が出るのも悲しいものがあるから。

　識はと言えば、この部屋にはいない。

　元々受験者以外は入れない場所だから彼は外で待ってくれている。

　終わったら連絡するから、と自由行動を許可したんだけど、合格を願ってお待ちしています、とだけ答えていたからな。

　多分、彼は敷地内で待ってると思う。

　改めて三人を見る。

　別に条件さえ満たせば全員合格だった前置きもあったから、競争している感覚はなかった。

　むしろ同志、仲間だ。

　待ってろお前ら、飯と酒をご馳走するぜ！

　きつかった試験の思い出話でもしよう！

「ライドウ殿、貴方一体……何者ですか？」

　へ？

　どうしたんだ、高こう慢まん担当職員Ａ。

　殿とかついてるぞ。

　それに、三人の同志もさっきから驚きの表情で僕を見ている。

　言われた物を言われた数だけ持ってきただけなので、特別に難しいことはしていない。

　いや、あの試験は正直極悪難易度だったけどね？

［ただの戦闘経験のある商人ですが］

「この球、三種類が一個ずつあります。この試験を、このような結果で合格した人物は……これまでに一人もおりません」

　赤、青、黄色と。

　順番に取り出した職員が、顔中に汗を浮かべながら、震える両手を大げさに動かしてそう言った。

　暑くもない室内。

　彼の汗は、冷や汗とか脂汗ってことか？

　意味がわからない。

　だって僕はサンプルを見せられた三種類の球を、その通り三つ集めてきただけだ。

　それは目の前の職員が三日前に直接僕らに言った事だ。

　？

　だけど僕の疑問が非常識だったのか、先に戻っていた三人の試験仲間が驚きの表情を更に進化させ、目を見開いたり、勢いよく立ち上がったりした。

　な、何がまずかったんだ。

　何がおかしかったんだ。

　第一、職員だってさっきさらっと合格とか言ったし、問題はないんじゃないのか？

［そういう試験だと説明を受けた記憶がありますが？　三種類の球を三つ集めて持ってくるように、と］

「……ええ、確かに。私は皆様に球を三つ捕獲してくるように伝えました。ご説明したような特性を持つ、極めて防御力の高いこの球を、各々が〝一番得意な方法で〟三個捕獲してくるのがこの試験です。それなのに……それなのに、貴方は、ライドウ様は〝三種類を一つずつ〟お持ちになった。つまり、三種類の球を特性に合わせて三種類の方法で捕獲した事になります。間違いありませんね？」

［間違いありません］

「この試験は、ロッツガルド学園及び周辺都市において、戦闘技術の実技を生徒に指導するためにそれぞれの〝スペシャリスト〟が要求される各能力を測る為の試験。攻撃方法の精度、そして威力が最重要項目ですね。ライドウ様ならおわかりでしょうが、魔物への対処や野宿の術などはおまけで飾りです。そこで躓つまずくようなら、学園で教えるのではなく学園で学ぶのが妥当でしょう」

［それはそうでしょうね。それほど凶悪な魔物もいませんでしたし、食べられる物も水場も豊富でした］

　これは職員の言う通り。

　もし球を狙うどころか、あそこで普通に生きる事もできないなら冒険者としても相当質が低い。

　荒野に比べたら天国みたいなとこだった。

　でも、ヒューマンの受験者はその言葉に身を震わせていた。

　……も、もしかして？

「更にはどの球も計ったように二発で仕留めている。これは攻撃方法が的確である上に、威力においてもこの球を破裂させるほどの攻撃手段をライドウ様が有していることを示しています」

　……へえ。

　さすがは職員だ。

　球を見ればそれなりの情報を得られるんだな。

［ええ、適度な威力を探るのには苦労しました］

　しかし……そういうことだったのか。

　ようやく職員の驚きの理由が僕にもわかった。

　この試験の本来の合格基準は赤い球を三つか、青い球を三つか、黄色い球を三つ集める事。

　つまり、単色で良かったってことだ。

　なんてことだ。

　それなら二日目そうそうに帰れたじゃないか。

　自分の理解力の無さと非常識な能力がひたすらに悲しい。

「適度、だと!?」

　後ろから声がした。

　獅子顔の獣人さんだ。

　黒装束に脅迫されて、試験放棄した人だな。毛深いな。二本足で立っていなければまんま獣さんだ。

「実に、素晴らしいお言葉です。今回の試験、ライドウ様の他に球を持ち帰られたのは、エイツビーストレイスの受験者エフカ殿だけですが。彼は赤の球を全力を尽くして一つ手に入れたのみ。三日目になり時間的な限界を悟って棄権しました」

　職員が、尊敬の念のこもった口調で説明をはじめる。

［そうでしたか］

「はい。更にエルフの受験者ミューリ殿は初日に青の球を一つも探し出せず、自分の射程が青の球の認識範囲より短いことを悟って棄権、ヒューマンの受験者ケリー殿は魔物の夜襲で負傷して棄権。それでもこの試験の過去の惨状を思えば、球を持ち帰ってきた者がいるだけ今回の受験者は優秀ではあった、と総評ができあがったほどです」

　ぜ、全員棄権!?

　しかも遠距離攻撃主体の癖にあんな狭い認識範囲よりも射程が短くて絶望した？

　あの程度の魔物の夜襲で怪我をした？

　獅子顔の獣人さんは、一応球は持ってきたけど脅迫されて棄権ってのが実際のとこだよな？

　……。

　やめた。

　お前らなんか同志でも仲間でもないやい！

　奢ってなんてやらないからな！

［中々にやり甲が斐いのある試験でした］

「さすが、世界の果てで生き抜くだけのお力を持つ方は言う事が違う。考えてみれば、あの荒くれ者どもの中で商あきないを成功させているわけですから、これは確かにただ者にはできません。レンブラント商会は金ずくで強引さもある商会ではありますが、その推薦状には一切の偽りもない。彼にしては大おお仰ぎょうな表現で推薦してきているとは思いましたがこれならば納得です。筆談での意思疎通は会話と同様のレベルですし、別室にてお待ちの従者の方を話者役にしてもらっても構いません。言うまでもなく我々が判断するのは実力であり、容姿ではありませんので」

　識を助手にして講義を行うのは問題なく許可されるみたいだな。

　最後の一言が余計なのはもう、突っ込むのもあほらしいのでスルーする。

　まっすぐ僕を見つめ、担当職員は言葉を続ける。

「文句なし。合格です、ライドウ様。学園都市は貴方を臨時講師として歓迎致します。中央ロッツガルド学園において週に１コマの講義開講、及び２コマまでの補助講師としての講義参加を認めます。またライドウ様の事情を考慮し、従者の識殿の講義への同行も許可致します」

　詳細につきましては後日改めて連絡を、と言われた後で握手を求められた。

　もちろん応じる。

　週に１コマね。

　まあ補助講師としての２コマは使わないだろうから実質週一の仕事ってわけだ。

　臨時講師だから、担任とかでもなく非常勤。

　良かったーー!!

　かなり気が楽になった。

　それに中央ロッツガルド学園と言った。

　つまり、この街でそのまま働けるってことだ。

　周囲の衛星都市のどこかに飛ばされるよりずっと便利だ。

　うん、開店予定のお店の事も早めに調べて、次の呼び出しまでに、ある程度準備を進めておかないとな。

　よしよし。

　これなら近い内に、あの女の子のいるゴテツ亭とかいうお店に顔を出せるかもしれない。

　実は行く予定も立ててなかったんだけど、この街で生活して店も始めるなら顔を出しておくのも悪くない。

　ふふふ、軍鶏しゃも鍋でも出てきたら笑うしかないな。

　そしたら巴を連れてきてやるのも良いかも。

　ツィーゲを出た時にはまるで考えてなかったものの、講師として働く事になった。

　しかも赴任先は、エリートな学生さんが集まるらしい中央学園。

　僕らの学園都市での生活はこうしてスタートした。
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　試験の日から更に六日。

　商人と名乗りながら、まともに商売できずお金ばかり出て行くのが何とも歯は痒がゆい。

　幸いにも僕は亜空の産物やドワーフの武具といった、ある意味で金の生なる木を所有しているような状況にあるから、出費については本来そこまで気にしなくても良いかもしれない。けどやっぱり、ただお金が出て行くのはもったいなく感じてしまう。庶民だから仕方ないよね。

　今日、ようやく学園から僕達の宿泊する宿に通知が届いた。正式な合格の報しらせと、同じく正式な契約のために来訪を求める内容だった。

　通知の内容を見る限り、こちらの都合を考えず、かなり上から物を言う場所みたいだな。まあ、それだけ、この都市で強い影響力を持っているということだろう。いきなり今日の昼過ぎか明後日の朝に来るよう指示された内容を見てそんなことを思う。

「真様、学園からの通知ですか？」

　識だ。男二人で部屋を二つ取ることはないと、僕らはこれまでの街でもベッドの二つある部屋を選んで泊まっている。この街でもそれは同じだ。

　彼のエリアの近くには本が数冊置かれている。読書好きな彼は、僕と同道する間にも気になる本を見つけると購入している。

　この世界において本はそれなりに高価な代物だったから、増えていく本を見てお金は大丈夫かと聞いてみたけど、彼には十分な蓄えがあったようで、僕の心配は杞き憂ゆうに終わった……わけなかった。

　識は本の代金を過払いしていた。魔力を蓄えた石や宝石を代価として払っていて、価値としては本と交換では追いつかない品質だったというのがその真実。石類を売却してお金に換えてから買うようにさせたけど、識は知識を得ることについて過剰にお金を払うのは問題ないと考えているようで、少し危険だと思った。無駄遣いはいけません。

「今日の昼か明後日の朝に来いってさ。これでようやく店のこととかも聞けるよ。商人ギルドで商売の許可はもらえたけど、学園のことを話したらそっちの規定を優先するように釘刺されちゃったし。あと、僕のことはライドウね」

　不意に真とか呼ばれると困るからな。特に学園では。

「っと、そうでしたライドウ様。しかし、店になる建物も、良い感じの物件が居抜きでありましたから幸運でしたね」

「うん。前の店主は丁寧に使っていたようで、あのままでも十分使えそうだったし。そんな店でも潰れているって事実は問題だけどね」

　商人ギルドへの顔見せ、それに店舗用の建物や土地探しは学園関係に先立って行動を始めていた。

　初めての挨拶もそうだったけど、レンブラントさんが話をしておいてくれたのか商人ギルド絡みは特に問題なく済んだ。物件探しにも協力してくれたんだけど、まあ空き店舗の多いこと多いこと。状態の良い悪いこそあったものの、様々な職種で店仕舞いした建物が大量にあった。

　面している通りもそれぞれで、知らなければ辿り着けないこと確実の入り組んだ場所から、街の門から学園に真っ直ぐ延びる大きな通りにある建物まで様々だ。

　店の種類も多かったが、飲食店と武具店が特に多い。次に雑貨、それに……夜の店。学術の研究に力を入れた街でも〝そういうの〟はあるんだな、としみじみ思った。行くつもりは全くないというのに、男二人連れで訪れた僕らに、ギルドのお姉さんは笑顔で区画の場所どころかサービスの内容まで教えてくれた。貴女、プロだ。

「これだけの規模の街ですから競争も激しいようで。特に若い者が多く、客層が特殊な土地柄ですし、流行り廃りも早そうですな」

「数ヶ月前は大賑わいだったのに今は閑かん古こ鳥どり、なんてのも普通にありそうで怖いよね」

　恐ろしいことだ。飲食店をやるなら、定番メニューで常連を掴むのが一番だと思ってしまう僕は冒険心が足りないんだろうな。僕が勝負をかけるなら元の世界であった中華や簡単な和食、それに若い人をターゲットにするならファストフード辺りかな。まあ、素人料理しか作れない僕には意味のない考えか。

　識もここで商売をする難しさを察したのか考え込む表情をする。彼なりに貢献しようと考えてくれるのは嬉しい。もっとも、識には僕の学園での行動をフォローして欲しいからお店に出るより一緒にいてもらうことが多くなりそうだけど。

　店番する人も考えないとな。ヒューマンを雇うのも手だけど、僕は彼らをまだ良く知らない。侮あなどられるくらいなら亜空から誰か来てもらった方が良さそうだ。となると最有力候補は森もり鬼おに。巴の教育が上手くいっていることが前提だけど。次点で、アルケーか。強さが隠せるかどうか、元は人型じゃないって問題点もあるから容姿がヒューマンに近い森鬼が一番なんだけどね。アクアとエリスなんて大人しく店番している分にはきっと看板娘になれる。……大人しくしている分には。

　駄目か、僕がそんな心配する時点で不適格かな。それに若い女性だからなあ、客とのトラブルも……イタタ、胃の辺りが。

　んー、亜空に来てもらった森鬼は一応精鋭さんらしいが若い人が多い。あの性格がどこまで矯きょう正せいされているのかにもよるけどトラブルの種になりそう。だけどアルケーはそもそもヒューマンとの付き合いの経験がない。どちらも店員にするには少しずつ問題があるように思う。

　こうなるとヒューマンの雇用も考えるべきかもなあ。あ、この世界って雇用するときに面接とかで簡単に能力を見るのってアリなのかな。そんなの堅苦しいとか思われたら……。あとでギルドに行ったときにでも聞いておこう。

　客をあしらうコミュニケーション能力か戦闘能力がないと、先日のガラの悪い学生さんの例もあって不安だ。まあ、あの学生さんのおかげで森鬼の実力でも十分だなってわかったんだけど。

「買った場所が大きな通りに面しておりますから、客が入らずに苦労することはなさそうなのが救いですね。それに近場には同業がないというのも良いかと」

「その条件だから即金で買ったんじゃないか。目立たない店の宣伝方法なんて僕は良くわからないからね。そこはお金で済ませる。薬全般、あとは注文で武具の製作も受ける店にするから、識、頼むよ」

「？　何をでしょう」

「表向き、君が店の主って顔でいてね。だから講義のときとか、学園でそれとなく薬の知識や魔法薬の実践とかをして欲しいわけ。そうすれば学生にうちの商品の品質や効果が伝わるだろ？」

「……宣伝、既に考えておられるじゃないですか」

「そのくらいだよ。実際、アルケーと識で結構色んな薬作ってるみたいだし、評価が高いのは事実なんだからさ」

　そう。識は澪よりもアルケーのみなさんとよく親交している。錬金術と薬学の融合とでもいうのか。彼らは相性が良いらしく、魔法薬についてはかなりの種類を作り出している。中にはレア素材のアンブロシアの花を使ったものもある。さすがにそれを店に並べる気はないけどね。

　あ、そろそろ並べる薬のラインナップも考えないと。一般的な解げ熱ねつ薬や傷薬はもちろん、魔物の使う毒に応じた解げ毒どく薬、あとは僕が考えたドリンク剤。考えたっていうか、要は栄養ドリンクみたいな疲労回復を目的にした飲み薬だ。現代人の必需品は異世界でもいけるはず。きっといける。頑張る学生と働くみな様のお供になれたら（類似品が出るまでは）かなり儲かりそうな気がするな。

「店の話も進めたいし、学園には今日の昼にでも行こう。上手くすればすぐに動ける」

「わかりました。では昼食は」

「ん。ゴテツで良いんじゃない？」

「はい！　あそこの鍋は絶品です。異論はありません」

　僕らは、先日偶然往来で救った女性の働くゴテツ亭という食堂を、昼となく夜となく利用している。ここに着いてからの日数から考えるとかなり多い回数だと自覚はある。店主の故郷の名物だという鍋料理は、僕の故郷の味とはだいぶ異なるものだけど美味だった。

　僕は故郷の記憶があったから気に入ったわけだけど、識は純粋に味が気に入ったようだった。今では何処に行くか識に食事の希望を聞けば即答でゴテツだ。今日の夜は新しい店を開拓したかったので、僕は敢えて今回はお昼にゴテツを指名した。気に入ったとはいえ、識もまさかの昼夜二食連続希望はあるまい。もう、随分前のことに思えるけど元の世界でも食事先を決めるとき、聞くと「マ○クかマ○ド」と言う奴がいたのを思い出す。いやどっちも同じ店のことなんだけどね。そのうち何処に食べに行くか、誰も彼に聞かなくなった。……答えが一つだからね。

　識もこの街では下手をすると同じことになりそうだからな。僕が積極的に新しい店を開拓しなければ。

　初めて店に行って鍋があったときは、僕と勇者以外の異世界人の存在を本気で疑ったな。味付けで完全に疑いが晴れたけど。

　種類はいくつかあるんだけど独特な物も多く、この街で飽きられずにやっていくのが本当に難しいってわかった。……醤油味はさすがになかった。

　そして店主に言いたい。甘い鍋はない。僕的には絶対ないから！　溢れんばかりのクリームと具材を見たときは、正直メレンゲか何かかと現実逃避しそうになった。おいしそうに食べている識が人智を超えた存在に見えたのは秘密だ。

　全部食べてくれて本当にありがとう、識。この世界で初めて、僕は食べ物でギブアップしました。白は豚骨か豆乳までにして下さい。お願いします。

　ゴテツで働く女性の名はルリアと言った。初対面のときよりもずっと明るい印象だったのは接客中だったからだろう。あんな風に嫌な目に遭っても、仕事ではオンオフ切り替えて明るく振舞える彼女を見て、「ああ、しっかりしているんだなあ」と思った。

　僕はアルバイトもしたことがないから仕事のオンオフというものがあまりわからない。我ながら情けない。世のお仕事をしている人はあの程度はタフでないとやっていけないのかもしれない。ここは元の世界より明らかに差別があるからそれ以上かも。

　何度か通っているが、別に彼女目当てと疑われたり警戒されたりはしていないようだった。事実、来る度に一心不乱に鍋を食べているからな、特に識が。……最初の内の数回は、僕はなぜか警戒心溢れる顔で彼女に見られた。……外見、不審者っぽいのかなあ。仮面、もう外してるんだけど……。

　ん、まさか外しているから？　いや、それは考えすぎだよね。

　ルリアと話していても変なところもないしヒューマンだし、どうして彼女は学生達に絡まれていたのかな。運が悪かったとか、本当にただの偶然とか？　聞いたら黙っちゃったから偶然ってことはないのかな、何か特殊な事情があるのか？　わからない。

　二人で来て二つの鍋を頼むから僕と識は店でも結構目立つようで、ルリア嬢に僕らの名前も覚えてもらえた。今では訪れると軽く一言二言会話をする感じだ。

　今日も識が鍋をつつく間に学園に向かうことを伝えたり、やっと仕事が始められそうだと話したり。ここで名前を知っている知り合いは彼女が初めてだ。開店予定地はここから少し離れているから、開店後はこれまで程は食べに来られないかと思うとやや寂しくもある。

　いや、識に話を振ればここになる可能性は高いから、意外と来るかもしれない。僕としてはせっかく地域性を無視した様々な店が集まっているのだから、滞在中に色んな料理に手を出して見たいんだよな。もしかしたら巴より先に昆布や鰹かつお節ぶしにあたる何かを見つけられるかもしれないし、そうなったら良いお土産になる。

　いつか、識に僕の知っている鍋も振舞ってやりたいな。水炊き、しゃぶしゃぶ、すき焼き、湯豆腐……。うん、僕も食べたい──。

　ああ、そうだった。できたら今日の夕方には店の内装にも手をつけたいな。ある程度のデザインは識と近辺の店めぐりをして目め処どをつけてあるんだ。この世界では魔術さえ使えれば、内装をいじるのに必ずしも職人を呼ぶ必要がないというのも嬉しい。ちょうど識は土の属性でその手の魔術も使えるとのこと。節約できると地味に気分が良い。

　何より僕の魔術の練習にもなる。最近ではできるだけ魔術をすぐ発動できるよう集中状態を保って過ごしている。それでもそう長く維持できず、不完全でも効果の高い防御障壁を作る練習もやってみたり。戦場のような特殊な精神状態にある場所で、魔術を手足の如く扱うのがいかに難しいことかをつい先日思い知らされたから。

　一度あの女神に発見された以上、いつ何が起こるかわからない。一日一日を大事に、無駄にしない気持ちでいないとね。命、懸かってるから。




　早めの昼食を終えた僕と識が学園に着いた時間は、学生のお昼休みの時間と重なったようだ。かなりの人がそれぞれの建物から吐き出されている。白はく亜あの巨大な建造物は元の世界を感じさせる。なんか懐かしい気持ちになるな。学校、というものも郷きょう愁しゅうを感じさせる一因かもしれない。

　見慣れない僕らに珍しげな視線を浴びせる（僕の容姿が原因でないと信じたい）彼らを避けながら、僕らは指定された場所へ向かうのだった。

　……仰のけ反ぞったり二度見されたりしたのも、き、きっと見慣れない人だからに違いない。




［よろしくお願いします］

「よろしくお願いします」

　僕と識が改めて挨拶を済ませると、拍手が起こった。

　ここは学園の事務を総括する部屋、らしい。広く、机が並ぶ光景は一瞬職員室を想像させるものの、あの独特な緊張感はない。授業内容や規則について詳しく説明され、その後僕らの講義プランを聞かれた。

　応対をしてくれたのは二人。

　一人は僕と同じ講師の人らしい。

　同じ、とは言えないか。彼は常勤の先生で僕は非常勤だ。僕はこの学園に毎日通勤するわけではないし寮にも入ってないからな。同じ戦闘技術を教えている人みたいだけど、それほど強そうには見えない。戦闘技術、なんて机上のみで語ることに意味はないと思うから、それなりには強いのだろう。

　彼は実際の授業内容や現実の学生のレベルを教えてくれた。話を聞いて、ままごとかと思った。でも、思っただけ。さすがに僕も自重したよ。エリート（笑）さんの相手は少し困るなんて口が裂けても言えない。

　もう一人は事務の偉い人。こちらは教師の男性に少し見られた尊大な様子は一切なく、腰の低い感じだった。僕の高校にいた事務員さんはやたらとフランクな接し方で最初戸惑ったけど、目の前の人は丁寧できちんとしている。学生に対する態度か教師に対する態度かの違いかな。でも給料や僕の店に対する質問にも資料を見ることもなくすらすらと答えてくれる様子は、能力の高さを感じさせた。

　一切の説明を終えて、これからよろしくお願いします、と彼が言ってくれたのに合わせて僕らは冒頭の言葉を返したんだ。

「では私はこれで。最初は私の授業を受けている生徒からローテーションで学生を回しますが、以後はライドウ先生の実力で生徒を集めてください。聞けば高い能力をお持ちとか。楽しみにしています」

「あ、ブライト先生ありがとうございました」

　どうやら先生はこれで退室するようだ。僕も識も上げた頭を再度下げて彼を見送る。彼の話によると、僕が開講する予定の戦術全般の講義の最初の数回は、規定人数の何割かあのブライトという先生が指導している学生を回してくれるらしい。彼は面倒見が良く、新しく入った同じ学科の先生には生徒を紹介したりするできた人だとか。事務の人もだいぶ助けられているのか、事務室全体に彼への好意を感じる。僕は、正直なんだか気味が悪かったけど。良い人過ぎるというのは、どうもね。

　事務員さんから聞いた話だと、規定人数いっぱいまで学生を確保している非常勤の先生は稀まれなんだとか。

　常勤の先生の実技講義に比べると非常勤の規定人数は半分の三十人。この広大な学園で三十人の学生が集められないなんてことがあるのかね。

　ちなみに実技と違って座学の講義は部屋に入れれば何人でも受けられる。実技だと一人の先生が把握できる生徒の数が限られるから制限があるらしい。剣や魔術を扱うとなると下手をすると死ぬから無理もない。

　講義の報酬は完全に歩ぶ合あい。非常勤の場合は生徒の取捨選択もかなり自由で、稼ぎたいなら純粋に人数限界まで生徒を増やすのが良い。一回の講義で非常勤の先生に支払われる報酬は生徒一名につき銀貨で十枚。仮に三十人に教えるなら一回で金貨三枚分。普通にお店やギルドの事務なんかで働いている人の年収くらい。もしも週に複数回一ヶ月働くと、それはもう凄い金額だ。日本の価値観で考えると先生の得る報酬にしては過分に思える。非常勤でこれなら、常勤はいったい……。

「それで、ライドウ先生。講義の予定なのですが、早速来週からでも問題はありませんか？　生徒さんはブライト先生が十人前後を参加させてくれますのでこちらは全く問題ありませんが」

［来週ですか。構いませんが、私は生徒を選ぶ授業をすることになりますのでブライト先生には苦労をかけるかもしれませんね。それと私は少人数の講義を予定しています。これは問題ないですね？］

　先程確認はしていたものの、気になってもう一度確認する。僕は大体十人、できれば一ひと桁けたくらいの人数で授業する気でいる。それに識を同伴させ、週に一度。僕は近所の子に家庭教師をした経験くらいしか、報酬をもらって人に何かを教えたことなんてない。最初は少人数で識にフォローしてもらって、慣れないとな。

「ええ、もちろん。ですが珍しい方ですね。非常勤で見える方はどなたも沢山の学生を集めようと躍やっ起きになるものですが……。やはり、講師と同時にお店の経営も考えておられると考え方も違ってくるのかもしれませんね」

［受け持つからには、それなりに面倒を見たいと考えていますから。商会については、学内での商業活動を行わなければ問題ないのでしたね。迅速に回答をいただき感謝します］

　識や僕が薬をタダで使って見せたり、知識を披露するのは規則にひっかかることはない、ということだ。良かった。

「……ライドウ先生は腰が低いですねえ。それに真面目だ。少々、意外でした。何しろ相当な実力者と伝わってましたからね。どんな方がお見えになるのかと、実は戦々恐々としておりました。ここの学生達は都市群の中でも選えりすぐりの粒揃いですから。どうぞ存分に鍛えてやってください」

［ええ、それでは失礼します］

「そうだ。資料探しなどで使う機会も出てくる図書館と、学内で実技を行う練習場やフィールドの事前申請を行う受付。この二つは今の内に場所をお知らせしておきます」

　確かに、どちらも知っておかないとな。ついでにフィールドの申請とかは今日済ませておくか。書類手続きはそれなりに煩雑だから、識にお願いすることが増えるかも。

　となると、店の経営方針についても少し考えないとまずいか。やっぱり森鬼か？　アルケーはもったいないし、うーん、一度巴に意見を聞いてみるのも手だな。

　それに図書館か。図書室くらいだろうと思っていたのに、建物が別にあるなんて相当だな。大学みたいだ。

　これだけ大きな学校の図書館ともなれば、蔵ぞう書しょには相当期待できそうだ。魔術関係の本なら見ておくのも悪くない。本好きな識には悪いけど、受付には彼に行ってもらって僕は図書館に行こう。

［識、僕は図書館に行ってみる。受付に行って申請を終えたらこっちに来て欲しい］

　廊下に出て彼に指示する。頷いてくれる識。巴と澪だったらここで別行動は嫌だとか一暴れするところだ。だから、識を指名した部分もある。実に嬉しいね。一番の理由は同性だからだけど。

　ちょうど事務室から真逆の位置関係のため、僕と識はお互い背を向けてそれぞれの目的地に進む。

　廊下には談笑する学生がいて、掲示板には微笑ましい内容の貼り紙から学内についての連絡事項まで所狭しと張り出されている。今年の夏休みに行った、姉の通っている大学に雰囲気が似ている。人の数は段違いにこっちが多い。それは訪れた時期もあるし当然か。

　──それにしても。流れている空気は平和そのものだし、周りの風景もなんだか懐かしい感じがする。ここにいると異世界にいるのか現代にいるのか、曖昧になるな。

「日本の学校そのもの、だよな」

　ツィーゲを出る前、少し故郷を想うことがあった。旅をしている間にそんな気持ちも徐々に薄まっていったんだけど。ここはあまりに元の世界を思い出させる。参るな。

「お、ここが図書館か。すっげ。大きいね」

　誰にも意味はわからないのを良いことに、独り言を呟きながら図書館に到着する僕。あ、頭のおかしい人って思われたか？　まあ、いいや。これまでもいろんな目に遭ってきたし、多少のことは気にならなくなるもんだな。

　それにしても大きい。僕の住む街の市立図書館よりも遥かに。これは、驚いたな。この世界にこの規模の図書館があるのか。……つくづく、僕はとんでもない場所から旅を始めたんだと実感する。それに比べて勇者どもは大きな国のお城からスタートか。ふぅ、やりきれない。

　中に入る。

　人の身長よりも遥かに高い棚に隙間なく詰め込まれた本、本、本。

　蔵書を満載した棚が左右に並ぶ光景は、本を実らせる樹木の森と呼べるかもしれない。少なくとも、僕の人生でこれだけ本が集まった場所は初めてだ。凄い。ただ凄い。

　久々に触れる図書館の雰囲気は異世界でも変わることがなかった。それに、ひんやりとした空気が流れている。この世界でも図書館という場所は空調を効かせているらしい。その手段が魔術か科学かの違いはこの際どうでもいい。

　今もそれなりの人数が訪れているはずだが、その気配をまばらにしか感じないのは、ここがそれだけ広大で、人よりも本が存在感を放っているからだ。何気に人が浮遊する台に乗って移動したり本をとったりしているけど、そんな光景より本の生む圧倒的な迫力の方が僕の心を満たしていた。

「何か、御用ですか？」

　ただただ感動していると声をかけられた。

　落ち着いた、しっとりとした女性の声。ともすれば色気を感じさせる。

　声のした方に顔を向けると、そこには予想通り女性の姿。学生の制服ではない。司書さん、かな？

［失礼。これだけの蔵書を目にしたことがなく、つい我を忘れました。素晴らしい図書館ですね］

「そうでしたか。当館をお褒めいただき嬉しいですわ。ホールで立ち止まられていましたけど、ご用件は？　お探しの本がおありならお力になれますけど？」

　筆談。だけど、彼女は驚くこともなくすぐに僕の文字に反応して返答した。あれ、びっくりしない？

［これと決めている本はないのですが、魔術の、そうですね。詠唱言語についての本があれば見ておきたいです］

　とっさに思いついた内容で彼女に応じる。

「あら、凄い魔術と直接戦闘技能をお持ちのライドウ様にしては地味な内容。お連れの識様がお読みになるのかしら」

　!!

　咄とっ嗟さに彼女と距離をとる。……こいつ、なぜ僕の名を？

　幸いにも入り口を入ってすぐの開けたホールにいたおかげで、僕の周囲には空間がある。距離をとることができたのは有難い。どいつもこいつもソフィアみたいな変な移動をするわけはないしね。僕はこれからも、まず一度相手から離れる戦術を変えるつもりはない。

　見えない障壁も構築が完了している。こちらは後方に跳んでいる最中には既に済んでいる。日々の緊張感のおかげだ。あとは、これを精神を磨り減らさず自然にやれるようになるだけだね。

「凄い！　あの一瞬でもう障壁が展開されている。まるで手品ですね。詠唱をなさっていないかのような手際の良さ。話の通りね」

［何者だ。どうして僕の名前を知る？］

　短くそうフキダシを作り、女を観察する。

　年は、若い。多分だけど二十代前半、身長は僕と同じくらい。武器は持ってない。強い魔力を感じる装備もなく、彼女自身からも人並の反応しか感じない。余裕のあるローブという服装なので筋肉の付き方は不明だけど、今の状況に力んだ様子もない。魔術の詠唱もない。

　体つきは服装の所為でわからないが、女で間違いないだろう。顔は、可愛い。百点だ。巴の藍あい色みたいな濃い青と違って透き通った淡い青、水色の髪。間違いなく知らない人。おそらくヒューマンだろう。

　話の通り。彼女はそう言った。僕と識を知っていて、さらに凄い魔術だの直接戦闘技能だの詳しく知りうる人物なんて、ここにいるか？　考えられるとしたら試験の担当者から流れたか。でもこの図書館の司書らしい彼女が聞ける情報だろうか。試験を受けた人物の個人情報が、容易たやすく漏ろう洩えいするなんて思いたくないんだけど。

「そんなに警戒しないでください。学園の先生ですもの、お名前くらい存じてます」

　嘘だ。さっき事務室で確認した。非常勤を含めると教職にある人だけでも数百人はいるんだ。全員を知っているなんて記憶力がおかしすぎる。大体、僕は今日初めてここに来たんだ。

　警戒は解かない。精神への干渉も含めた一切の魔力の流れに注意しながら、彼女の動きに気を配る。

［貴女が並外れた記憶力の持ち主だと証明されない以上、信用できない］

「……ただの悪戯いたずらのつもりだったのですけど、疑り深い方みたいですね。貴方やお連れの方のお名前、その他についても人に聞いて知っていただけですよ」

　僕の警戒に呆れたのか、彼女は肩をすくめる。担当者が喋ったのか？　だが、それにしてもただの悪戯にしては少し気に入らない。

「困りましたね。では私が情報を聞いた相手の名前を言いましょう。ゴテツのルリア、ご存知でしょう？」

　予想外の名を聞いた。

　ゴテツのルリア。確かに知っている。彼女なら、僕と識の名前を知っていることも自然だ。

「実力などは試験の担当者に聞きました。彼の名前をライドウ様がご存知かはわかりませんけど、彼はエルスと言います。食事の席で三種の球を集めた方のお話がありまして」

　手振りで杯を口に運んでみせる女。お酒の席で、と言いたいのか？

　三種の球。それで凄い魔術とか直接戦闘技能とか、曖昧な言い方なのか。だけど、ルリアと彼女の接点がわからない。

　ゴテツの常連？　だけど、あのルリアが客にほいほい話なんかするかな。彼女は口が堅く、あまり他の客の話はしない。僕らも何度か通っているけどこの女性を見たことはない、と思う。

［ルリアのことは知っている。最近ゴテツを贔ひい屓きにしているから。だが君が彼女から話を聞ける理由がわからない］

「……ふぅ。ルリアは私の妹です。ルリアからおかしなお客について聞いたのですが、それがライドウ様とお連れの識様だったのですよ。識様、クリーム鍋も完食される程の鍋好きだとか。少し衝撃でした」

　クリーム鍋。ああ、あれは本当に悪夢だった。識はどうしてあれを二つも食べれるんだろうな。

　っと。ふむ。クリーム鍋まで知っているなら多分間違いない。……しかしルリアの姉ね。言われてみれば髪も同じ色だ。

　お姉さんを改めて見る。

「何か？」

　怪け訝げんに思ったのか、僕に言葉をかけるお姉さん。

　可哀相に。妹さんとの年の差はわからないけど、完全に発育負けてるな。ルリアは制服のせいもあるんだろうけど明らかに早熟で、目立つ。お姉さんはローブを着ているが、それでも僕にさえ、はっきりと勝敗がわかるというのは……。これから逆転はないだろうから、うん、強く生きて欲しい。

「……何かとても不愉快になりましたが、誤解は解けましたか？」

　瞼まぶたを痙けい攣れんさせながら眼鏡に手を掛けて再度質問される。あの仕草、わかる。眼鏡してると、無意識に弄いじっちゃうんだよね。

［ええ、誤解は解けました。なるほど、お姉さんでしたか。しかし初対面でいきなり名前を呼ばれたら僕でなくても驚きますよ］

「驚く、なんてレベルの反応でもなかったですが。でも失礼はお詫びします。ごめんなさい。私はエヴァです、お見知りおきを」

［エヴァさんですか。僕はライドウです。ご存知のようですがここの非常勤講師です。あなたは、司書さんですか？］

「ええ。お探しの本があればお気軽にどうぞ。私は大抵あそこにいますから」

　そう言ってエヴァさんがホール右手のカウンターを示す。数人の職員がいる。僕とエヴァさんのやりとりを遠巻きに見ているのがわかる。ちょっと騒がしかったか。

［頼りにさせてもらいます。それでは、僕はこれで］

「本はよろしいんですか。確か詠唱言語に関しての本でしたよね」

［またの機会にします。それでは］

「残念です。お待ちしてますね」

　ニッコリと笑ってくれたエヴァさんに見送られて図書館を出る。

　はぁ、緊張した。とても本を読む気にはなれなかった。不意打ちすぎた。

　まったく──。

「ライドウ様！　お待たせしました」

　識の声。

　見れば、僕が来るときに通った道をこちらに進んでいる。そうか、もう受付は終わったのか。識のことだ、きっと急いでくれたんだろうな。今も小走りで来てる。

「識、待ってないよ。ありがとう。それじゃあ、商人ギルドに顔出して店の様子を見に行こうか」

「わかりました」

　まだ夕方というには早い時間。思ったよりも店の作業に時間をとれそうなことに感謝しながら、僕はキャンパス（と言って良いのかわからないけど）をあとにした。





　　　　　◇◆◇◆◇






「聞いたか？　新しい実技講師、口が利きけないらしいぜ」

「なんだそれ、どうやって講義するんだよ？　体で教えるとか言い出さないだろうな」

「筆談、らしいよ。俺は力がつくなら、どうでもいいよ。だから無能な人は嫌だな」

「ブライト先生からの指示だから一回は受けてあげるけど……亜人らしいわよ？」

「亜人!?　そんなのを学園はどうして講師なんかにしたんですの？」

「……別に亜人でも良いじゃない。エルフなんかは結構見られる顔してるんだし、亜人だからって醜いって決め付けは良くないわよ」

「ロッツガルド名物、空っぽ講義にならなきゃいいけどな」

「気に入らなかったらすぐそうなるさ。選択講義なんて腐るほどあるんだから」

「あーあ、せめて格好良い人だったらいいのにー」

「ばーか。それ言ったら俺だって綺麗な女講師が良いって」

「あははは……」

　……。

　本気か。

　何て言うか……本気なのか。

　これが……僕が初めての講義で教える生徒。

　緊張と不安に駆られてついつい展開しちゃった界でこちらに向かってくる気配を察知、そのまま聞き耳を立てたことを後悔する。

　会う前から既に印象が悪いよ!?

　僕と識は予約したフィールド、という名の野原に設置されたベンチに座って彼らを待っている。

　参考にと、事務室の人から薦められた教本や講師向けの冊子を何冊か今日までに読破して、この学園の特異さと自分の立場と魔術のことが少しわかった。

　まず、この学園の特異さ。

　このロッツガルド学園は学科ごとに決められた単位の講義を受け、残りは学科に関係なく自分が受けたい講義を選択して受ける。時間割をある程度各々が自由に作成できるシステムだ。

　固定された講義や自分の所属する学科ごとに必須となる講義はともかく、選択して履修するタイプの講義は開講する側の立場が凄く弱い。選んだら半年とか通年変更できないならまだしも、すぐに変更できてしまうために学生側の立場の方が遥かに強い。

　講師は自分の講義を履修する生徒の数で給料が決まるため、様々な方法で学生を集めるのだ。たとえば、人気のある講義の時間帯を避けて違う場所で開講したり、試験内容を甘くしたり、ひどいのになると出席をお金で買うなんて講師までいるとか。改善の仕方に講義の内容を向上させるというやり方が少ないのは、何て言うか気の毒な感じがする。

　つまり、先生という立場でありながら、学生になめられる可能性が非常に高い。

　今知ったけど、僕は第一印象が何故か既に悪い。

　それから、魔術。これについて僕は、自分のこれまでの常識を表に出さない方が良いみたい。

　詠唱とは暗記であり、魔術とは朗々と詠唱して発動するものなのだ。

　声に出さずに詠唱するのは無声詠唱と呼ばれ、発現する術の威力が低くなるんだとか。

　……自分が最初から基本を逸いつ脱だつしていたことを、ここに来て初めて知ったよ。

　まあ、自分の講義に独自性を出すのなら、あえて学生さんに教えても良いんじゃないかとも思った。実戦では、とか適当なことを言ってさ。

「ライドウ様、そろそろ来るようです」

「うん、わかってる。識、講義の方針は前に相談した感じで良いよね」

「問題ないかと。まず、ライドウ様の実力を見せた上で、それでも残った生徒に実戦的な詠唱について教える。近接戦闘の技術をメインで覚えたい生徒は少ないでしょうが、その場合は対魔術師用の戦術全般について私が教えていく。他の講師には見られない方針ですので、受講する生徒もそれなりに絞れるかと思います」

「やっぱいい考えだね。たくさんの生徒に無駄に知識や力を持たせても碌ろくなことにはならないだろうし。それに少数精鋭の方が教えるのも楽だもんな」

「はい。しかし、怒るのがライドウ様で優しくするのが私というのは役回りが逆では？　そもそも分けなくとも良い気がしますが……」

「……まあ二人で教える講義は選択だと珍しいみたいだし、単に僕がこんなやり方が本当に有効なのか試してみたいというのもあるけど。僕が悪役の方が効果があると思うんだよね。変な感じになるようなら止めるから少し付き合ってよ」

「はぁ……」

　識はまだ納得していない感じだ。だけど、一回機会があったら試してみたかったんだ。刑事ドラマとかであるような、怒る人と宥なだめる人のコンビで人の心証を操作するやり方。

　識とコンビを組むなら、僕が強こわ面もて担当になるのが妥当だろう。

　……どうせ人扱いされないなら嫌われてやれ、なんて自や棄けになっている訳じゃないからね？

　なんて自己弁護をしていたら、何組かの視線を感じた。

　ふぅ、来たか。

「あの～、ライドウ先生の戦術全般の講義はこちらですか？」

　亜人だと眉を顰ひそめていた女生徒が、それでも一応は敬語で僕らに話しかけてきた。

　僕は彼女ではなく、識に軽く頷いてやる。さて、怖い先生をやってみますかね。

「ええ、その通りですよ。みなさんはブライト先生からの紹介で見えた学生さん達ですね。私はこの講義の助手を務めます識と申します。そしてこちらが──」

［識の主で、果ての荒野で隊商を組んでいたライドウだ。本職は商人だ。事情により口が利けないが、このように君達と話すことはできる。魔術を中心とした厳しい講義を進めるつもりだがついてきて欲しい］

　経歴も嘘だし性格も少し厳しい教官風にしてみた。容姿のマイナスって、愛想良く笑ってフォローするより、厳しい人がたまに優しくなるギャップで埋めた方が楽な気もするんだよな。

　本当は怒鳴る感じにしたかったけど筆談では難しいと思ったので、淡々と厳しくやることにした。

「こちらでも少々珍しい店を開く予定ですので、みなさんもよろしければいずれ覗いて見てくださいね」

　識に宣伝させる。

　店の名前を言わなければ、そこまで口うるさいことはないだろう。そして識には終始穏やかに笑っていてもらうことにする。優しい優しい識先生で頑張れ。僕も怖い怖いライドウ先生で頑張ってみるから。

［初講義ということで、まず自己紹介をしてもらおうか］

　講義を受けに来た十名にそれぞれ自己紹介をしてもらう。

　名前に年齢、現在何年生か、あとは目標や得意とする属性など。

　つつがなく終了したんだけど、一つ疑問が残る。属性についてだった。

［君、水属性が得意だと言ったな。他の属性はどの程度扱える？］

「ほ、他ですか？　ええっと……土と火が少しだけです」

［精霊の力は借りられるか？］

「そんな！　できるわけないじゃないですか！」

　──殆ど水しか使えないということじゃないか。しかも大した魔力もないし。

　待てよ、ひょっとして……。

［君は火が得意と言ったな。他は？］

　もう一人、顔さえ良ければ亜人も可とか言った生徒にも聞いてみる。聞かれたことが不愉快なのか知らないけど顔を顰しかめるな？

「……一応、風も扱えます。精霊魔術は使えません」

　その後も確認したけど多くて三つくらいしか属性を使えないようだった。

　生徒達のあまりのふがいなさに、思わず念話で識に確認する。

（識、何これ。ヒューマンって使える属性制限されているの？）

（いえ。ただ適性の高いものを使用することに慣れすぎて他の属性の修練を怠る傾向にあり、彼らの間では多属性を実戦レベルで扱えることは一種の才能だと思われています）

（誰でもできるよね？）

（もちろんです。ただ消耗する魔力は得意な属性よりも多くなりますが）

（なるほどね、了解）

　いくら得意とは言え、学び始めたばかりの初心者じゃあるまいし、そればかり伸ばすというのもどうかと思うな。色々使えた方が実際便利なんだから。

　あの上位竜っぽいお子様の御み剣つるぎクンだって多属性を扱えることに驚いていたし。うん、仕込んでみるのも面白いか。

［君達の実力についてはわかった。残念だが未熟と言わざるを得ない］

「未熟!?　俺達がですか!?」

　口が利けない、とか言ってた奴だな。威勢が良い、というか見た目もそうなんだけど、お前戦士じゃないのか？

［そうだ、国に仕官したい、冒険者として名を馳はせたい、研究者として学園に残りたい。君らの目標は今聞かせてもらった。現状でも入口に立つ事は叶うかもしれないが、一生、三流で終わることになるだろう］

「……さすがに言葉が過ぎませんか？　ただの臨時講師の分ぶん際ざいで」

　亜人は講師になるな、って感じの言動があった娘だ。怒っている。今日は僕らの力を見せつけて、その上で優しい識先生を印象付ける、ここが肝だから挑発しちゃってごめんね。

［事実だ。そうだな、では一つ質問しよう。君は魔術師だったね。では、魔術師が戦闘において怖れなくてはいけないことは何だと思う？］

「……。孤立すること、敵に接近されること、パニックになること、魔力が枯こ渇かつすること、ですわ」

　教本に書いてある通りの答え。まあ、僕もそれで間違いないと思う。

［素晴らしい。では戦闘において目指すべき姿は？］

「臨機応変、これに尽きます。孤立しようと接近されようと予想外の事態にあろうと魔力が尽きようと最適な選択ができる術師こそ、私達が目指す姿です」

［その通り。優秀だ。では、水が得意だと言った隣の彼女が風属性でないと有効なダメージを与えられない敵に相対したら、どうすることが臨機応変と言える？］

「その場合は前衛が風属性の攻撃手段を用意するか、別の後衛に攻撃を──」

［そこには彼女しかいない］

「……ならば、接敵する前に風属性の攻撃手段を、マジックアイテムなどで用意しておくしかありません」

［そうだな。どうしても自分だけでフォローできないなら道具に頼るのが正解だ。そのために奥の手として他属性の道具を持つのは良い手だが、自分で使えるに越したことはない。多くても三つ、ではない。少なくとも三つの属性を自在に扱えなければ、実際の戦闘で不足を感じるのは間違いない］

「……学園でも国でも、魔術はまず一つの得意な属性を学ぶってのが常識なんすけど」

　空っぽ講義とか言ってた男生徒か。学び方というより、それしかやってないのが問題なんだと思うんだけどね。君らエリートだって話なんだから。不満顔で言いたくなる気持ちはわからないでもないけど。これまでやってきたことを否定されるのは面白くないだろうから。

［君らはエリートなのだろう？　他の者がそうであるように、属性を見破られ、対応されたら紙切れのように引き裂かれる、それと同じで良いのか。まず学ぶとも言ったが、君らはまだその段階にいるつもりなのか？］

「そ、それは前衛の剣士や騎士を信頼して……」

［信頼か。良い言葉だが、それを何もしない逃げ道にしてはいけない。他の者よりも高い視点から取るべき対策を講ずるのが、エリートと呼ばれる者の在り方だろう。当然、自身の身を守る手段にしてみても、得意な属性ではないからと諦めていては話にならない。不可能ならまだしも可能な手段なら手を伸ばすべきだ］

　言うは易し、だけどね。僕には一生関係ない立場だろうけど、貫こうと思ったら相当つらい道だと思うよ。

「ぐっ」

「では、ライドウ先生は、孤立してしまい敵の接近を許した状態からでも、一つ高い視点からの行動で切り抜けられる、ということでしょうか？」

　彼は……そうだ、無能は嫌だって言っていた男の子だな。少しは興味を持ってもらえたかな。

［もちろん。それを教えるために講義を開いているのだから。今日は、私と識の模擬戦闘を見せよう。これから教えを乞こう相手の力量を、実際に見てもらおうか］

　識を見る。彼は頷いて、光沢のある布に包まれてた杖を手に取る。現れたエルドワ謹きん製せいの杖が存在感をむき出しにした。絹みたいに綺麗な布は、仕組みは知らないけど武具の強さを隠す性質があるらしい。

「主であるライドウ様と私の実力を少しだけお見せしますので、どうか参考になさって下さい。みなさんが目指すべき姿の一つになれていれば良いのですが」

　識の言葉が届いているのかいないのか。生徒の視線は杖に集まっている。その目は驚愕に満ちていた。

「おい、あの杖……」

「何よ、あれ……」

「滅茶苦茶な魔力、それに属性も入り乱れてる」

「凄い、学園内の展示品でもあんなの見たことないよ」

　やっぱり、あの杖は相当な業わざ物ものなんだなあ。僕の服はそれ以上のはずだけど、外に力を出す性質じゃないから見た目はただの服なんだよねえ。あくまでも〝僕〟を強化するのがこれの役目であって、エルドワに言わせると、防具としては極めて異質なんだそうな。

　僕らは、生徒達から少し離れた位置に移動する。

　識は赤く長い髪を後ろに束ねて真剣な表情。根が真面目な彼のことだから手抜きはしないだろう。

［このくらいの距離なら、十分に接近を許した状況だろう？］

　杖と識に集まる視線の中、模擬戦闘の切っ掛けになった発言をした彼に確認する。彼は神妙な顔で頷いた。

［識、始めよう］

「ではライドウ様、胸をお借りします。参ります！」

　実力を見せつけ、あとをやりやすくするための模擬戦闘が始まった。
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　詠唱を始めても術の発動が間に合わないほどの近距離で、新しい講師と、その補助役らしい男の模擬戦闘が始まった。

　──俺がこいつの講義に来たのはブライト先生に言われたから仕方なくで、二度と来る気はなかった。第一、俺は魔術を補助的に扱う剣士で、ライドウの講義は魔術や詠唱を扱う内容が主だと聞いていたから、自分にとってあまり有用性がない。

　これはブライト先生のライドウに対する嫌がらせのようなものなんだ。あの先生は戦闘技術の講師が来ると、いつも最初の何週かは自分の生徒を回してやるのだ。ただし、俺みたいな畑違いの奴ばかり。当然、自分のやりたいことを教えてくれない授業に参加するのは一回のみだ。そうして大事な初めの講義を二度と受講しない生徒で埋めて、学生集めに困った臨時講師が自分に泣きつくように仕向けて、子飼いにするのがいつもの手だ。

　一月近く大した労力もなく生徒をそれなりに集めた臨時講師はたいてい調子に乗るからな。その後の生徒集めで失敗することが多い。厭らしい手だとは思うけど効果は高いだろう。

　ブライト先生は机上で戦術を教えるのが専門、だけど実技講師よりも立場を上に保ちたいから色々やってるんだろうと思う。書き取りや議論だけで実力がつくとは俺には思えないから、あの先生は今一つ好きになれない。最近は学内の講師の派閥に動きがあったらしく、自分の発言力をあげる事に夢中になっているのか講義もすかすかだし。戦術や作戦を考えるのが全く無駄だと思っているわけじゃないけどな。

　もちろん、実技講師だってまともな人は少ないし、俺だって選択している講義の中にすぐにでも切って入れ替えたい内容のがいくつかある。金持ちや貴族の子弟も多く集まる場所だからって目に余るゴマすり講義で実力なんか身に付くはずがない。

　俺みたいに特殊な資質や適性の高さを認められ、奨しょう学がく生せいとして講義を受けている身としては、たとえ負傷しようと己を限界まで高めさせてくれる講義がありがたい。この学園でも数えるくらいしかないし人気の問題で閉鎖してしまうケースも多いタイプで本当にもどかしく思う。

　だから、口が利けない上に人か亜人かもわからないような悲惨な顔したガキに何の期待もしていなかった。大体、同世代でそこまで力の差が歴然とした天才なんてとっくに国が囲っているものだ。ま、採用試験を通ったんだから最低限の実力はあるんだろうけどさ──。

　杖を持った男──識さんとか言ったか──が胸を借りると言い放った直後、一気にダッシュしてライドウとの間合いを詰めた。

　速い。多分俺より踏み込みも上だ。あの人も魔術師だと思っていたのに、違うのか？

　優やさ男おとこ然とした雰囲気で、接近戦のイメージなんてまるでなかったっていうのに。

「なっ！」

　思わず声が漏れてしまう。周りからも口々に驚愕の言葉を口にしているから俺だけじゃない。

　識さんの杖の先端に黄みがかった刃が生まれた。槍みたいだ。詠唱はなかった。

　あの杖の能力か？　凄まじい代物なのは、杖が放っている魔力でわかる。値段なんて想像もつかない逸品だってことも。

　迷いなんて欠片もなく、その刃はライドウの胸に狙いをつけている。主だってさっき自分で言っていたのに、どういうつもりだろう？

　無情にも突き出される槍。迅はやい。術師の目で追える速度じゃない。

　終わった。

　俺は確信した。識さんの勝ちだ。

　けれど、その予想はあっさりと覆された。

　槍はライドウまであと十センチくらいのところで六角形の障壁に止められたからだ。

「……っ」

　また詠唱を感じなかった。何だ、これ。

　背筋が、氷水でも浴びせられたみたいに冷たい。

　ライドウは無む手てだ。杖どころか何も持っていない。

　触しょく媒ばいもなしに無声詠唱で障壁を短時間で構成？　冗談にしても度が過ぎている。

　防がれたことを意にも介さず、杖を槍のように扱って再び攻勢に出る識さん。攻撃を繰り出す速度を上げ、手数も増えた。俺の目でも追いきれない。

　なのにライドウは、その連撃を、小さく作った一つの障壁を移動させて全て防ぎきっている。

　そして。

　識さんの突きを障壁の端で受けたライドウは、障壁で刃を滑らせるようにして受け流した。いつの間にか平坦だった障壁に厚みができて、その表面が丸みを帯びている。

　受け流した直後、ライドウは側面から杖に一撃を入れて識さんの姿勢を崩す。間髪いれずに赤く光ったライドウの右手が突き出された。

　識さんの体に抉えぐりこまれた掌てのひらは魔力光を放って爆発。識さんが何メートルか吹っ飛んで、土つち煙けむりが上がる。……何て攻防だ。

　ライドウはまだ開始位置から殆ど動いていない。

　凄い。これ、本当に術師同士の戦いか？

　息を呑む音が聞こえる。俺は目の前で繰り広げられる戦闘に魅了されつつあった。

　巻き上がった煙が晴れる前、影でしか確認できなかったが、吹っ飛ばされて転がった識さんは勢いそのままに立ち上がると、杖の石突き部分で大地を突いた。

　瞬間、ライドウが後ろに飛び退く。

　刹せつ那な、彼のいた場所の周囲から、土が無数の槍になって標的を串刺しにしようと突き出てきた。識さんは土属性の術師なのか！

　ライドウ……いや、先生はこれを読んでいた？　……俺なら、間違いなくあの奇襲で終わっていた。

　無意識の内に唇をかみ締める。

　まだ場に残る土煙を、魔術の一撃が強引に払う。

　赤い一閃。

　ファイアアローだろうか。ライドウ先生は後ろに飛び退きながら術を構築して放っていたんだ。見れば、識さんが作り出した土の槍の一部が砕けている。

　けれど識さんに命中したのか回避したのか、爆発も衝撃もなく、視界を良くしただけでその魔術は消えてしまった。

　露わになる識さんの姿。彼は、笑っていた。

　その衣服には傷一つない。結構な威力の魔術だったと思ったけど、あれさえ防いだのだろうか。女子の何人かがあの瞬間に悲鳴を漏らしていたくらいなのに。

　再度、今度はライドウ先生の足元から土が盛り上がり、黒く輝く鉱石のようなものが作り出される。先端は尖り、ナッツみたいな形をしている。

　それが識さんに放たれる。速度は弓矢並に速い。

　識さんは既に刃の消えた杖の先端でその黒い一撃を受け止める。すると、凶器と化した黒い塊はただの土くれに戻ってさらさらと地面に落ちる。

　先生はそれを見届けると、今度は青い矢と赤い矢をほぼ同時に作り出して識さんに放つ。

　識さんはそれをまた杖の先端で受け止める。呑み込まれる二つの光。あの杖、魔術を吸収してる!?

「う、嘘……。水、土、火。三つの属性をあんな高威力で使えるわけが」

「並行詠唱、初めて見ました……」

　そう、だ。あの杖も凄いけどライドウ先生も。三つの属性を間違いなく実戦レベルで使用している。さらに、同時に二つの術を構築する並行詠唱まで。

［殆ど時間差なく異なる属性をぶつけたというのに見事に防がれたな］

「私もそれなりに修練をしておりますので」

　戦闘開始から初めて二人の間に会話が生まれた。

［しかし時間をかけ過ぎか］

「そうですね、次でお終しまいにしましょうか」

　軽口のあと、頷きあう二人。

　俺はもう、完全にこの戦いに魅了されていた。この学園に来てこれまでに見た、いかなる戦いよりも上だと確信できた。

　二人の口から初めて詠唱が漏れる。どちらも聞いたことのない言語で。

　古代語の類だろうか。俺達が使っている言葉とは明らかに系統の違う詠唱が響く。

　識さんが杖の先端をライドウ先生に向ける。いくつかの魔法陣が重なってその場で回転し、杖の先に複雑な模様の球を形成している。

　ライドウ先生は識さんに対して半身に構えて左手を前に、右手を後ろに引いている。弓を射るかのように。その右手の先には黒い闇が球状になっていた。

　両者から術が放たれた刹那。

　識さんの放った白と、ライドウ先生の放った黒。

　二つの衝突によって生まれた光が迸ほとばしり、俺の視界は完全に失われてしまった。

　光の中、誰かの短い悲鳴が聞こえた。

　そして、状況は周囲の光量が落ちるに従って落ち着いていく──。

　視力が回復した俺が見たのは、姿勢を崩して膝を突く識さんの首を掴むライドウ先生の姿。

「参りました」

　その光景を肯定する識さんの声が聞こえた。

　思わず溜息が漏れ、脱力感が全身を襲う。それは俺だけじゃなかったみたいで、みんな一斉に体から力が抜けたようだ。

　ライドウ先生が識さんの首から手を離し、俺達に視線を向ける。

















　模擬戦闘の前なら、何ということもなく見返せたはずのその視線が、今の俺にはとても恐ろしく感じられた。思わず、一瞬だけ合った視線を俺の方から逸らしてしまった。

［次回も来るかどうかは、君達に任せる。何よりも強くなりたいと思うなら、歓迎する］

　書かれた文字の微かな魔力にさえ怯えそうになる自分に愕然とする。こんな、こんな存在がいるなんて。

　……世界は、広いんだな。

　ライドウ先生は振り返ることもなくフィールドを去っていってしまった。

　俺は決めた。言われるまでもない。彼の教えが今の俺には間違いなく必要だ。

「結局、お互いの自己紹介だけになってしまった感はありますが、これで今回の講義は終了です。複数の属性を扱うことや詠唱を工夫するといった講義方針でも、効果はあるのだとわかってもらえたかと思います。……おや、どうしました？」

　識さんがライドウ先生の代わりに俺達に講義の終了を伝えてくれた。束ねていた髪も解いている。さっきまであんな激しい戦闘をしていたというのに、識さんは穏やかな微笑みを浮かべていた。

　魔術師だけど、俺よりも優れた近接戦闘能力を持つ人。識さんに対しては畏れより素直に尊敬の気持ちが湧いてくる。二人とも、凄い人には違いないけどな。

　識さんの言葉と視線につられてそちらを見ると、同学年の女子が一人、左腕の肘の下辺りを右手で押さえていた。押さえた右手の下から赤い血が筋を描いている。

「いえ、何でもありません。ちょっと」

「さっきの模擬戦闘で何かの破片がぶつかりましたか」

　そのくらい避けろよ、と思った。

　あ、でも。最後の光の中で聞こえた悲鳴。あの瞬間に飛んだ破片なら避けられなくても無理はないか。視界ゼロだったからな。

　でも識さんの言葉に恥ずかしそうに傷を隠すのは、多分回避できなかったのは自分がトロかったからだと思っているからだろう。あいつも奨学生組だから、プライドが高いんだよな。

「あの、本当に大丈夫ですから……あっ」

「それは私が診みて決めます。私はこう見えても治療に心得がありますから」

　そう言って識さんはそいつの腕を手に取ると右手をどけさせて傷の具合を確かめていく。当たり前のように傷口と血に汚れた右手を魔術で出した水で洗浄する識さん。この人、水も扱えるのかよ……。

　それに治療の心得？　凄すぎて言葉がない。

「浅い切り傷のようですね。大事には至らないでしょう」

「あ、はい。ありがとうございます」

「この程度なら魔術を使うまでもありませんね。ええっと……ああ、これだ」

　識さんは懐から何かを探し出して彼女に見せる。小さな瓶びんだ。

「特製、というほどでもありませんが手製の傷薬です。こうして傷口に塗れば──」

「ひゃう！」

「冷たかったですか、すみません言い忘れていました」

「は、はい。あ、いえ、大丈夫です……」

　やり取りのあと、さらに少量の薬を傷口に塗って、全体に伸ばしていく。

「あ…」

「凄っ！」

「すげえ！」

　すると、見る見るうちに切り傷は閉じ、元通りになってしまった。魔術を使うまでもって……これ、相当高価な魔法薬じゃないのか。

　ん？

　……手製？

　製薬、錬金術の領域まで!?

　ちょ、超人かよ。

「驚くほどの物ではありませんよ。初歩の傷薬に少しだけ工夫しただけの物です」

　初歩？　これが？

　この人の奥義とかになると、死人が起き上がっても信じられるかもしれない。

「さ、これで大丈夫。怪我をさせてしまってすみませんでした」

「い、いえ……ありがとう、ございました。あの、御代は」

「お礼だけで十分ですよ。この程度の薬は私どもの店でも普通に並べる有り触れた物ですし。では、また」

　間違っても街の薬屋にあるレベルじゃなかったです、識さん。

　識さんは治療した子の制服についた土を払ってやると、一礼して俺達に背を向けた。

　ブライト先生、俺、貴方に初めて感謝します。

　俺を、ライドウ先生と識さんに会わせてくれて本当にありがとうございました。

　この学園に来て、俺は師と呼びたい人にようやく出会えたのかもしれない。
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　広大なロッツガルド学園では建物の増築や改築も盛んであるため、使われなくなり廃棄を待つだけの区画もある程度存在する。

　真がひとまずではあるが講師としても商会の代表としても落ち着けたと考えていたこの時。

　普段誰も近づくことのない学園の一角で、彼にとってとてもよろしくない動きが表面化しようとしていた。

「で、この金は何だ？」

「……依頼遂行の失敗による違約金です。契約の通りの額をお持ちしております」

「そんなものはいらん。まったく……講師志望の有象無象を消すのと、臨時とはいえ講師になってしまった者を消すのではかかる手間がまるで違う。暗殺者ギルドなどと大仰な名前を掲げる割に、随分とお粗末な仕事をしてくれたものだな」

「……無論、該当人物につきましてはこちらで無償で暗殺を遂行致します」

「失敗した無能は当然、消したんだろうな？」

「奴はきわめて有能で実績もあるアサシンの一人。何よりこの任務に並々ならぬ意欲を見せておりますので、完遂までは使う予定でおります」

「魔術師に蹴り飛ばされて武器まで叩き折られる奴がか？」

　そこにいた人物は二人。

　窓もない場所でうっすらと明かりを灯して話をしていた。

　両者の関係は会話が示す通り、依頼者とギルド職員。

　ただし内容は暗殺という極めて危険な内容であり、表に出せぬからこそのこの場所での会話なのだろう。

「お言葉ですが。ご依頼にはあのような化け物が試験に混じるなど、一言も教えていただけませんでしたが？」

「講師の試験に来るのだ、皆それなりの実力者だと伝えたぞ。地方から集まる受験者全ての正確な実力など調べようもないし、その分報酬も支払ったはずだ」

「……。言い訳になりますが、かの上位竜、刃竜ミツルギの逆鱗からドワーフの匠が削り出した剣、『ツルギ』を折るような輩が相手では如何に我らとて準備が必要にございます」

「ふん。由来が本当にその通りの業物ならば、折れるなどあり得ぬと思うがな。偽物を有り難がって使っていただけかもしれん」

「そのようなことは、決して。あれは奴の命。今は傷を癒やしながら怨念を深め、自らの牙を研ぎ直しているところです」

「ともかくだ。お前らは早急に今回戦術全般で通った臨時講師を消せ。今、こちらの思惑に沿わぬかもしれん奴はいらん。どうせわからんだろうがな、このロッツガルドで強い発言力を持つということは、お前などが考えている以上に重要な意味を持つのだよ」

「そのつもりではおりますが……時期につきましてはすぐに取りかかってよろしいのですか」

「どういう意味だ？」

「彼を取り込もうとする動きもされているご様子ですが？」

　暗殺者ギルドの職員であろう男がのぞき込むようにもう一人の人物の目を見つめた。

「構わん。お前らがしくじった時の保険に過ぎん」

「部下の方も張り付かせておられるのに、保険ですか？」

「俺の事も知っている、という脅しか、それは？」

　話を聞いていた依頼者の言葉とともに男が立ち上がった。

　その雰囲気は怒りをほのかに感じさせる。

「いえ。ただの確認でございます」

「俺達と暗殺者ギルドは良い関係にある。そのままにしておきたいものだな」

「……ええ、本当に」

「……先ほど言ったように、保険だ。大体、行動を気にするようにと動かしているのは末端の司書だ。俺の顔も知らん。いざとなればまとめて消しても一向に構わん。どうせ、今となってはただの無能な女だ」

「怖い方だ……。即座に取りかかります。では」

「待て。この金も持っていけ。わずかでも仕事を上手く運ぶ為に使え」

　ギルドの男の動きが止まる。

　若干思考を頭に巡らせた彼は、黙って差し出された金を手にして部屋から消えた。

　名前も呼び合わなかった二人の会話が終わる。

「殺し屋どもめ、図に乗りやがる。ただでさえ実技のみの試験で講師になった凄腕などと噂が広まるのを抑えるのに大分動かされているというのに、どこまでも苛つかせてくれる。奴らがまともに仕事をしていれば次の試験でこちらの息がかかった講師を入り込ませる事ができたというのに……」

　一人になった依頼者の男は落ち着かない所作で髪をいじりながらその場を動かない。

　思うようにいかない現状への苛立ちが全身からにじみ出ていた。

　依頼に失敗し、実技講師を一名合格させてしまったというのに、暗殺者ギルドから来た男の言動は時に自分の事を挑発しているようで、それも彼には気に入らなかった。

「影で動く仕事ならばと勧められるままに暗殺者ギルドなどを使ったのが悪いとでもいうのか？　未然に妨害したり、誰か適当に人質を取ったり、やりようなどいくらでもあるだろうに、本当に使えん奴らだ」

　うっすらとした灯りに照らされた彼の服は学園でよく見られるものだった。

　男は、学園の講師。

　それも常勤の講師の一人だった。

　だがそれは彼の本当の立場ではない。

　彼が「俺達」と称したその組織こそが男の本当の立場であると言えた。

　この場で暗殺の対象として語られているのは、当然ライドウこと真である。

　そんな男が戦闘実技の講師を都合が良いように編成しようとして画策していた所に、真は何も知らずに飛び込み、そして思惑に反して合格を手にしてしまった。

　男からすると実に面白くない事態だ。

　だからこそ、真が実技のみの試験で合格した事実が広まる前に、彼が持つ補助講師の枠を利用して恥をかかせ、失脚させようとした。ところが当の真自身が補助講師として一切動いてくれない。

　何一つ妨害が形になってくれない。

「……だが、リミア王国史の講義は俺が手配したものじゃなかった。実技講師に座学の講義の補助などありえん差配……俺の他にもあの新米講師を面白く思ってない奴はいるということか。ちっ、面倒事程度で済むうちに片付けておかんとな。実力がある程度広まれば、奴の試験結果についても隠しきれなくなるのはわかりきってる。妙なカリスマを発揮する前に消すか手懐けるかせんとな」

　既に真の実力の一端は、奨学生を中心に知られてきている。

　さらに若き商会の主としての顔も広まりつつあり、女学生も騒ぎ始めていた。

　講師として、生徒からの人気を集めるのも時間の問題かもしれない。

　どれも、男にとっては大いに気に入らない状況だった。

　難しい顔で独り言を呟いていた男だったが、しばらく部屋で何か考え事をしていたものの、ため息を一つ吐き出してようやく部屋を後にした。

　真がこの街に来て以来、ロッツガルドに暗雲が立ちこめ始めている。

　彼が行くから何かが起こるのか、それとも何かが起こる場所に彼が吸い寄せられるのか。

　講師としても商会の主としても、全力で平穏から逆走していることに気付いていない真だった。
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　寝たのは遅かったというのに、まだ辺りが薄暗い内に目が覚める。

　講師として勤めるようになって二週間。その間ゴテツには十回行った。個人的にはしばらく鍋はいらな……じゃなかった。それは置いといて。

　今日はクズノハ商会念願の、初店舗オープンの日だ。

　一号店よりも先に、間借りした出張所がツィーゲにある不思議は忘れることにする。複雑な事情の中、ようやく単独で店を開くときが来たんだ。

　巴と相談の上で、亜空から森鬼を二人送ってもらった。あろうことかその二人というのは僕を襲ったアクアとエリスだった。あいつの人選だから信じるけど……。

　送られてきたそのときは、二人の顔を見るや否や「チェンジ」と言って人員の変更を考えたけど、本気で涙目になって二人に縋すがられたので思いとどまった。

　一度郊外に連れて行って魔獣と戦闘させて実力を確かめたけど、結構強くなっていた。巴と澪と、なぜかコモエちゃんの名前を出してもビクつくのが謎だけど、厳しい修練を積んだんだろうな。

　仕事の内容を伝え、当座の給料を先渡ししたところ、凄く真剣な顔で忠誠を誓われた。

　どうやら亜空での日々よりもここはだいぶ楽だと考えている模様。だらけないように定期的に締めないと駄目かも。従業員が十分に確保できていない状況だから二人には結構厳しい条件を伝えたつもりだったんだけど……。

　ここの労働条件って一日十時間労働（サビ残有り）で週休一日だよ？　住み込みみたいなものだから一応の衣食住は保証しているとは言っても、それで喜ぶなんて亜空でどんな暮らしをしていたというんだろう。

　仕事前と昼、それに仕事を終えたあとに自由時間があるとか喜んでいたし、食事は外食しても良いって言ったら泣かれたからな。亜空で独房に入れられて終日監視されていたわけでもないだろうに大げさな。

　昨夜行われた、巴と澪と識、それに僕を加えた最終的な打ち合わせの結果、エルドワも二名、当日に送ってくれるという話になっている。こちらはツィーゲの出張所にも何度か行ったことのある商店スタッフ経験者らしく、素直に頼りにさせてもらうつもりだ。

　初期メンバーとしては彼らと僕、それに識で全員になる。商人ギルドで面接や能力云々のことを聞いてみたら、雇ってから勉強させるのが普通で、事前に能力を確認したりはしないようだった。それどころか求人を幅広く実施することさえ稀なことで、大抵は紹介を経て雇われたり店主の友人や家族が従業員になるケースが多いのだとか。バイト募集、みたいな求人はこの世界では一般的ではないようだった。ギルドから人を回そうかと心配そうな顔で提案してもらったけど、ひとまずは辞退した。

　そんなわけでまだまだ（僕の感覚では）人数が全然足りないけど、僕がやろうとしている店の営業方針としては、十分に力のあるメンバーが揃った。

　僕はこの店の特長としてまずは夜のお店の方々やそのお客さんが家に戻る深夜零時くらいまで営業しようと思っている。人が揃ってきたら常時営業のコンビニ形態を目指すつもり。幸いにもこの街で薬や雑貨を扱う店の営業時間についての規制はなかった。単にどの店も、お客の数と治安のバランスを考えて日暮れくらいの時間、この街だと十八時くらいを目安に閉店しているだけ。つまり十分な防衛力さえあれば、店を開けておくことで夜のお客さんは全部いただける、はず。ついでに遅くまでやっている薬のある雑貨屋ということで名前も覚えてもらえればラッキーかなと思ったり。

　ただ零時以降のお客さんがどの程度いるのかで、本当に二十四時間営業を目指すかどうかは考えないといけないとも思っている。深夜まで頑張る人がこの世界では思ったほど多くない。ここは学園都市で特殊だとは思うけど、それでもね。

　だから場合によっては夜間はデリバリーでこちらから商品を宅配したりするのも考え中。その場合は注文をどうやって受けるかを工夫しないと駄目だ。色々試行しながらにはなるけど、深夜零時までの営業はとりあえず市場調査の意味も込めて実施することにした。

　……あ、そうだ。期待と言えば、メンバーはこれで全員じゃなかった。

　巴がエルドワと一緒に一人使えるのを寄越すとか言っていたな。あの巴が使える、というからには期待できそうだと思う。彼女自身は僕がいた戦場の調査に向かってくれたから今日この場にはいないし来られない。澪も何やら先約があるのか、思ったほど学園都市に執着していなかった。彼女にも僕以外との繋がりができ始めたんだろう。少し嬉しい。

　サプライズ、ですから。

　そう言って笑った巴の言葉と表情に一いち抹まつの不安を感じたけど……。

　着替えを済ませて部屋の外へと出る。

　まだ人の活動している気配のない屋内。

　僕は自分の部屋のある二階部分から一階の店舗へと降りる。

　そう、三日ほど前から、僕と識は宿を引き払い、他の従業員と共に居抜きで買い取った店の二階に住んでいるのだ。

　二階の部屋数は六。うち僕と識で一部屋ずつ、森鬼で一部屋、エルドワで一部屋、それにサプライズ用の人に一部屋、空室一。倉庫なんかは今のところ一階でまかなえているから二階は完全に住居だ。森鬼とエルドワについては定期的に入れ替わったり亜空に戻ったりもするだろうから、実際に寝泊りする部屋として機能するかは怪しいところかもしれない。

　それぞれの部屋は四～六畳程度。亜空での部屋よりは狭いけど識の内装リフォームのおかげか、なかなかセンス良く仕上がっていると思う。僕も参加していたんだけど、途中から自分の内装センスのなさに絶望して識に任せることにした。店のリフォームでも感じたけど、識は意外にこういうセンスがある。元は骸がい骨こつの癖に。

　気を取り直して僕の指示と識のセンスで出来上がった店の内部をチェックしていく。昨夜遅くまでかけて陳列した商品の確認と在庫の把握。人任せにするのも気持ちが悪くて、つい遅くまであーだこーだと配置を変えてみたり、臨時で作った目玉商品の棚が動線を邪魔していないか確かめたり。

　昨晩と同じことやっているなと思いながらも、繰り返してしまう。

　苦笑しながら手を動かしていると、外から薄明かりが差し込んできたことに気付く。

　いよいよ、かあ。

　開店は昼を予定しているからまだ先だけど、それでも陽が昇ると意識が高まる。

　当面取り扱うのは、識が見繕った薬関係、僕が提案してみんなが形にしてくれた栄養ドリンク、カットした南方の珍しい果物（要は亜空産だね）、それにエルドワの武具修繕。武具関連については販売を見合わせて修繕のみ受け付けてみることにした。ツィーゲで武具作成依頼が相当数になり業務を圧迫し出していると報告があったからだ。

　亜空の果物をカットして原型をわからないサイズで容器に詰めた状態で販売するのもツィーゲの実績が影響していた。

　果物そのものの「効能」も然さることながら、その種子に少々問題があることがわかったからだ。なので「珍しい果物が、食べやすくカットした状態でお求めいただけます」と誤ご魔ま化かして、あらかじめ種子を排除して売ることにした。冷蔵などの設備面を簡単に魔術でフォローできるあたりに、科学を超えた便利さを感じたりもした。

　薬については識が講義でも宣伝してくれている傷薬、汎はん用よう性せいの高い解毒薬、解熱や鎮痛など複数の効用がある所謂いわゆる風邪薬、それに一時的に対応した能力を高める強化薬。それぞれある程度加減して辛うじて常識の範囲内に収まるレベルになっている（識談）ので安心できる。

　冷静に考えると初日からお客様が溢れるというよりも、徐々に口コミで評判を得て常連さんがつくのを待つタイプの店だと思う。今日は栄養ドリンクと果物が興味本位の人を中心にでも売れてくれれば、翌日以降への種蒔きとして十分なのではと売上目標も低め。あまり大量にばら撒くと問題が起きかねないので扱う商品は一日の取扱い量を決めてある。上手くいってくれるといいんだけどね。不安で仕方ない。

　今日は講義もないし、開店してからは店につきっきりでいられる。夜は亜空に行って初日の状況を巴と澪にも話しておかないとな。

　外に出て店の入口上部に設置したヒノキの看板に刻まれた漢字「葛くずの葉は」の文字を見る。多分異世界人の僕にしか読めない字、客が読めない店名とかマイナスではあるけどついやってしまった。後悔はしていない。上にこちらの言葉で読み仮名はつけたし大丈夫だろう。亜空には巴や澪、識をはじめ何人かは読める人もいるけど。

　匂いが好きって理由だけで看板の材質を決めちゃったけど、和の雰囲気が出ていて良い感じだ。建材としての質もエルドワが褒めていたし、ヒノキって結構凄い木なのかもしれないな。

　屋号の書かれた看板を見て、気を引き締めた僕は店内へと戻った。
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　時刻は朝十時ごろ、森鬼娘二人と識に店内の掃除をしてもらっていると、久々にエルドワのベレンさんから連絡が入った。

　エルドワ二人と助っ人を送る準備ができたという報せだ。彼に言われるままに二階に亜空とつながる「門」を開き、やってきた三名を迎える。

　エルドワ二人の後ろから出てきた人物。

　どこかで見たことのある人だった。彼が助っ人だろうか？

　だけど、ヒューマンとは。驚いたな。

　しかし、どこで会ったんだろう。うーん……。

「お久しぶりです、旦那」

　向こうは僕を知っているようだ。だけど僕はヒューマンに旦那なんて呼ばれたことは一度もないぞ？

　微妙に気持ち悪い感じがする。この感覚はヒントだろうか、体が覚えている的な。

　それにしてもヒューマンか。となると筆談か。面倒臭い。

「だ、旦那？　巴の姐あね御ごからこちらで旦那を手伝うように申し付けられたんですが？」

　巴の姐御？　ますますこいつが誰かさっぱりわからない。

　短く刈られた銀髪、長身で腕と足は細い。その所為か痩せた印象を受けるけど、全体的に筋肉はしっかりと付いている。つり上がった目と鋭い顎先が特徴的な顔立ちも相まって、野性的な獰どう猛もうさが窺える。瞳に宿す冷静な意思の光でクールな雰囲気も……クール？

　ええっと。何か急に不味そうな味の飲み物が頭に浮かぶ……。あ、思い出せそうな気がするかも。

［ひょっとしてツィーゲで会った人か］

　曖昧な記憶だけど、何かそんな気がして問いかける。

「ひ、ひどっ！　もしかしてあっしのことお忘れですかい!?」

［すまない、何かとごたごたしていて］

「ライムです！　ライムラテですよ旦那！　以前旦那に見逃してもらった冒険者でさあ」

　おお！

　そう言えばそんな気持ち悪い名前のがいた！　そうそうライムラテ。美味しくなさそうだったんだよ。あ～、彼か。

「……思い出してもらえたみたいで」

［ああ、巴にお詫びの剣は持たせたはずだが、貴方がどうしてここに？］

　そう。確かライムラテは愛用の短剣を巴に折られた上に、澪に強盗を働かれて悲惨だったから、エルドワにそこそこの剣を一本作ってもらって、それを巴に持たせてギルド経由で渡してもらったはずだ。

　ただそれだけの関係だったんだけどなあ？　巴、何かしたのか？

「あのあと、巴の姐御から剣をいただきました。相応どころか見たこともないクラスの業わざ物もので腰が抜けそうになったんですが──」

　あれ、巴にはギルドに預けておくように言ったし、エルドワにも無茶な武器は作るなって言ったぞ？

「あれから何かと姐御には目をかけてもらいやして、時には依頼に同行なんかもさせてもらい──」

　聞いてないぞー巴ー。

「見込みがある、なんて嬉しい言葉もいただきましてね」

　そう言って、人差し指で嬉しそうに鼻をこするライム氏。彼はさらに続ける。

「もちろん、こんな業物に見合う腕はあっしにはまだありません。それでもあっしを見込んでくださった姐御と旦那に報いたいと、微力ながら巴の姐御のお手伝いをするようになりやした！」

　……。巴、お前この数ヶ月でいったい彼に何を仕込んだんだ。

　腰から抜いて手にした日本刀のような剣を何やら決意の目で見つめるライム。か、刀あげたんだ。短剣の代わりにしては……どうかと思う。

　朱塗りの鞘が鮮やかで目を引く一振りだった。彼が鞘を手にしているので柄つか辺りも露わになっている。柄巻きは菱形が並んだ形、鍔つばには何かの花の模様があしらわれていた。あの鍔は巴と同じ物だな。見覚えがある。

　偶然というよりは、巴が彼を手て懐なずけるための一つの手だと思う。何ともまあ、竜の癖に人の心に頭の回る奴だ。

「時折ツィーゲで起きるキナ臭い出来事をご報告したり、修行を付けていただいたり。毎日が楽しくて仕方ありやせん！」

［そうか］

　本人が今の状況に微塵も後悔していないのは、はっきりとわかる。なら、良いのか？

「へい！　それで姐御に頼まれましてクズノハ商会のお手伝いをと参上した次第です。どうぞ、いかようにもお使いください旦那！」

　ライムは一息に言い切ると膝をついて頭を深く下げた。

　巴、まさかお前、こいつをツィーゲでの密みっ偵ていにしていたのか。恐ろしい奴だな。味方で良かった。

　完全に信頼できるかは僕の中ではまだ確定できないけど、少なくとも巴が亜空に連れて行けると判断した人材だ。頼らせてもらう、か。

　だけどこの人、ツィーゲの冒険者ギルドで一番レベルが高い人だろう？　抜けちゃって大丈夫なのか？

　ちなみに学園都市の冒険者ギルドは本部というのがあるだけで、依頼を受けたり割り振ったりする下部組織はない。だからここは、冒険者が稼ぐことが基本的に難しい場所なんだよな。

［使え、と言ってくれるのは有難いし頼らせてもらうが。貴方はツィーゲの筆頭冒険者だろう？　こんな場所にいて大丈夫なのか？］

「ご心配には及びません。あっしは既に筆頭じゃありやせんし。今はトアのパーティが筆頭からズラッと名前を連ねてます。それから、あっしのことはライムと呼捨てになさって下さいまし」

［そうか、今はトアさん達が筆頭か］

　巴の後ろを小こ判ばん鮫ざめみたいに張り付いていた彼女達も何かと成長していたんだなあ。もう一度、彼女達が再び「果ての荒野」の奥地に踏み出す日も近いのかもしれない。

「ええ、目標があるのか今は必死に上を目指してやす。ああいう奴は、伸びると思います」

［だと良いね。冒険者の先輩の言葉なら信用できそうだな］

「……あっしはもう先輩でもありやせんけどね」

［どういうことだ？］

「へい。姐御に命を預けたとき、ギルドに引退の届けを」

［引退？］

　冷静を装って筆談を続けたけど、内心相当動揺した。引退って、冒険者辞めたってことか!?

「姐御と旦那の目指すモノを及ばずながらあっしも見たいんでさ。後悔なんざ自分でも驚くくらいしてないんで」

　せ、洗脳とかしてないよね？

　巴の目指すモノなんてＥＤＯ以外に何があるんだよ。というか僕に至っては両親の軌跡を知るのと女神に一撃入れるのと、商売するくらいしか目的らしいものはないぞ？

　あいつがライムに何を吹き込んだのか、ちょっと怖くなってきた。

［後悔がないならとやかくは言わないが……ここでライムにやってもらう予定の仕事は店番くらいだがそれでいいのか？］

　凄くもったいない使い方に思えるんだけど。何だったら学園に連れて行っても通用しそうな人だろうし。

「構いやせん。あと、姐御からは街の噂や動向にも目を光らせて欲しいって頼まれてやすが……」

　どうしましょう。とライムの目が訊いてくる。

　ここでも密偵をやらせようってことか。なるほど、確かに情報収集してくれるのならそれに越したことはない。学園内なら識に頼めるけど、街中なら彼の方が適任かもしれない。慣れていそうだし、森鬼やエルドワ達といった亜人にはやりにくい仕事でもある。

　そうだな、アクアとエリスもライムに預けて勉強させてみるか。彼は一時期ツィーゲの冒険者をまとめる顔役みたいな立場にいたこともある。ならば人を使うのも苦手ではないだろうしね。

［わかった。そちらも頼む。ただ、お金がかかったときは遠慮なく言うこと。危険な情報に踏み込む前は僕らに報告して判断を仰ぐこと。そういう類の無理を僕は好まない］

「承知しました。それじゃあ早速、掃除のお手伝いをしながら商品を見せてもらいまさあ」

　意外は意外だったけど、ヒューマンも一人確保できた。しかも彼は大活躍してくれそうだ。




　ライムラテの協力を得て、クズノハ商会の開店初日はつつがなく終えることができた。彼が上手に立ち回ってくれたおかげで、商人ギルドのお偉いさんやら土地の有力者さんやらが突然に来店しても、何とか識と僕とで揃って対応できた。開店初日なんだから挨拶に来る人なんかもそりゃあいるよね。完全に失念してた。危ない危ない。

　初日の結果としては、武具修繕の依頼はゼロ。学生レベルで運用する武具とは言っても、やっぱり命を預ける物だから信用が第一になるよな。この結果は仕方ない。

　用意したカットフルーツは昼下がりにはなくなり、追加を夕刻に並べるも即完売。薬品などはそれぞれ開店からじわじわと売れていき、講義で宣伝をした学生らが夕刻に来たときに一気に売れた。個数制限、しておくべきだったかな。

　ただ、馴染みがなかったのか風邪薬はあまり売れなかった。まあ、実際に病人が出て効能が伝わり始めたら違った動きを見せるだろう。総そう合ごう感かん冒ぼう薬やくって異世界風に言うとどうなるんだろうな？　識は僕から概念を聞いたときに画期的だとはしゃいで開発に取り組んでいたから、この世界ではあまり考えられていなかった種類の薬なのかもしれない。それだけに初動最下位の結果に何気にへこんでいたな。無理に訳すと、軽い病に効く劣化万能薬、なんだろうか？　万能薬ってのは大げさな気もするから要検討だ。

　意外と頑張ったのが栄養ドリンク、薬を手にしたお客さんが高確率で数本買っていってくれた。値段を抑えたのが良かったんだろうか。各強化薬は今ひとつの売れ行きだった。効果を考えると冒険者向けの品物だから、これはツィーゲで売った方が良いかもしれないな。武具製作を一時止めているから何らかの新製品は並べたいと思っていた。それに、学園で出回るとその内試験時の使用とかで規制がかかりそう。

　ともあれ。

　クズノハ商会はまだ動き始めただけ。

　商売敵がたきも出てくるだろうし、扱う商品への疑問や、方々からの圧力だってあるかもしれない。

　ここからが本当の商会運営。十代の僕と人外の面子でどこまでやっていけるかわからないけど、頑張ろう。
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　──商会は、順調だ。

　僕が思い至らなかったのが馬鹿だと思うけど、開店して少ししてから目立ち始めた転売やら買占めやらも完璧ではないけど対策した。

　具体的には購入数の制限とか、転売する輩への〝お願い〟などだ。

　どうせ、完全には防げないことだと思うので多少は諦め、できる範囲で対策を取った。いたちごっこになって苛つくのは正直不毛だと思うから。

　──講義も、まあ順調だ。

　あれからブライト先生の紹介で来た連中と、それから残った生徒に紹介されてきた連中が受講して、結果多少の生徒の確保に成功した。

　……五人残っただけでも、まあ良い方かもしれない。あまり多くても面倒なだけだ、うん。

　五人が五人とも奨学生であり、強くなりたいという意識の高い子ばかりだった。一般学生にとってみると、僕の講義は肌に合わなかったり危険の割合が多かったりとあまり好ましくない内容だったんだろうな。

　一応まだ生徒は募集中にしてあるけど、あまり期待もしていない。残ってくれた生徒には、命や健康に別状のない範囲で、無断で軽い〝実験〟に付き合ってもらいながら講義を受けさせている。

　講義中は実技に使うエリア全体に弱体化の界を張っているため、見た目は派手な講義だけどそこまで危険視するレベルでもないと学園側には判断されている。狙い通りだ。気になるのは、効果範囲を拡大するほど効果が下がっていくはずの界だけど、最近使い慣れてきたのか効果が上がってきている気がすることくらいだな。

　現状、他の講師などからの妨害行為、みたいなこともなく平和だ。

　つまり、学園都市での生活は順風満帆。

　だというのに。

　僕は講義を終えたあとに立ち寄るのが習慣になっている図書館で、目当ての本を机の正面からやや横に置いて腰掛けると、そのまま突っ伏した。

　長い溜め息が口から漏れる。

　僕は今、ある意味で追い詰められていた。

「まさかこの世界、ヒューマンが一夫多妻制だとは思わなかった」

　神が定めた神聖な制度、らしい。ええ、神様が。

　独り言が口から零こぼれる。日本語なら誰にも理解できないとわかっているからか、特に学園に来てから独り言が増えた気がする。これ以上白い目で見られるのも嫌だから、意識して減らすように心がけてはいるんだけどね。

　だけど、一夫多妻制とはあの女神、とことんやってくれる。ど阿呆が。

　男に都合が良い制度、に見えて実際には全く違う。

　僕の貧困な想像だと一夫多妻制はハーレムに似た感じの語感で受け止めていた。甘かった。本当に甘かったよ。

　実際のヒューマン社会を見てようやく思い至ったことだけど、これって奥さんが何人もいてウハウハ、じゃなくて男性間での格差がかなり露骨に現れるのだ。

　より美しく、より強く、より財を持つ──要は優秀な男に女性が集まるだけで、誰でもハーレムができるわけじゃないんだ。

　それどころかむしろ一人の女性とさえ結婚できない男性が増える可能性がある。女神よ、お前はどこまで酷いことをすれば気が済むんだ？　何をそこまで選別したいんだよ。

　その制度のおかげで、僕が結婚できない可能性が高くなって追い詰められている、わけじゃない。

　……逆なんだ。

　もうこの学園に来て何ヶ月か経つけど、二週間前くらいからだろうか。




　告白されだしたのは。




　識なんかは、開講当初から何人もの女性に告白されていた。

　それを見て僕は、羨うらやむでも慰めるでもなく識の泣き言を聞き流していた。

　商会が軌道に乗って、学園でもそれなりに力を認められ出した頃。

　学生から相談があると言って呼ばれたのが最初だった。講義でも見たことのない女の子だった。つまり、会ったこともない生徒。

「先生は、もうご結婚されてますか？」

　それが、悪夢の始まりだった。

［未婚だ。それがどうした］

　当然、そう応じた。

　何がどうなってそうなるのか知らないが、次に彼女はこう言った。

「なら、三番目以降の妻でいいので、私と結婚してくれませんか」

　頭の中が「？」で一杯になったね。元の世界で後輩や部の友人に告白されたときの鼓動が跳ね上がるような緊張や興奮などは一切なかった。

　ただ、唖あ然ぜんとしただけ。だって、初めて会った相手からいきなり結婚してくれなんて言われても実感はゼロだし。それに何番目とか、このときは全く意味がわからなかった。

　馬鹿らしいことを意外と真剣な顔で言ってくる女生徒に、失礼だと思ったけど溜め息を吐いてしまった。

［悪いがその気はない］

　何とかそう書いてその場をあとにした。

　次の告白はその日の夕方。いや告白というか、一回目を含めてプロポーズだな。

　それで、店、外出中、学園の中、あまり場所を気にせず呼び出されたり、酷いのになるとその場で結婚を申し込まれる。

　しかも決まって「ｎ番目の妻にして下さい」とくる。ただし、ｎには必ず一以外の数字が入る。大体三から五が多い。

　一夫多妻。実に最悪だ。

　商売をやっていてまあまあ金を持っていて、能力もそこそこはある。なら顔には目を瞑つむって第三夫人以降におさまって玉たまの輿こし、とでも言うことなんだろうか。ただ養われるのが目的だというだけでも酷いのに、下手をすると実家の建て直しとかでお金も持っていかれそうだ。そんな下心まで透けて見える娘もいた。

　愛情を向けられるのも子を生なすのも一番か二番に任せておいて、自分は何もしない算段でいるとか。

　事実そうなんだろうなあ。

　一回もの凄く外見が好みの娘さんが白衣でやってきて、研究費を要求しているんだか結婚を申し込まれているのか良くわからないプロポーズをされたとき──。

［一番になってくれるなら結婚もお金も望みどおりにしよう］

　と冗談で伝えたら、嫌悪感丸出しの表情をされた挙句、

「結構です!!」

　と命でも懸かっているかのような速度で走り去られた。

　何度も人を馬鹿にした告白などされて気が滅め入いっていたのもあるが、あれは応こたえたなあ。

　……本当、参るよ。モテキじゃなくて獲物としてロックオンされただけじゃないか。単に人扱いされない方がずっと楽だった。今の方が精神的にきつい。

　図書館ではこれまでそんな展開になったこともないが、時間の問題だろうな。

　そう言えば、何で図書館は安全地帯なんだろう？

　何かルールでもあるんだろうか。それとも誰かが牽制してくれているとか？　何にせよ有り難い。

　思考を切り替えるために顔を上げて本を手にする。さ、今日も勉強するかね。

　今日は店も休みだし。最初休みなしでやっていたんだけど、大抵の店は週に一度か二度休みを取っていた。ただでさえ遅くまでやっているんだから定休日があっても良いかと思い、講義のある日を週に一度の休みとした。

　休みの話をした時、森鬼のちっこい方が「グローリアーーーー！」とか片手を天に突き上げていたな。あの娘は未だによくわからない謎の存在だな──。

「あら、今日は宗教の御本ですか。ライドウ先生は本当にいろんな御本を読まれますね。魔術、戦闘、歴史、地理、風俗、それに亜人……お見かけしたことがないのは物語や数理、伝記系でしょうか」

［エヴァさんですか。いきなり声をかけられると驚くじゃないですか。それに、私などが読んだ本をいちいち覚えていらっしゃるんですか？］

「ええ。私、ライドウ先生に興味がありますから」

　悪戯っぽく司書のエヴァさんが笑う。

［勘弁して下さい。貴女まで結婚してくれ、じゃないでしょうね］

「……ああ、お疲れの原因はそれでしたか。形だけの愛……いえ、妻になりたがる娘達が多いようですね。同情いたします、先生」

［今は学園ではここだけが癒しの空間ですよ。人の容姿を馬鹿にしておいて、金を持っていると知ると今度は甘い汁を吸いたがる。まったく、結婚を何だと思っているのか］

「まあ、ここに通う生徒には貴族や大きな商家の息女も少なくないですから。結婚を恋愛の延長にあるモノとは考えない生徒も多いでしょうね」

　エヴァさんは笑顔を苦笑に変え、僕の憤いきどおりというか疑問に答えてくれる。彼女自身に学があるのか、エヴァさんは理知的で根拠に基づいた話し方をする。わかりやすくて僕は好きだ。

［政略結婚、みたいなものですか。まだ十代からそのような考えとは。貴族やお金持ちはそれが普通なんでしょうかね］

「……誰もがいずれは至る考えの一つに、普通より早く辿り着くだけ、とも考えられますけれど」

［というと？　私は好きだって感情をそのまま持ち込んだ先の結婚、なんてのも悪くないと思うんですが］

　悪くない、じゃない。僕は結婚ってそういう関係で結ぶものなんだと本当は思っている。

「驚きました。ライドウ先生はう……いえ純粋なんですね。幼い頃は誰しも好き嫌いの延長に結婚を置くのでしょうけど……。やはり成長するにつれて感情はさまざまな利害とも結びついていくもの。当然口から出る言葉一つとっても、その通りの意味を持つとは限らないものです」

　多分うぶって言いかけて言葉を変えたエヴァさんは現実的というかドライなことを言ってくれた。

　彼女も何か魂こん胆たんがあってこうして僕などを気にかけているのだろうか。もしそうだったら、少し寂しい。

［ならエヴァさんが思う、大人になったあとの好きという言葉と感情の持つ意味って何です？］

「……そうですね。時に駆け引きの材料、なんて言ったら先生は幻げん滅めつなさいます？」

［さあ、どうでしょうか。ですが読書をする気分ではなくなりました。今日はこれで］

　駆け引きの材料、か。予想外。今まで好きって言葉と繋げたことのない言葉。それを、あまりイメージに合わない彼女の口から聞くのはなかなかショックだ。

　差し出された彼女に次に読む予定だった本を手渡し、僕は図書館をあとにした。
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［それでジン、話とは？］

　学園をあとにした僕は学生の一人に捕まっていた。

　引き止めた声の主は男。

　一回目の講義から休まず講義に通ってきている剣士の少年だ。魔術も扱う彼は特に識のスタイルに感銘を受けたようで、基礎技術を学びながら識に手合わせなどを願い出ているのを見かける。

　五人のうち、最初から来ている剣士の少年ジンともう一人の弓使いの少女アベリアだけは名前を覚えた。

　ジンは剣が主、魔術が従の戦い方を基本とし、アベリアは魔術が主、弓が従だ。まだ何とも言えないけど、二人ともまあ見込みはあるんじゃないかと思う。アベリアは力を求めているのもあるけどそれ以上に識に惚れている節があるからな。恋する女性の力が学習能力に補正を加えているのか、覚えも上達も早い。

　ジンから声を掛けられて、僕は昼食を彼と共にすることになった。

　ちなみにアベリア嬢の方は今、エステ中らしい。

　エステ。

　初めてこの単語を学園で見たときは目が点になったね。学内にあるんだね、エステ。

　詳しく話を聞いて図書館でも調べ物をした結果、エステは女神によってこの世界にもたらされた観念から始まり、美を追求するための施設として普及しているようだ。

　そんな馬鹿な物を普及させる前に、ヒューマンに伝えてやるべき技術とか他にないのかと心底呆れた。同じような理由で、この世界には意外と聞きなれた化粧品の名称が飛び交ったりしているし、商会でも化粧品の扱いを聞かれたこともある。

　現在は扱っておりませんし、その予定もございませんと断っておいたけどね。……紅べにとか白粉おしろいとか巴が言い出しそうで嫌なんだよ。ただでさえ亜空のみんなには色々苦労かけているんだからさ。

　まあアベリア嬢とエステと化粧品は今は良いや。正直、突っ込む気力もない。

　迷ったけど、結局ゴテツで昼食をとることにした。

　識ほどの頻度で通ってはいない。それでも味も好みだし、来慣れていて落ち着くんだ。ジンは来店が初めてらしく、珍しげに店内を見たり漂う料理の香りに鼻をひくつかせている。

　ゴテツの奥にある個室を頼み、二人で入室すると椅子に腰掛ける。

「ああ、そうだ。先生ってツィーゲの出身でしたよね？」

［そうだが］

「実は、この学園に通っている生徒で、今は休学中の奴が二人いまして」

［ふむ、続けろ］

「奨学生ではないんですが実力は結構あって優秀な奴らなんですが……」

［優秀ならどうして休学など？］

「何でも病気になったらしいんです」

　ん、病気？　ツィーゲの話から始まって二人の病人で。学生位の年齢。

　もしかして。

［もしかしてレンブラント氏のご息女のことか？］

「……ご存知でしたか。レンブラント商会はツィーゲではかなり力があるって聞いていたから、もしかして知っているかなとは思ったんです」

［だがそれがどうした］

「本当に病気だったのかどうかはわかったもんじゃないですが、どうやら近々復学するようなんです。それで先生にご忠告をと思いまして」

［忠告？　というかジン、学友の復学だというのに嬉しくなさそうだな。お前は基本的には優秀な奴が好きだろうに］

「そりゃあ。その、先生は知らないようですけど、あの姉妹は……」

［忠告というならはっきりとしろ］

　何で歯切れが悪くなる？　何が言いたいんだ？

「……性格が最悪なんです。典型的な成金で、美び貌ぼうを鼻にかけていて。それで成績も伴っているから余計に性た質ちが悪い。生徒どころか講師も、何人があの姉妹に再起不能にされたことか……」

　……。

　……え？

　あの娘達ってそんな性格だったか？

　いや、ちょっと待て。

　そう言えば、僕は彼女達とまともに言葉を交わしたことはないな。逃げて、と言われたくらいだ。

　美貌がどうのって言われても奥方含めて三人ともモンスターだったし。

　てっきりレンブラントさんが良い人だったから、娘や奥様もできた人達なのだろうと思っていたんだけど。

















　成金で、性格が悪い？　マジですか……。

「知らなかったんですね。いえ、先生はここのところ、その、狙われているじゃないですか。そこら中から」

　僕の沈黙を肯定と受け取ったのかジンは同情した様子で言葉を続ける。

［言うな。頭が痛くなる］

「あいつらが復学したら、目を付けられないようにした方が良いです。二人とも凄い面食いなんでおそらく大丈夫でしょうけど、万が一がありますから。ただ、識さんに目を付けられても講義に支障が出ちゃうんで、本当に気を付けてくださいね。あっ、この鍋ってやつ、美味いです。知らなかったなあ」

　……。

　何気に失礼なことを言われた気がする。しかも、本当に心配しているのは識のような気もする。

［わかった。識にも言っておく］

「ありがとうございます！　ここ、先生の馴染みなんですか？　渋いなあ、俺も通っていいですかね」

［好きにしろ。そうだ。識もここにはよく来るからな。せっかくだ、まだ食えるならあいつのお気に入りを追加で頼んでやろうか］

「良いんですか!?　いただきます！　あれ、先生は？」

［私は用事を思い出した。ゆっくりしていくと良い。代金は払っておく］

　帰りがけにクリーム鍋を頼み、失礼の仕返しを終えた僕は頭痛の種が増えたことに辟へき易えきしながらも暖の簾れんをくぐって外へと出た。

　しかし、レンブラント姉妹が性悪？

　本当にそうなのかねえ。レンブラント氏の親バカぶりを見ていても愛するべき娘さん達なんだと信じて疑わなかった。どんな娘でも可愛いってタイプの人なのだろうか。

　まあ、じきに復学だというのなら近くはっきりすることだ。

　途中二度、無茶なプロポーズをされながら、僕は店に戻った。
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　レンブラント姉妹の人格について厄介な話を聞いた。

　何人かに確かめたけど、学園での彼女達の評判は総じて良くない。というか良いものがない。

　僕自身がロッツガルドからツィーゲに戻るわけにはいかないので、巴や澪、それに出張所を切り盛りしてくれているエルドワのベレンに頼んでツィーゲでの調査をお願いすることにした。それが、少し前のことだ。

　そして今日。その他にも色々と報告がまとまっているから一度、亜空に戻って報告の場を設けて欲しいと巴に頼まれた。

　……実は最近、亜空に僕が長居することはあまりない。いや、はっきり言ってない。たまに弓を引きに行くくらいだ。

　亜空の誰かと喧嘩したとかじゃない。もっと単純な理由からだった。

「識、行ける？」

　避けている節はあると言っても、用事があるなら仕方ない。

「ええ、大丈夫です。こちらから報告することは整理してあります。明日の店についても一日ならライム達に任せておけば大丈夫でしょう」

「……待って、開店する気？」

　不安だし、お休みにした方が良いんじゃ……。

「定休日ではありませんし、まだ店を開いて日も浅いですから、あまり臨時休業は好ましくないかと。用件など持ち込まれたら預かるだけで判断はしないよう命じてありますので、ご心配なさらず」

　店のことは結構識に任せているからなあ。彼の言葉に貫禄らしきものを感じる。

「識店長が言うなら信じますか。じゃあ……行こう」

　返事を待たず、霧の門を作る。

　憂ゆう鬱うつな気分を抱えながらも懐かしき亜空へと帰還した。

　途端に感じられる、濃密な匂いと熱気。

　その場にいるだけでじんわりと汗が出てきて、暖かく湿った空気が肺に入る。

　そう、不安定だった亜空の気候は最近、高温多湿の熱帯仕様で安定していた。

　不快だ。それはもう暑くてじめじめして、梅つ雨ゆなんて目じゃない。行ったことはないけど熱帯雨林にいる気にさせられる。

　常とこ夏なつ程度ならまだ楽しいんだけど、日本の夏を楽々超えてくる体感温度が殺人的に不愉快だった。

　これが亜空から足が遠とお退のいている理由。

　つまらないと感じるかもしれないけど、でも本当にきついんだよ！

　その内すぐに気候も変わるだろうと思っていたが、一向に変わる気配がない。こんな状況だと農業にも影響が出るんじゃないのか。

　それについては一応、巴に調査を命じてはいる。ある程度まとまった段階で報告をすると言ってくれたが、あいつならきっと緊急性の高い案件が出ればすぐに相談を望むだろうから、今のところこの暑さがもたらした影響でそこまで切羽詰まった件はないと思うけど。

「相変わらず、暑い」

「はい、学園は春の気配で過ごしやすいですから、一層暑く感じますな」

「そういう割に涼しい顔してるよね、識は」

「私はあまり暑さは苦にならないので。ライド、いえ若様」

「……ここでは別にどう呼んでくれてもいいよ？」

「……澪殿が、あまりライドウ様と呼ぶのを良く思われていないようで」

　苦笑しながら額を掻かく識。細かいことを気遣ってるんだなあ。

　彼の言葉に対して軽く頷くだけに留め、僕はまとわりつく空気を振り払って我が家に入った。

　夜だって言うのにこの暑さだ。本当、どうなってるんだか。
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『若様、お帰りなさいませ！』

　巴に呼び出されていたホールの扉を開くと、突然大量の声で迎えられた。

　びっくりした！　心臓バクバクだよ!?　何、何なのさ!?

　突然の出来事に驚き、ポカンと口を開いたまま室内を見渡すと、そこには亜空に住まう住人達が揃っていた。

　全員、に近いんじゃないか？

　大きなテーブルを取り巻くように、彼らは種族に関係なく、みんなが雑多に集まっている。

　こんな馬鹿でかいテーブルなんてあったか？　いや、ない。となると、新しく作ったのか。凄いな……木の幹を輪切りにしてそのまま使って……え？

　でかすぎるだろ？　百人以上が取り巻いて余裕とか、どんな巨樹だ。世界樹とか切ったんじゃなかろうな。

　それにこのだだっ広いホール。これじゃあ会議室レベルじゃなくて王侯貴族が使うパーティ用のホールじゃないか！

　顔を左右に振って状況を確認。みんなにこやかに僕を見ている。

　そしてこちらに近づいてくる巴と澪、それにオークのエマ。

　……巴の奴、看板を見せるまでもなくドッキリ大成功の表情だ。

　くっそお、僕と識をハメて何が楽しいんだこいつは！

「……識、大丈夫、か？」

「はい、若様」

　……。

　まったく動じた様子のない、最近一番長く一緒にいる僕の従者。それどころか、にっこり笑っている。

　あれ？

　あれあれ？

「おかえりなさいませ、若」

「お帰りなさいませ若様」

　対面する距離になって巴と澪から改めておかえりを言われる。エマは一歩下がった場所で深く頭を下げていた。

「あ、ああ。ただいま」

　未だ混乱しながらただいまと答える僕。

「ご苦労だったな、識。打ち合わせ通り、若に何も悟られずにようやった」

　巴が僕越しに識にニヤリと笑う。

「若様、ごめんなさい。巴さんがどうしてもサプライズしたいって言うものですから。……最近、全然こちらにお帰りになって下さいませんし、可愛い悪戯と思ってお許し下さいませ」

　澪まで。

　……。

　……識、お前もか。お前もグルか！

　あーーー！

　まったく！　やられたよ！

「はああああああああ。……本当にびっくりしたよ。ただいま！　それで、あんまり戻らなくてごめん！」

「まあ、若はあまりこの暑さが得意ではないようなのでお気持ちもわかりますが。もう少し、帰ってきて欲しいとみんなも思っております。では、これを」

　巴が僕にグラスを手渡してくれる。特有の匂い、アルコールか。グラスの中にはピンク色に濁った液体。確か何かの果物から作られている、ツィーゲで人気の酒だったと思う。

　みんなから集まる視線に期待の色が帯びる。ああ、そうか。これは宴席で、主役が僕で、グラスを持つってことは、そういうことか。

「乾杯!!」

　グラスを高く上げ、僕は乾杯の宣言をした。至るところから歓声とグラスを合わせる音が響く。

「久しぶり、だね。巴、澪。それにエマも」

　澪はいつの間にか食事を皿にとっている。は、早業だ。けど宴は始まったんだから存分に食べて楽しむのは悪くない。

「まったくですぞ、儂らに調査を頼んで学園で子供の相手と商売ばかり」

「……」

「みんな、寂しがってます。若様、もう少しだけ亜空にもお立ち寄りを。お願いします」

　巴とエマからお小言をいただく。もっともな意見なんだけど、ただのからっとした暑さはともかく、多湿故のまとわりつく暑さはどうにも苦手だ。

　用事がないとあまり寄りたくないけど、確かにもう少し亜空へ帰ってこないとな。

　学園での知識獲得も順調。でも、この世界に関するすべての知識を手に入れるほどまでは必要ないかな。元の世界で普通に住めていた日本という国のことすら全部知っていたわけでもないんだから。

　基本的な常識や必要な知識を得たら次の段階に進まないとな。使うために得た知識なんだからさ。

　図書館の本を読むだけで中身全部コピーしているのは罪悪感もあるけど、販売なんかはしないので許して下さいと自分を誤魔化している。我ながら小物だよね。何せ、僕が本を読むってことは巴がいる以上それだけで中身をコピーしているようなものだ。言わば僕はコピー機で原稿を読み取る光みたいなもんだからなあ。

　しかし、澪の言葉数が少ないのは少し気味が悪いな。さっきは普通に話していたから危険な状態ではなさそうだけど……。実はひたすら話に付き合わされるだろうことを覚悟していたのに。

「あ、あの。良かったらこれを」

　と思っていたら澪が手に持った皿の料理を僕にすすめてくれた。ひ、人に料理を取ってくれるなんて。冒険者や街の人と関わるようになったからかな、偉いぞ澪！

「澪、ありがとう。へえ、ツィーゲで食べたのに似てるね。うん、味はツィーゲのより濃くて僕好みだ。凄く美味しい」

　もう少し味が濃いと良いなあと思っていたツィーゲの料理を改良したみたいだった。細部は微妙に違うけど、多分、出張所の誰かが気に入って亜空でも作ってみたんだろうな。

　そっか。こんな風にツィーゲの文化が亜空に流れるパターンもあるんだな。あの街の料理が食べられるのは嬉しい。学園都市でツィーゲの料理を見たことはないからご無沙汰だったんだ。

「ん、どうした？　澪、お前が持ってきてくれたんだから、お前も食べないと」

「……っ」

　料理を勧めても澪は何かに堪たえるようにじっと目を閉じている。何だ？　今日の澪は本当にどこかおかしいな？

「澪？」

「あははは！　若、澪は感極まっておるのですよ！」

「巴？　感極まる？」

「そうです。今若が召し上がられたのは、実は澪が作った物でしてな」

　な、何!?

「作った!?　澪が!?」

「ええ、どうやら最近料理に目覚めたようでしてな。ツィーゲの料理人達に頭を下げては料理修行をしておりました。それに今は和食の再現にも協力してくれてまして。生憎あいにくと今回は間に合いませんでしたが。そこの料理も殆どは澪が頭になって作ったんですぞ」

　そう言われ、改めてテーブルに広がる料理を見る。大皿に盛られた料理、綺麗に切られて盛り付けられた果物、鍋に入ったスープ……。

　これを、澪が。

　……凄いじゃないか。

　目覚めたって言っても、料理を始めて何ヶ月しか経っていないのに？

　僕が料理を教わってこのくらいの時期と言ったら……あぁ、炊飯器から出る蒸気でひどい水ぶくれを作って大騒ぎになったときくらいか？　忘れたい過去だな。

　学習能力の差というものにとことん絶望する、と同時に澪の凄さを素直に実感した。

　こんな短期間でお店で食べた料理に近いレベルのものを再現するとはね。

「澪、凄いよ。本当に美味しかった」

　素直な感嘆の気持ちを伝える。

　澪は一瞬ブルリと震えて、深く閉じていた目をゆっくりと開いた。とても満足げな顔で。

「若様、料理を作るのがこんな素晴らしいことだったなんて、私、知りませんでした」

「へ？　いや前から練習していたんだろう？　それに好きになったから練習したんじゃ？」

「……いえ、私はわかっておりませんでした。そして今日、本当の喜びを知りました……」

「……そ、そうか？」

「はい！　若様、次はもっと美味しい物をご用意致します！　そう、もっと、もっとです！」

　いきなり宣言したかと思うと澪は歩き出す。テーブルに行って料理を食べるのかと思ったら、何と逆方向に進みそのままホールを出て行ってしまった。

　な、何ごと？

「やれやれ、澪め。あの様子だと、このあとの報告会は無視する気じゃな。まあ、奴からは食材の報告以外はツィーゲの数件があるだけ、それについては儂も知っておるし問題はないか」

「巴、えっと、澪は？」

「恐らく門からツィーゲへ向かったのでしょう。何でも、今ツィーゲには珍しい料理技術を持った冒険者がいるようでして。そ奴から料理を教わる代わりに色々と面倒を見ておるようです。可哀相に、澪の様子だとその冒険者はこれから厨房で徹夜コースではないかと」

　なんてはた迷惑な。冒険者にとって料理なんて片手間の技術だろうに。まあ、澪が色々面倒を見ているということは本業でも光るものがあるからなんだろうから、まあ気にしなくても良いか。料理に夢中なようだし、その冒険者さんに危害は加える心配はなさそうだ。

「まあ、充実しているようで、何よりか」

「寛かん大だいにして有難いお言葉。さて、若に会いたいと心待ちにしている者はそれはもう沢山おりますからな。一緒に参りますか。報告会はそのあとでゆるりと。あ、酒は構いませぬがほろ酔いまでで留めてください。識、お主もな」

「長い夜になりそうだね」

「私は酒を控えておきましょう。今夜の報告は、以後の行動に関わりそうですから」

「識、お主は真面目じゃのう。悪いとは言わんが気を張りすぎず、少しは酒も入ったくらいが良い案も出るというもの。そうじゃ、折を見て報告を行う若の部屋に料理も少し運ばせておきましょう。エマ、頼めるか？」

「はい。そのように致します。どなたも久しぶりに若様を見て嬉しくて堪たまらないようです。今日の酒量は皆相当なものになるでしょうから、きっとすぐに酔い潰れる者も……。人を集めて介かい抱ほうの準備もしておきます」

　エマはきびきびと指示を出しながら、人だかりの中に消えていく。あれで彼女もお酒は好きな方だ。辛い役目をやらせることになっちゃったな。あとで彼女にも料理とお酒の差し入れをするように言っておこう。

　それにしても、巴の奴。ライムのときにも思ったけど、あいつ、本当に火ひ付つけ盗とう賊ぞく改あらためみたいに振舞うね。晩ばん酌しゃくしながら方針を決める、か。能力も鬼○に肖あやかってくれるなら有意義な報告が聞けそうだけど……。

「ささ、若。エルドワから順に、もう待ちきれない様子。みんな良くやってくれています、労ねぎらってやってくだされ」

「ああ、わかった」

　異存はない。みんな、本当に頑張ってくれている。あまり来てなくてもそのくらいは十分にわかる。

　巴に言われるまでもない。僕で済むことならいっそこちらからみんながいる場所にお礼を言いに行きたい気分なんだから。

　巴と識を連れた僕は、挨拶をするために列を作って待ってくれている住人達のところへ向かった。
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「お疲れではございましょうが、報告を始めます。よろしいですか、若？」

「ああ、もちろん。頼むよ」

　宴はまだ一部の酒豪どもが継続している。大方は潰れたり満足したりで、もう残っているのは朝までオール組だけだ。

　報告会への参加者はホールを後にして、僕の部屋へ集っている。

　部屋に戻るとそれなりの料理と酒、それに水などが置いてあり夜食代わりにつまめそうな感じになっていた。

　そんな僕の部屋で、肝心の報告が始まった。

「それでは。まず一つ重要、かもしれぬことが一つ。若が以前御み剣つるぎと戦った戦闘地域の調査についてですが」

「ああ、どうなっていた？　重要かもしれないってのは？」

　ソフィアと御剣ことランサーの軌跡や女神の力を封じる指輪など、色々手がかりがありそうな場所だ。どんなことがわかったんだろう？

「調査中、勇者と遭遇しました」

「ゆ、勇者!?」

　勇者って女神が拉ら致ちした、僕以外の地球人!?

「ええ。儂が会ったのはグリトニア帝国の勇者で、岩いわ橋はし智とも樹きと申す者でした。見たところ、若と同じ年くらいだったかと」

「ん？　グリトニア？　あれ、巴はリミアに行ったはずじゃなかったか」

　隣接しているとは言っても大国同士だ。巴が向かったのはリミアの王都にも近い場所だし、グリトニアの人がいたんだとすると何か行事でもあったのかな。

「何やら良からぬことを企んでいたようでしたな。それに、何というか……屑くずでしたな。まあ学園都市におられる若に危害はないと、捨て置きましたが」

　……僕は、今勇者の報告を聞いているんだよな？

「どうもグリトニアの勇者は欲に忠実な者のようです。魔族のあとはヒューマン同士で戦争でもやるつもりかもしれませぬ。それに同行していた皇女──」

「待て。皇女？　グリトニアの勇者と皇女が一緒に行動していたわけ？」

「はい。あの感じだとかなり親しい関係かと。そこだけは、若にも見習っていただきたい点でしたな」

　皇女様に手を出したってこと？　大国の皇女様に？　随分とフリーダムな奴なんだな、岩橋って奴は。

　それも僕と同じくらいの年だって言うのに。異世界にいる勇者の一人が年が近そうだとわかって嬉しいようなそうでないような、複雑な気分になる。

「それで？」

　見習う云々は聞こえなかったことにして先を促す。

「……皇女の思考を読んだ際、銃、という単語がありました。火薬のイメージもありましたので、銃を作ろうとしている可能性があります。もっとも、すべての記憶を読むには至りませんでした。さすがに要人だけの事はあり、表層部分以外の思考や記憶はガードしておりましたゆえ」

「銃を!?　ここじゃあ魔術に完全に劣るって明白なのに、いったい何の目的で？」

　魔力による防御で容易く防げてしまう銃をこの世界に広めるメリットは、むしろ大国ほどないように思えるんだけど。

　それを、わざわざヒューマン内でもかなりの力を持つ大国グリトニアが？　何がしたいんだ、戦火を無駄に広げるだけだぞ？

　グリトニアが銃を作ろうとする理由がわからない。魔族との戦争に、銃は完全に無力と言っても良い。扱い方にもよるのかもしれないけど、ただでさえレベルを上げて攻撃、みたいな単純思考のヒューマンの軍が、戦術で数世代は先をいっていそうな魔族に有効に使えるとは思えない。

　ただ、まずいのはわかる。いかに馬鹿だったと仮定しても軍事大国の皇女が開発を画策している以上、何らかの目的があるのだろうし、銃の開発目的が平和的ではないのは間違いない。

　ヒューマン同士の争いに使われる可能性もある。もし小型の銃なんて作られたりしたら、暗殺目的の暗あん器きとしてなら実用性もある、のか？　装飾すれば武器と認識されない可能性はあると思うし。

　グリトニアの勇者、岩橋とか言ったな。どうして銃なんて武器のことをこの世界のヒューマンに教えたりなんかしたんだ？

　僕の問いかけにしばし黙り込んでいた巴が、ゆっくりと口を開く。

「……そこまでは。正直なところ、相当不愉快な連中でございまして。記憶を見る前に、若に内緒で殺そうかとも思いました。一応判断を仰いでからと思い、踏み止まりましたが」

「じゃあ、戦ってはいないんだな。すまないけど、一度会ってから対処を決めるからそれまでは保留しておいて」

　岩橋智樹、か。帝国の動向も含めて、ちょっと気になるな。

　銃は、できれば世に出る前に潰したいところだけど。自分の世界の武器の知識がこの世界に大量殺さつ戮りくをもたらすかもしれないなんて、ぞっとしない。

　もちろん、相手が大国となると向こう後ごを考えた上で作戦を練らないといけないな。そして、どうして銃を作ろうなんて思ったかを明らかにしておかないと、下手をすれば似たような開発を次々に始めかねない。

　これは、面倒事の予感がする。

「御ぎょ意い。あと、女神の力や竜殺しの情報ですが、殆ど集まりませんでした。一応、周囲をくまなく探したのですが」

「そうか、ご苦労様。……僕の情報については？」

　肝心な方はあまり収穫はなし、か。念のために巴に僕自身のことを聞いてみた。

　あのとき、僕は魔族にもヒューマンにも見られていたからな。リミア内でどういう状況になっているか知りたい。

「……若については、一切情報が流れておりませんでしたな。何でも、その後に大暴れした者がおるようでしてな。そちらの噂うわさで持ちきりでした」

　少しの間難しそうに思案し、内容を整理し終えたのか巴は続きを話し始めた。

「お、大暴れ？　いったい何があったんだ？」

　僕の情報が薄れて消えてくれたのは有難いけど、物騒な話だな。

「細かなイメージは生き残りからも拾えませんでしたが、戦場に湖を作るほどの凶悪な一撃を放って戦闘を強制的に終了させた者がいる模様です」

「湖、を作った？」

「ええ、周辺のいくつかの川を巻き込んで、かなり広大な湖ができておりました」

「なんだその化け物!?　ソフィアよりも性質が悪いじゃないか。実は女神の仕業とかじゃなくてか？」

「ぶふっ！」

　なぜ噴き出す？

「巴？」

「いえ、失礼しました。その者についてですが、容姿についても様々な憶測が流れていて謎に包まれています。ただ、魔人と呼ばれていることだけはわかりました」

　僕はあの場でソフィアやランサーと派手にやりあったからヒューマンにも魔族にもそれなりに顔を晒してしまっていたというのに。そんな僕の話がかすむほどの輩があそこにいたのか。

　……生きてて良かったな、本当。

「魔人、ねえ。まさかそんな化け物まであの戦場にいたなんてなあ。こうなるとますます実力を身につけておかないと危険だな。識、お前も忙しいだろうけど、修練は欠かしちゃ駄目だよ？」

「は、はい！　もちろんです、若様！」

　何だ？　何か妙にかしこまって。もうドッキリは終わったんだから普通にしていればいいのに。

「それで、ですな。魔人のおかげで少々調査も難航しておりまして、女神の力を封じたという装置については現状ではお手上げ状態です。ただ、念話については有益な情報もありましたので明日以降、また遠出をして調べようと思っております」

「有益な情報？」

「魔族からの情報なのですが。何やら魔族が画期的な概念を作り上げたらしく、秘密の通信などに使われる特殊な念話があるとか。若がお求めの念話の改良に手がかりになるかと。出先の収穫としてはこんなところですな」

「へぇ、確かに気になるね。特殊な念話か。って巴。こんなところ、じゃなくてさ。密偵とかライムとかツィーゲとかレンブラント家の娘さんとかは!?」

「ああ、それですか。密偵につきましては、ツィーゲに限らず人の街の内情を知るには人を動かした方が楽ですからな。ライムは見込みがありそうだったので第一号にしただけです。直近、若に頼まれたレンブラントの娘二人の情報は、あまり街中には出てこないようで大したものは掴めませんでした。長らく病だったこともあって情報そのものが少なく、手っ取り早く親に聞こうかとも思ったのですが娘自慢を聞かされただけでして。記憶を見ようにもとんでもなく美化されておりましてなぁ、いやはや見るに耐えませんでした。よって真偽は不明ですな。まあ、会うのですからそのときで良いのでは？　たかだかヒューマンの娘二人、さして問題にもならないかと見受けますが」

　病気であまり外出がないから情報がない、か。詳しく確認してみても巴は姉妹の悪評すら聞いていなかった。

　親の膝元にいるから猫を被っているとかだろうか？

「学園で胃が痛むくらいには問題なんだけどね。人の街を知るには人を動かすか。それもごもっとも。実際ライムが来てから学園都市の情報はかなり集まってきている。本当に助かっている、ありがとな巴」

「……少し、澪の気持ちがわかりますな。過分なお言葉、ありがとうございます。ライムはしっかり仕込みましたからな。今ではモンドとの手合わせでも勝率は勝っておりますし。存分に使ってやってください」

　感謝の気持ちは間違いない。巴は僕の思惑の斜め上をいく行動も多いけど、実際良く働いてくれている。

　澪の気持ちがわかると、嬉しそうに目を細め口角を上げて笑顔を作る巴の表情は、普段とのギャップもあって一層微笑ましく感じる。

　懐かしい名前も聞いた。モンドか。

　森鬼の脳筋さんのことだ。

　あの人も最近会ってないけど、だいぶ雰囲気変わっているんだろうな。アクアとエリスでさえヒューマンに接客できるレベルになっているんだから。だけど、ライムは森鬼最強と渡り合える程に強くなっていたのか。そこまではわからなかったな。

「ああ。それじゃ今度は僕らからの報告かな」

「いえ、その前に実はもう一つ。亜空について重要な報告が。そちらの報告は目立ったものは識から聞いております。……何でも随分とおモテになっているご様子で？」

　さっきまでの可愛い笑顔ではなく、にやけた悪い顔で笑う巴。

「目立ったというか、一番どうでもいい報告だろう、それは。まあ聞いているなら良いとして。亜空の重要な報告、聞こうか」

　識。お前今回のドッキリと連動して結構巴と会っていたみたいだネ。僕より遥かに忙しいはずだって言うのに、いったいいつ寝てるんだろうね、この人。

　……遅くまで読書しているときもあるし、もしかして寝てない日も結構あるんじゃないか？

「ええ、亜空の不規則な気候変化。原因がわかりました。対処も、恐らく可能かと」

「！」

　やっとか！

　亜空が当初から抱えていた問題の一つ。その原因がようやく明らかになったようだ。時に夏、時に冬、乾燥したり湿ったりと忙しかった気候がやっと安定するのか。

　暑さや寒さに耐性がある超人仕様になっていると言ってもころころ気候が変わるのは不快だし、住人の中でも子供や高齢の者は体調を崩したりもしている。是非解決したい問題だった。

「気候変化の原因は──」

　巴の報告は続く。




「僕!?」

　巴の報告に思わず声を上げる。

　僕の声は報告会の場に良く響いた。既に寝入った者を起こすのも悪い。口を押さえて巴に先を促す。

「正確には、若の居られる場所、霧の門をくぐった場所が亜空の気候に影響しているものと思われます」

「何と……この世界の気候は若様が決めていたとは。しかしそうなると、一日の中でも天候や温度が急激に変わることもあるのでは？」

　識が尋ねる。

「うむ、急激にというケースは少ないが。どうやら一日の内にどこか定められた時間があり、その時点で若が最後に門を使用した場所によって、大きな気候は決定されておるようじゃ」

「つまり昼にツィーゲにいて、夜は学園にいた場合などは……」

「どうなるかまだわからん。詳しくは若にお時間をいただいて調べねばならん。実際のところ若が居られる場所が影響しているのか、門を開けた場所が問題なのかも結論は出ていない。儂が門だと思う理由も、まだ確たるものではない」

「……ふむ、これは大事ですな。しばし学園都市の方は私中心で捌さばきましょう。講義のとき以外は若様がそちらにいけるよう工夫してみます」

　巴と識が何か議論を進めている様子。

　僕はというと、告げられた事実に驚いてあまり意見らしい意見は出てこない。真っ白って感じだ。

　だって、たかが僕一人が世界を動き回ったからって気候まで変わるか？　緯度とか経度とか風とか潮流とか自転とか公転とか何かもう色々な要素によって気候って決まっているはずなのに……。

　亜空だと、僕がいる場所かそれに近い何かで決定されているのか。

　き、気軽に旅行もできない。

　となると、昨今のこのくそ不快な暑さは学園都市の位置が問題ってことか。いや位置って言うか、そこに僕がいることが、なんだろうけど。

「当面の対策としては、霧の門をどこか良い気候になる場所に固定して、以後それを使わないとかか？」

　ようやく思いついたことを口にしてみる。霧の門が扱えないのは結構きついけど、背に腹は変えられない。

　それに最悪、巴に門を開いてもらって商会の物資は……って、駄目か。あいつは調査が途中みたいだ。そっちは念話に関係しそうだから中断させたくない。

「いえ。若も霧の門を扱えないのは不便でしょうから。少し条件を絞っていって、原因を特定したあとに対処を考えるべきです。いくつか方法も思いついてはおりますので」

　即答で却下されてしまった。

「それが良いかと。幸い今日まで霧の門を使っていることに対し何者の干渉もありませんし、使わないというのでは仕入れにも相当響きます。かと言って巴殿を確保し続けるのは効率が悪いと思われますので」

　もっともだ。識の言う通り、女神の干渉はおろか、彼女を信仰する神殿からも特にアクションはない。霧の門や亜空について、女神はまだ知らないと考えても良いと思う。

「原因の特定はどうやって？」

　具体的な方法を聞きたくなった。問題が問題だけにできるだけ早く解決しておきたいからね。

「儂が最初に試したいのは、若が門を複数開き、全て完全に消さず印を残しておいた場合です。どの門の影響が気候に影響するか、はたまた若のおられる学園の場所の気候がそのまま継続するのか確かめたいと」

「なるほど。もしいずれかの門が影響していて、変化があった場合、門の場所の影響という説が濃厚になりますな」

「そういうことじゃ、識。そして試行の数を増やすことで特定もし易くなる。一応、ツィーゲのときから頭にあったことでな、若が宿泊した街とそのときの亜空の気候は記録してある」

「さすがは巴殿」

　ツィーゲから推測を立てて、推測を裏付けるためのデータ取りもしてくれていたのか。僕なんてまったく頭が回らず不思議気候だと思っていただけだというのに。識の言葉がそのまま僕の気持ちを代弁している。

「なら僕はもう一度それぞれの街を転移で訪れれば良いのかな？」

「若、それをされると女神に勘付かれるかもしれませぬ。儂がいくつか門を作っておりますので同行していただき、その上で若に門を作り直してもらえれば安心ですな」

「う、そうだった。転移は危ないかもしれないんだった。ごめん、じゃあ頼むよ」

「はい、明日儂が出発するときにご一緒に。で、夜は学園都市に戻っていただいてお休み下さい。明後日の亜空がどうなっているかで最初の試行結果が出ることになりますな。儂も毎日亜空に戻るよう心がけましょう」

　少し自己嫌悪。転移の魔法陣を使うのは危険かもしれないってわかってたんだけどな。考えなしに話してしまった。

　この分だと巴は他のことも並行して一度に進行させていく気のようだ。この処理能力、考え方、見習わないと。

「門を相当数残すことになるけど、警備は大丈夫？」

「リザードとアルケーに都市の警けい邏らを中断させて門の周辺に配備します。一応、亜空側の門の位置も少しずらして判断材料にしたいので。冒険者はしばらく亜空に入れない予定です」

「そうだね、噂は十分に広まっているし問題ないと思う。分析は僕も──」

「分析は儂とエマ、それに何人かを集めてやりますので若の手を煩わずらわせるまでもありませぬよ。若が読書に勤いそしんで下さったお陰でここにも随分と本が増えましたし、頭を使える者も増えておりますから」

　学園で読んだ本か。それも既に引き出せる媒体にまとめてあるのか。恐ろしい程の仕事速度だな。過労で倒れたりしないか心配するレベルだ。

　そして僕がいらない子になりそうな不安も漠然と感じる。みなさん、優秀すぎる。

「私も必要なら呼んでください。興味もありますし、少しでもお手伝いできれば」

　識、そうか識も知識量は豊富だし研究とか好きそうだよね。

「いや、お主は土壌改良やら麹こうじの件やらで造ぞう作さをかけておるからの、そちらに専念して欲しい。それに……亜空の果実の件もある」

「む、確かに。あればかりは結局消極的な方法でしか解決できませんでした」

「ツィーゲの連中に限らず、考えてみれば持ち帰った果物の種を植えるなど、予想の範囲であったが」

「ええ。ああも凶悪に育つとは予想外でした」

　凶悪とは。

　以前ツィーゲの郊外に、亜空から持ち帰った果物の種を植えた者がいた。ちなみに林りん檎ご。

　高価な値が付く亜空の果実。それを近隣で栽培できればと考えたのだろう。巴の言う通り、まったく予想できたことなのに当時の僕は考えもしなかった。

　まあ、育つには育ったんだ。と言っても何センチかの状態までしか確認してないから成木になり実をつけるまで至ったかどうかは正直わからない。

　だが、芽吹きからたった何センチかの成長だというのに周囲に凶悪な影響が出た。

　僕らがそのことを知ったのは、冒険者ギルドに寄せられた調査依頼によってだ。

　林檎が植えられた地域周辺の土地が急速に痩やせ、周囲の魔力自体も薄まっていくという異常が報告されたんだ。

　亜空の作物や植物は、この世界に持ち込むと周囲の土地からかなりの栄養や魔力を吸い上げて生育するらしい。

　現代にも畑を急激に痩せさせる作物があるって聞いたことがあるけど、それの洒落しゃれにならない版のようだ。

　気付いたときにはもう亜空の果物はだいぶこの世界にも拡散してしまっていたから、もしかしたら種は今も誰かが所有しているかもしれない。

　亜空の住人にも話をして、果物についてはあまり渡さないようにさせている。ただ完全には禁じていない。もしかしたら完全に禁止した方が良い事態になるかもしれないけど。少し思うところもある。

　まあ植物に罪はないので、林檎の芽は亜空に持ち帰って家の庭に植え直しておいた。

「それで思い出した。識、学生を使ったあの実験はどうなってる？」

　亜空の作物について、学園で識と、識の立てた仮説に基づいて一つ実験をしている。人体実験ではあるが、既に亜空の住人でも明らかな結果がヒューマンにどう出るかというテストで、健康への悪影響は恐らくない。

　もし異常が出れば、即座に識に治療させるつもり。

「……実は、現時点では亜空の住人とほぼ同じような結果になっています。身体能力に左右される面もありそうですので継続する予定ですが、なかなか興味深いです」

「そう、か。健康に被害はありそう？」

「いえ、むしろ体には良さそうですな。極めて栄養豊富な果実ですので」

　亜空の住人に見られたある変化。

　以前に識と巴から指摘されて調査を始めたんだけど、どうもオークやリザードを中心に身体能力や魔力が向上しているらしいと言われたんだ。

　詳しく確認していくと、原因は食生活だと判断された。

　各人への影響は様々だが、特に果物の摂取によって、能力が微量ずつながら向上していることがわかった。

　ただ戦士ではない者に肉体強化はあまり効果がなく、魔力の強くない者に魔力強化は効果がない。

　適性のある分野で一番のパフォーマンスを得ることができるとのことだった。

　それで識からヒューマンでも試したいという提案をもらったんだけど、強化の上限もわからないヒューマンが相手、しかも亜空の方々と同じ結果が出る保証もない実験だ。危険な感じがしたので、僕は最初拒否していた。

　だけど何度か学園で講義をしていると、生徒の中に強化薬に執しゅう心しんする子が出てきてしまった。だから早めに結論を出すため暗に意識調査をした上で、最終的には僕も人体実験に賛同した。

　結果は今の報告にあったように、亜空の住人とほぼ同じらしい。

　つまり、亜空の果実はヒューマンにとってもステータスアップアイテムになり得るってことだ。

　こりゃあ、亜空から作物は持ち出させない方が良いか？

「ほぼ同じ、ってことは少し違う傾向が？」

「ええ。ヒューマンの方がオークやリザードに比べて伸び幅が大きいようです。当初から摂取しているジンなどは既に魔力値が三割ほど向上しています。これは基礎能力値で大きく上回るアルケー達とほぼ同じ伸び率です」

「効果が高い、か。上限の限界は未だ住人にも見られないし。もしもヒューマンにこのことが知れたらまずいか」

「ええ、しばらくは才能の開花とでも言って誤魔化すべきですね。幸い若様の講義は色々な意味で無茶な主張が通りやすいとんでもぶりですから」

　巴が感心したように口を開く。

「能力強化作用はヒューマンも同様、か。魔力を貯める性質がある亜空の植物にはまったく驚かされますなあ。果物については持ち出しを一時止めるように伝えましょう。まあ、このような効能に気付き、また実験できるほどの量を確保するのは相当の費用がかかると思われます故、未だ試した者はいないと思いますが」

「となると。お金目当てのプロポーズに加えて、今話題の講義、ってことでまた学生に群むらがられるわけか。ははは、明るい未来だ」

　学園都市もこれから行事が増えてくるというのに。

　これから、もっともっと忙しくなるかもしれないな。
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　昨夜巴から提案された気候についてのテストを終えて、僕は識とエマを連れて亜空の中を見て回っていた。

　各所で作業の頭になっている人が寄ってきては農作業や建築、新しく発見された物などについて口々に報告してくれる。

　都市の拡大状況だとかを聞いてみると、必要な施設などは一通り完成し、今は用途に応じて区画を分けながら整地しているのだそうだ。一回街ができてからの区画整理は大変だろうから、先にやっておくのだろうか。住人の数に対して、作られている街の規模がとにかく大きいからなあ。整地なんかはしたい放題だとは思う。これは、あれかな？　住人を増やせという無言の圧力かな？

　僕が冒険者を入れるためのミニチュア版の街を作って欲しい、なんて無茶をねじ込んだというのに、もうその何歩も先の部分に着手しているなんて大した物だと思う。コレやっといて、やっときましたみたいなテンポで仕事のやり取りができるなんて、理想的だと思う。

　農業分野は識が来て土壌に色々手を加えられるようになってから格段に効率が良くなったらしい。僕が農業分野で提案できたことって言ったら、簡単な水田の作り方や畑を分割して使う順番をつけたり季節ごとに別々の作物を作る、と言った学校の教科書や社会見学の域を出ないことばかり。

　しかも間違っていることだって多分ある。専門家じゃないから何が有用なのかなんてわかりっこないし。

　だから明らかに識の方が僕より役に立っていると思う。

　もちろん、畑仕事に従事するオーク達は僕なんかより長く土いじりをしてきているので、経験則で既に知っていることも多かった。同じ場所で同じ作物を連作すると良くないとか。連作障害、だっけ？

　大体かつては不毛の地でも何とか土いじりしてきた方々だ。基本的に僕より頼りになる。

「そう言えば。エマ、識が土をいじってくれるようになったのに、まだレンゲとかシロツメクサを休ませている畑に植えているの？」

　畑の土を肥やす作用があるらしいレンゲやシロツメクサをオークに教えて、サイクルで休耕状態にある畑に植えてみるように勧めたのは当時の僕だ。

　根本的な土壌改良ができるようになったなら必要ないと思うんだけどな。そんなに単純でもないのか。鉢植えだとアンプル剤一本である程度のことは解決できるんだけど、園芸と農業はまた微妙に違うから下手に話をするのも良くないだろう。

「はい。基本的にここの作物は生育が非常に早いので、季節に応じてという手法を取り難にくいこともありまして耕作の回数でサイクルしているのですが。識様に伺ったところ、それでも休ませておく意味は十分にあるということで引き続き植えています。それに、見た目にも美しく作業中の子供の遊び場にもなっていますのでなくすこともないのでは、という意見もありまして。幸い収穫量は現状でも備蓄できる程の量が確保できていますから」

　遊び場ね。日本にいたときには数度しか見たことのない光景だけど、確かに一面にレンゲやシロツメクサみたいな小さな花が咲いているのは和む。そんな意味合いで残すというのも良いか。

　あ、そうか。季節が当てにならない状況だと、サイクルがどうのっていうのもあまり意味がない？　歴史の教科書か何かで見たような、うろ覚えの知識で話してしまった。生育が早いから何とかできているだけなのかも。耕作の回数でどうのってエマも言っていた。

　確か、大豆を植えたときは一月くらいで枝豆を通り越してしっかり収穫の頃を迎えていたっけ。何か温度やら光量を調整することで成長を早めることができるようなことを曖昧に口走ったらあっという間に一月弱で収穫する体制が整っていたよな。あれは本気で驚いた。巴の本気を見た気がした。

「ああ……季節か。そっちはもう少し待ってね。今調べているところだからさ」

「あ、いえ！　そういう意味では」

　っと、しまったな。咎とがめる気なんて全くなかったのに。

「ごめん。今の話は気にしないで。……で、さっきの説明だと、だいぶ作れる量が増えているみたいだけど」

「はい、識様から指示されました調整を行うことで、今では平均二週間ほどで収穫できるように……」

　二週間!?

　種を植えてから、二週間って。一月でも十分速かったのに。そうなると、食料と土地の問題がない状態なのか、亜空は。荒野から移住を求める声もいくつかあるって報告も受けている。そろそろ住人を増やしてみてもいいかもしれない。

　変態を、いや天才を見る目で識を見る。

　彼はそれほどでも、って顔をしていた。

「私は若様に教えていただいたことを元にして土属性の魔術でできることをまとめて、わかりやすくオークに伝えただけですよ。既に今の耕地面積で自給には十分ですが、今後も考えて改良を続ける予定です。主に品種改良に手をつけていこうかと」

　普通に発見される原種ですら、既に食用に十分適しているから無理しなくても良いのになあ。

　畑にはまだなっていないが、予定地は用意されているんだから面積増やして量に対応すれば全く問題ない状況みたいだ。

「……識、意欲的なのは嬉しいけど、ちゃんと寝ろよ？」

「寝る間も惜しいと思うときは、寝なくても体に問題はないのですよ、若様？」

「真顔で冗談を言うのは止めてくれ……」

　識は本気で言っているのかもしれないけど冗談にさせてもらう。エマも苦笑しているじゃないか。

「え、ええとですね。若様、今お伝えしたように畑や水田といった農作業は、それほど問題もないのですが……」

「うん？」

「ちょっと、ご意見をお聞きしたい物がありまして」

　そう言って彼女は僕と識を促す。

　何だ？　新しく見つかった植物で問題が発見されたんだろうか？

　目の前に広がっていた広大な畑をあとにする。

　作業していたり休憩していたりしたオーク達に深く一礼されて見送られて、僕達はエマのあとをついて行った。
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　エマに案内された先には数株の植物が植えられていた。恐らくは発見されて根っこごとここまで持ってこられたんだろう。

　二メートル、いや三メートルはありそうな大きな植物。熱帯を思わせるフォルムだけど、これは……。

　正体を知ろうと観察していると見慣れた果物が実っていた。

　ああ。なんだ、これか。

　しかしどうして森鬼がここにいるんだ？　彼らは採集も手伝っているんだろうか。それになぜかコモエちゃんもいるな。いつもなら、とてとて寄って来るんだけど、今は森鬼の隣で問題の植物を見つめている。

「これは、バナナだね。こんな物まであったんだ……」

　寒いとそれだけで育たない、みたいな環境に敏感なイメージがあるけど、よく亜空のようなでたらめな気候の場所でこんなに大きくなったものだ。実際に木に実っているのは初めて見るよ。実は意外と強いのかバナナ。

　黄色いってことはもう熟しているってことかな。

「はい、若様の記憶ではこれはバナナという果物で、暖かい場所で育つらしいのですが……」

　エマは困惑している様子。見れば森鬼とコモエちゃんもそわそわと落ち着かないようだ。何だろうな、いつも巴が森鬼をしごいている印象があるからか、コモエちゃんが彼らと同じような様子でいることに何か違和感を覚える。

「うん、今の亜空みたいな高温多湿の場所で育つ、らしいね。それで？」

「図鑑を見たのですが、バナナは果肉の中に黒い種を有しているようなのです。ですが森鬼のみなさんが見つけてこられたどの株にもそのような種が見当たらないのです」

　図鑑って植物図鑑か何かかな。僕、そんな本も読んだことあったんだな。

　しかし、バナナに種なんてあったっけ？　なかったような……。

　あ、もしかして。

「ああ、もしかしたら。元々は種があった、ってやつかも」

「あった、とは？　種がなければ新しく育てることもできませんし、どうやって繁殖するのでしょう？」

「う!?　えっと、繁殖については良くわからないんだけど、食べる人の都合が良いように品種改良される作物ってあるから、ここのバナナもそれだと思うよ」

　いきなり美味しい大根やニンジン、トマトなどが取れる亜空だ。本来ならあれだって品種改良の果ての姿のはずだもんな。林檎や梨、桃だってそうだ。

　だから、僕らに都合が良い、品種改良済みがあっても不思議じゃないかと適当に考えたんだけどね。

　……まずい、どうやって増やすかについて答えられてない。

「確かに、手で容易く皮を剥むいて食べることができ、しかも大変美味です。しかし、そうなると今ある株が枯れたら、それで絶滅ということなのでしょうか？」

　エマの言葉に森鬼が悲壮な顔をする。何でそこまで悲しそうなんだ、お前らは。

　あっ、コモエちゃんなんか目に涙を浮かべてる!?

















「そ、それは困ります!!」

　森鬼が悲痛な声を上げる。

「う、うぅ」

　コモエちゃんはついに嗚お咽えつを漏らした。

　切羽詰まった顔で困るって言われてもなあ。

「……実は、森鬼のみなさんが最初にこれを発見して持ち帰ってくれたのですが。その、物凄く気に入ったようでして……」

　大好物ってこと？

　確認するように森鬼を見ると、彼は壊れた玩具おもちゃみたいに頭を上下させた。コモエちゃんも同じか。巴と同じ味覚なのかと思っていたけど、幼い外見だしやっぱり嗜好が違うんだろう。

「こんな美味しい物を我々は知りません。初めてこのバナナを食したときの快感、あの一ひと房ふさと同じ価値の物などこの世にはございません！」

　森鬼が力説する。

「バナナはおいしい。すごくすきです。くんれんのあとはこれ！」

　コモエちゃんも、強い意志の宿った瞳で呟く。

　……美味しいって言わないで快感って。麻薬みたいで嫌だな、おい。コモエちゃんも珍しく主張してくる。意外と内気な娘だから結構珍しい光景だ。

　ただ訓練のときはその内気が幸い（？）して、無言で制裁が飛んでくるため、時に巴や澪がいるよりも恐ろしいこともあるんだとか。

「そ、そうか」

「だからこそ！　発見できた木を何とか傷めずに持ち帰って色々と調べてもらっているんですが、どうしても種らしいものが見つかりません。こ、このままではバナナが失われてしまいます!!」

　ということは。探索しているエリアでバナナはそれほど数が見つかっていないのか。

　禁断症状か。森鬼はそう思える程にブルブル震えて手近にあったバナナの木にしがみつく。面白いけど笑えない絵になっているな。表情が真剣そのものだし泣きそうだし。その数少ないバナナをコモエちゃんは訓練後に順調に消費していくのか。森鬼には二重の恐怖かもしれないなあ。

「思い出した。バナナって一回実をつけたら確かあとは枯れるだけだったような──」

「!?　う、うわ、ああああああ!?」

「っ!?」

　もはや意味を成してない森鬼の叫び声。頭を抱えて嘆いているな。人の言葉を遮さえぎってまで叫んでそれか。絶句しているコモエちゃんは何か少し可愛い。

　でも、種以外で増やすやり方なんて……。

　識を見る。

　だが首を横に振るだけ。まあ当然か。彼は土属性の専門家であっても特別植物に詳しい専門家じゃないし。農業に土魔術を使ったのだって、亜空に来てからだって言っていたから。

　どうなんだろう。

　パイナップルなんかは葉の脇から生えてくる吸きゅう芽がっていう子どもの芽を使って増やしたり植え替えたりできるんだけどな。だけどバナナもそうだっていう保証はないし。ちなみにパイナップルのはテレビ情報。

　同じ熱帯の果物っぽい雰囲気だからいけるのかな。

　うむー。

「やはり一年で枯れてしまう木でしたか。何となくですが、みんなからもそうではないかと意見が出ていましたが」

　エマも残念そうだ。森鬼達ほどではないにせよ、美味しいという認識はあるんだろうね。

　何とかしてあげたいところなんだけどなあ。

　……吸芽と同じで確証はないけど、人工的に木と木を接着させる接つぎ木きも一応種を使わない方法ではあるか。植物同士の親和性とか問題もあるから必ずできる類のものでもない上に、僕が知っているのは数種類のやり方しかない。一応の技術としては話す意味もあるか。

「ああ、その。確実じゃないんだけどね？　僕が知っている方法でだと……」

　吸芽と接木についてエマと森鬼に説明していく。

　エマはどちらかというと接木に興味がありそうな気配だったが、森鬼はどちらも熱心に聞き入ってくれた。何だか、森鬼が僕の話を真剣に聞いているって新鮮に感じるな。コモエちゃんもコクコクと頷いているけど、「なるほどなー」ってレベルだろうね、この娘の場合は。

　一言一句漏らさない、そんな決意が見てとれる森鬼は、説明が終わるとエマに対して接木について協力をお願いする。さらに最初に発見した場所に既に吸芽が出ていたのかもしれないと仲間に連絡して跳ねるように走り去ってしまった。コモエちゃんもそれに続いて駆けていく。

「だいぶ、ここに来た頃の森鬼とイメージが違うな」

「巴様や澪様、それにコモエ様に相当育てられているようですから。ええ、それはもう……」

「は、ははは……」

「若様、とても興味深いお話ありがとうございました。接木は私どもでも色々活用できそうですので試してみようと思います」

「どうぞどうぞ。それにしても、吸芽のことは図鑑に載ってなかったの？」

「ええ。図鑑といっても若様が目を通した項目以外は穴あき白紙が散見していますから。書物そのものではなく、記憶からの復元なので当然なのですけれど」

　なるほど。

　確かに記憶から起こしたなら覚えてないことはともかく見てない部分は空白だよね。

　しかし森鬼。バナナが好きだとは……。多分亜空にしかないと思うんだけど、これ以上自分達の弱みを増やしてどうするんだよ。

　巴にバナナを取り上げられて、泣きながら訓練する光景が今から目に浮かぶな。どこまでも哀あわれだ。

　何の解決にもならないだろうけど、あとでモンドにバナナを差し入れるようエマに頼んでおいてやるか。
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　続いてやって来たのはドワーフの作業場。ここに来るのは本当に久しぶりだな。

　火を使う鍛か冶じ仕事ばかりじゃないとはいえ、ここが他よりも暑いのは変わらない。どうしても用事がないと足が遠のく。

　近頃だと、ただの報告だけのときは来てもらうことも多い。

「これは若。昨夜はみんなでお邪魔して楽しい時間を過ごさせていただきました。ありがとうございます」

「楽しんでもらえて嬉しいですよ、長老」

「お誘いいただく度に新しい食材や料理が増えますので、つい何度も足を運んでしまいます。昨夜の料理は何と澪様の手料理だったとか。たまげましたなあ」

「好きでやっているようですから、良かったら今後も付き合ってやってください。その内、巴あたりも混じってお酒の味見も始まるかもしれませんので、ドワーフの方々にはそちらの方がお好みかもしれませんが」

「おお！　酒ですか！　それは良い、今から楽しみでなりませんな。是非ともそれまでに仕事を一段落させておきませんと」

「あははは、お楽しみに。それで長老、今日は何か急ぎの用事があるとか？　エマから聞いたのですが」

　エルドワの長老は、見た目にも高齢のおじいちゃんだ。ドワーフというよりは他の小柄な亜人ではないかと思うくらい。

　柔にゅう和わで見たままの好こう々こう爺やなんだけど、あれで鍛冶仕事となると身長を超える大おお槌つちを軽々と扱うからドワーフの長老に間違いない。誰よりも道具がごついんだよな。

　年長者でもある彼には、僕の口調も丁寧なものになる。こればかりは、普通に話そうとしてもつい、ね。意識に刷り込まれているんで。

「それでご足労を。いえ、澪様から持ち込まれた素材なのですが、少々気がかりな点がありまして。ああ、エマ殿。頼まれております道具類ですが一部仕上がっておりますから見てきてもらえますかな」

　そう言って長老は何かを探し出す。エマは頷くと僕に頭を下げた。

「若様、少し行ってきてもよろしいでしょうか？」

「もちろん」

「では失礼します」

　彼女を見送って長老に視線を戻すと、彼はその素材、というか魔物の残ざん骸がいを机に載せた。

「っ！　これ、は」

　識が反応する。何か凄く驚いているようだ。

「これは、先日澪様がお着物を破損させたときに一緒に持ち込まれたものなんですが」

「澪が、着物を？」

　荒野の入り口でうろついているような魔物でそんなのいたかな？

　あいつが着物を破損させたのって、確かサイズアントがグロス単位で巣穴から湧いたときに酸でちょこっとやった位なんだけど。

「ええ、背中をズタズタに。幸いお体は無傷だったのですが」

「!?」

　な!?

　あいつが背中を酷くやられるような相手!?　識もかなり驚いている。それはそうだろう、澪は油断さえしなければ索敵だって防御だってなかなかのものなんだから。

　って、あれ？　無傷？

「……ええ、無傷です。職人一同、かなりの無力感に襲われました」

「つまり、服だけやられたの？」

　僕の疑問を表情から察したのか。長老さんは頭痛に耐えるかのように額に指を添えながら説明してくれる。

「瞬時に再生なされたのか元から傷を負わなかったのかまではお聞きしませんでしたが、澪様は無傷です。若様がお聞きになっておられないということは、本当に傷を負わなかったから大したことではないとご判断されたのかと。それで防具としての機能を高め、より御身を守れる品をと一同検討しているのですが、その際にこの素材、まさに着物を破損させた実物なのですが、これが問題になりまして」

「物凄く強力だったんですか？」

　澪め。ダメージを負うこともなかったから報告もしなかったんだろう。料理よりも重要な話じゃないか。しかしあいつ、防具ってものをちゃんと理解しているんだろうな。職人さんにきちんと要望伝えてしっかり作ってもらうように一言説教しておかないとな。服と同じ感覚で満足されたら職人さんがかわいそうだ。服って言うのは普段着で、オークがわざわざ巴と澪のために織ってくれている物。あれはあれで凄く大変だと思うけど、ドワーフが作るのは防具。命を守るための、攻撃を防ぐ品で衣服とは別物なんだって。

「いえ、物自体はそれなり、でしょうな」

　それなり。長老さんが見てそれなり。かなりのレアモノか。

「……」

　識が黙っている。珍しいな。素材とか武具も好きな癖に。あの杖だって凄く喜んでいたし。

「澪様にも話を聞かせていただき、素材と着物を調べた結果ですが……適応力の高いタイプの魔物が運良く強大に育っただけのケースだという意見が大勢でした。しかし、生育のごく初期に風属性の精霊を、しかも恐らくは中位精霊を食らって取り込んでおります。元々荒野には風属性の精霊は極僅かしか存在しませんし、中位精霊ともなると儂も見たことがありません。一般的な魔物の実力を考えると、たとえ弱った精霊だとしても捕食したり取り込んだりできるとは考えられません。あくまでも個人的な意見ですが、何らかの作為を感じました」

「作為？　誰かが意図的にそんな魔物を作り出したと？」

　何処かで精霊を捕まえてきて適応をする魔物に食わせて成長させた？　物騒な話だな。

「澪様が遭遇した場所は荒野の外、ツィーゲから延びる街道の一つだったそうです。つまり、荒野を分ける山脈を越えたことになります」

「ってことは。澪が遭遇したから人的被害は少なかったってことですか？」

「そうなります。森鬼が近辺を探った範囲では魔族などの目立った動きもなく、原因がわからぬままで少々不安を覚えましてな」

「確かに。足元で何かされているかもしれないなんて気持ちの良いものじゃないですね。わかりました、すぐに──」

　調べます。と続けようとしたときに。

　識が静かに手を上げた。

「識様？」

「どうしたの、識？」

「……わ、私です」

「何が？」

「その実験、私が致しました！」

「「……え？」」

　僕と長老の声が重なった。

「若様と出会う前になりますが、森鬼の体に入り込んでいるときに色々とした実験の内の一つです。風の中位精霊を何体か捕らえまして、その……弱らせた上で抵抗できない状態にして、ある魔物に捕食させたことがあります」

「……」

「精霊を取り込むことで、既存の精霊に至るかそれに近い変化をするのではないかと思ってやったのですが、精々が武器の鎌の威力を高める程度しかできない失敗作になりまして……。興味がなくなったので捨てました」

　捨てましたって、識。お前なんて危ないことするんだよ。

「何と、識様がおやりになったのですか。ああ、原因がわかって胸の痞つかえが取れました。これで澪様の防具改良にも憂うれいなく取りかかれます」

「申し訳ない、長老」

「良いのですよ。素材もどこぞの冒険者の武器に使いましたが、ベレンの修行にもなりましたでな。澪様も再度同じことがないか一応気を揉んでらっしゃったようですから、ご安心いただけますし」

「!?　まさか澪殿に」

「……ああ、お教えすると識様がお叱りを受けるやも。若様、如何しましょうか」

　長老は識を案じて僕に判断を仰ぐ。

「……識」

「は、はい」

「……まあ、怒られろ。着物をぼろぼろにしちゃったのは事実だし」

「っ!?　あぁ……」

　うっかり識さん。まさかのポジションだけど。

　でもその位置に定着なんてことはないだろう、と思うから頑張れよ識。

　この世の終わりみたいな顔をしている識を尻目に、僕と長老は二人で頷き合った。





　　　　　◇◆◇◆◇






　何だか久しぶりにロッツガルドに戻ってきた気がする。と言っても、たかが数日振りなんだけど。

　巴の推測を元にした気候変化の調査で、最近は亜空にいる時間も増えてきた。

　あの天才侍モドキの考えは概おおむね正しかったようで、報告翌日から始まった試行で亜空の気候はこれまで以上にころころと変わった。

　住人にも予あらかじめ試行について伝えていたため、特に問題は起こらなかった。

　結果、どうやら僕が開けた最後の門が影響しているようだった。多分確定だと思う。

　最後の、というのは、巴と僕以外に澪にも使える、印を残した状態の門だ。識が自分もそろそろ使えそうだと言っていた。頼もしい。

　だから、一回一回きちんと消して使う方の門だと影響はない可能性が高いのだそうだ。

　多少の詠唱を含めるか、無詠唱で出すかくらいの違いしかないのでどちらも苦にはならない。学園から開く門を印なしのものに変えて、今は初夏に近い穏やかな気候が亜空に広がっている。やや雨が多いのが難点だけどリザードなどは喜んでいた。彼らは熱帯気候がお気に入りのようだったので、それでも少し悪いことをしたかもしれない。気を遣わせてないと良いんだけど。

　巴は再び調査へと旅立った。いくつかポイントをつけて回って、四季の巡る場所を見つけるんだと奮起していた。亜空が日本みたいに四季を得る日も近いかもしれない。巴は僕と違って集まったデータからその先の結果を予測することもできるようだから、得られた気候情報のパターンから望みの気候を作り出したりしそうだ。

　今日は学園で講義をする日。亜空も落ち着いているから戻ってきても問題ないだろうし、またこちら中心の生活にしようと思っている。

　ちなみに澪は期間限定で料理を教えてもらっているらしく、今は時間を惜しんでツィーゲに滞在している。泊まりなのか徹夜なのか帰ってこない日もそれなりにあるらしい。ハマったらとことん、実に澪らしいことだ。いったいどんな料理を習っているのかわからないけど、その内振舞ってくれるだろうから楽しみだ。

「ライドウ様、ここ数日の営業ですが特に問題もなく順調だったようです。彼らも成長してくれていますね」

　識が休みの間の売り上げ報告を見て満足気に話してくれる。彼も何度かロッツガルドに戻っていたけど、基本的には亜空にいた。それでも店が問題なかったのが嬉しいんだろう。僕も嬉しい。

「そうだね。人を入れ替えても、働いているみんなで新人教育とかできるようになれば、僕らもだいぶ楽できる。……識、話は変わるけどレンブラントさんとこの娘さんなんだけどさ」

「ああ、澪殿が手紙を預かっていた件ですね」

「うん。ツィーゲを出発した日を考えるともうこっちに来ていると思うけど、何か情報は？」

「特にはないですね。学園でも復学が近いとしか。一応、有力商人の娘ですし、緘かん口こう令れいでも敷かれているかもしれません。ライムも街でそのような話は掴んでおりませんね」

「そうか。まあ、学園に戻ってきたら一度挨拶するとしよう。そういえば、今日の講義で必要な届出はもう出してくれたんだよね？」

「はい、既に許可ももらっています。事前に確かめてありますので大きな問題になることもないでしょう」

　識は本当に良く動いてくれるよ。もし今度ポカしても大目にみてあげることにしよう。

　この前の魔物云々では澪に少々イジメられていたからな。

　そうだな、今日は講義が終わったら、時間の合う生徒も誘ってゴテツに連れていってやるか。ジンも鍋は気に入ったようだし、もしかしたら他の生徒にも喜んでもらえるかもしれない。食べ物で釣ろう、とは思ってないけどたまには優しくしておかないとね。

　講義前に連絡事項の確認をしようと与えられた机のある部屋に向かう。臨時講師用の職員室みたいなところだ。スペースに余裕があるのか、申請したら識の机も用意してくれた。

　講義の日や、図書館が騒々しいときの避難先程度にしか使ってないからそんなに来ない場所でもある。

「おっと。これはまた……」

　思わず声が漏れてしまった。机には結構な量の書類やら手紙類が積まれている。余裕を持って講義の二時間前に来たのに、目を通すだけでも時間が足りないな、これ。

「凄い量ですな。とりあえず、私が分別しますので、必要な物からご覧いただけますか」

［そうしよう。告白の類は要らないから、基本処分行きで頼む］

「了解しました」

　幸い、識の机には数通のラブレターしかなかったので安心して頼める。……ただ、あいつの机の手紙、妙に気合が入っている装丁の物が多くて誰があんなものを寄越すのか、ちょっと気になりもするんだよな。僕の所のやつとは根本的に本気度が違う。

　おお、減っていく減っていく。

　無秩序に積まれた紙の山が綺麗に仕分けられていく。

　誰かの感嘆の声が聞こえる。まあ、今日講義のある他の講師だろう。ふふふ、羨ましいだろう。しかし識はウチの子だからやらんよ？

　案の定、捨てるもの多い。ふざけたプロポーズもここまで来ると立派な嫌がらせだよなあ。

　僕が見るべき書類もいくつか回ってきているので、チェックを始める。

　ええっと。生徒の受講願い、か。見るべきものの殆どがこれだった。

　そう言えば事務の人に言われていたな。開講してからしばらくすると、受講願いを受理すかどうかで講義を受ける生徒を選べるって。人気講師以外にはあんまり意味はなくて、ほとんどの人は全部オーケーにするから形骸化することが多いんだとか。

　でも僕には嬉しい。明らかに力がなかったり別の思惑が見える生徒には来てもらっても困るから。書類の記入事項で弾けるなら、有難い。

　……女の子が多いなあ。専攻や得意分野も僕とまるで関係ないのが一杯だ。こういうモテ方は本当に結構です、と。

　はい、捨て。これも捨て。この子もいらない、と。あ、男の子だ。惜しい、もう少し鍛えてからおいでと。傍から見ればさぞやモテモテに見えるんだろうなあ。生徒集めに苦労している先生達からすると却下に印をつけていく僕のやっていることは異常に見えるかも。でも僕だって、生徒数現在五人の不人気講師だからね。

　ん？　補助講師願い？　なんぞこれ？

　内容を見ると、僕に補助講師として講義に同席して欲しいという書類のようだ。忘れていた、僕は二コマまで補助として講義に参加できるんだった。やるつもりもなかったからなあ。

　講義内容は、と。

　格闘術。僕は魔術師で商人っていう分類なんですけど。新手のいじめか？

　斧ふ術じゅつ。斧って興味がないわけでもないけど、以下同文。

　回復製薬実技。識が欲しいってことですね。

　リミア王国史。意味がわからん。

　碌ロクなもんがないな。

　それらを脇に置くと溜め息一つ。まあ、詳細を見たわけじゃないから補助講師の書類は一応持ち帰るか。

　おっと、また受講願いか。ええっと今度のは？

　氏名の欄に視線を落とす。

　シフレンブラント。ユーノレンブラント。

　……レンブラントさんの娘さん達、だよな。もう復学してたんじゃないか。噂なんていい加減なものだな。

　いや、違う。日付を見ると、二人とも今日から復学みたいだ。僕の講義が復学一発目になるんだな。それじゃあ、今日は少し甘くやるか。リハビリも必要だろうし。

　でも今回は事前に説明したお楽しみ講義だ。申請も受理されているし……。他の生徒で受講を許可しても良いと思ったのは一名。その生徒とレンブラント姉妹はいっそ分けて僕が見るか。

　レンブラント姉妹の能力は申請の値を見る限り、学生の中では結構高いと思う。ジンの言う通り優秀だ。もっとも、その能力を今も維持できているかは疑問だけどね。あれだけの大病のあとなんだから。

　お姉ちゃんのシフは僕よりも年上か。十九歳。典型的な魔術師みたいだな。得意な属性は土と火。へぇ。二つ書くなんて結構珍しい。それに、土の方は精霊の加護持ち。識に教わることが多くなるかも。

　妹さんは十五歳。おお！　弓を使うんだ、この娘こ。それに、槍？　これはまた珍しい組み合わせだ。弓と槍。まさか事前に僕と識のことを調べて適当に書いた？　魔術は初歩レベルで、使用するのは主に強化系か。

　レンブラントさんにはお世話になってるし、二人とも能力的には一応問題ないから許可するつもりだが、僕や識を意識して嘘を書いてないかって言うのが気になる。姉は土属性に精霊の加護があると書いてあるからそこに嘘はないと思うんだけど。妹の得意な武器が弓に槍って言うのがなあ。学園で講義するようになってから弓矢は一度も使って見せたことがないから、多分親父さんに聞いたのだろうけど……。

　ちなみに先述したもう一人も女の子。好みで選んだんじゃない。僕の講義は現状男四人の女一人。紅一点のアベリアは女の子を増やして欲しいとこぼしているし（その癖女生徒が来ると識に手を出さないように牽制する）、丁度半々になるバランスで良いかなと。この娘も、書類を見る限りは僕の講義を志望する動機もしっかりしてるし、能力も結構高い。グリトニア帝国の近くの小国出身で、転入してきてまだ少ししか経っていないらしい。色々講義を物色している時期なのかもしれない。合わなくて去ることになる可能性もあるけど、奨学生らしいので向上心はあると思う。

　受講の許可を出した申請の紙を識に頼んで事務室に持って行かせる。ああ、でも今受理したところで彼女達が今日の講義には間に合わないかもな。

「ライドウ先生、少しよろしいですか？」

　識が部屋を出てすぐ、席を立った講師の一人が話しかけてきた。珍しいな。

［何か？］

「実はその、先生が商売で扱われている傷薬なんですが」

［はい、傷薬は確かに扱っていますが］

「これから夏休みを挟んで学園祭までの期間、私の講義でも危険な実技が増えるのでできれば十個ほどご都合いただけないかと」

　ああ、そういうことか。学園祭が近いと危ないとかはわからないけど。毎日通って十個備蓄するよりも僕に頼んでまとめて手に入れられないかと思ったんだな。今は個数制限して売っているし、傷薬をはじめとした薬品などは一般の人は頻繁に買い直す物でもない。大量に買おうと通いつめる客がいたらライム達が動いているし。まあ学生の傷を治すためにというなら僕も歓迎だ。

［ああ、なるほど。わかりました。講義で備えておきたいと仰るなら喜んでご用意しましょう。明日にでも店に来てください］

「ありがとうございます!!　ああ、良かった。クズノハ商会の評判が高くなってきて私も試して見たのですが、本当に効き目が凄い。是非保険として持っておきたかったのですが、人気ゆえなかなか揃えるのが難しく……」

［あまり大量に作れず、ご迷惑をかけております］

　個数制限をしたおかげで多くの人の手には渡るようになったけれど、数を求める人にはやはり不便だ。いくつかの治療所から常備したいと話ももらっている。今は検討中と濁しているんだけど。学園で常備したいとか言われたら困るな。実はいくらでも作れるんじゃないかと反発を生みかねないし。まあ、かなり大規模の商談になるはずだから、仮に話に出たとしても僕らのところに来る前に利権絡みで誰かが潰しにかかるだろうし心配いらないと思うけどさ。

「いえ！　あの効果ならばそれも当然。値段も明らかに安い。早々あの傷薬を使うような状況にはなりませんし、十個も譲ってもらえれば学園祭までは十分ですよ」

［優れた効果を維持できるのは三ヶ月程度なのでご注意下さい。他の品物も良心的な値段でやっていますから、店の方にもまたご来店ください］

「わかりました、必ず！」

　話しかけてきたときにはやや硬かった表情が、随分と明るくなって席へと戻っていく講師。十個保険に持ちたいというなら、あの人は結構人気のある講師なのかもな。

　一応、ちゃんと言った通りの用途に使うのかライムに調べてもらうか。新手の転売目的だと困る。そうだな、反射的に明日と言ったけど、これからは数日置いた日付を伝えてその間に素す性じょうを調べてもらうか。

　識が戻ってきた。時間も頃合だな。

　それじゃ講義に行こう。




　ちゃんと？　八人いました。

　いや、実はもともとの五人が残っているかも、ちょっと自信がなかった。

　次は面白いことをやる。なんて先週話したからなあ。

　さっき許可したばかりの追加の三人がいるのは、事務の処理能力と伝達システムが変態なんだろう。学生のレベルはともかくとして、システム面は凄いみたいだねロッツガルド。……もしかすると学生のレベルどころかヒューマンの殆どがお粗末だった、なんて怖い予想も少しだけしていたりするけど。

　上の方はソフィアとかいるから多分凄いんだろう。でも中間はもしかすると、なんてね。

［今日から受講者が三人増える］

　簡潔に書き出して三人に視線を移す。今は僕と識に対して生徒八人が対面している形だけど、手招きして新しい三人をこちらに呼ぶ。レンブラント姉妹は結構顔立ちが似ていた。さすがは姉妹だね。ただ髪型も違うし佇まいも異なるから印象はそれなりに違う。少し目が合ったときに二人からにこやかに笑いかけられたけど、それも一瞬のこと。すぐに真面目な顔で五人の生徒と対面する。……そんなに性悪には見えないけどなあ。ちゃんと生徒の分を弁わきまえているようだし。

　ただジンやアベリアを見ると姉妹の様子が予想外なのか、怪訝な顔をしていた。静かに立っているだけで注目されるなんて、いったいレンブラント姉妹はどれだけの悪評を抱えているのかね。

［三人とも、自己紹介を］

　順番は姉妹、そして残りの一人だ。そのあとで五人にも自己紹介させよう。

「はじめまして、シフレンブラントです。今日から復学ですので、以前から知っている人もいるかもしれません。病気で休学していましたから調子を取り戻すまでご迷惑をおかけするかもしれませんがよろしくお願いします。種族は見ての通りヒューマン、得意なのは攻撃魔術で属性は土と火です。土属性は精霊の加護を授かっています」

　シフが最後に一礼すると、サラサラの金髪が一緒に垂れる。ストレートの髪質なんだろう、長い髪が流れていく様子はとても綺麗だ。前回会ったときには髪なんて殆どなかったからなあ。完全に別人だよ。令嬢という言葉が実によく似合う。逆に戦闘シーンが想像しにくい。近接、はしないだろうなあ。

「はじめまして！　ユーノレンブラントです。シフレンブラントの妹で姉同様今日から復学しました！　理由も同じく病気です。まだ本調子で動ける感じになっていませんけど、全力で頑張ります！　種族はもちろんヒューマン、得意なのは物理戦闘、でも見ての通り小柄なので前衛よりは中衛以降が得意です。武器は槍と弓を状況に応じて変えて使います。魔術は強化を中心に使えますが得意ではないです。よろしくお願いします！」

　ユーノは自らも話しているが小柄だ。百五十あるかどうかだろう。ますます弓や槍が得意とは思えない。この世界は弓も大きな物が主流だからなあ。でも申請用紙だけじゃなく、自己紹介でも言っているから嘘でもないのか？　うーん。

　状況に応じて、とはパーティに合わせてなんだろうか。両方を持って歩くわけにもいかないからそうだろうな。器用さはある、と。あと、元気だな。姉と同じ金髪だけど、活動的な性格を表しているかのように肩にかからない程度の長さにまとめている。

「はじめまして。フスク王立学園から転入してきましたカレンフォルスです。転入してまだ間もないので色々と教えてくださると嬉しいです。種族はヒューマンで、得意なことなどは特になく器用貧乏です。魔術では土が一番得意ですが他の属性もそれなりに扱えます。よろしくお願いします」

　……。

　ヒューマン、ねえ。

　カレンの紹介を聞きながら、他の生徒の反応を観察する。レンブラント姉妹のときの方が五人とも緊張していたように見える。性格が悪いという評判のためだろうな。ジン、予想してた態度と違って気味が悪くなったのかもしれないけど、あの表情は姉妹に失礼だったんじゃないか？

　しかしこの、カレンって娘……。

　魔術で姿を変えている、のだろう。だから他の生徒には全く違和感なく受け入れられているんだ。僕には彼女がヒューマンとは全く異なる姿に映っているから。

　識を見ると彼は僕の戸惑いがわかるのか頷いてくれる。僕と識はわかる、というなら間違いなく幻術による誤認なんだろう。彼女自身が使っているのか何かの道具の作用なのかはわからないが。

　ここでカレンを問い詰めても、講義が一回無駄になるし別に僕が今困っているわけでもないからな。講義が終わったあとか、都合が悪いようなら彼女の今日の予定が終わったあとにでも詳しい話を聞くとしようか。純粋に講義を受けたいだけなら問題はない。多分何か面倒なことになると思うけど。

［というわけでみんな上手くやるように。あと、レンブラント姉妹、先に断っておくがお父上と懇こん意いにしているからと言って加点などは一切ないのでそのつもりで］

　五人にも自己紹介をさせたあと、みなに向かってまとめる。どうせ知り合いだってことはいずれ知れるし、先にしっかり線引きしておかないとね。二人ははっきりと返事をしてくれる。うん、良い娘さん達だ、と思う。

［さて、今日の講義だが予定通りお楽しみの内容を用意している。が、さすがに新しく来た三人には刺激が強い。よって異例ながら二組に分ける。ではシフ、ユーノ、カレンはひとまず待機。他はこっちへ来い］

　当面の説明などを識に任せ、僕は五人を率いて少し離れた場所まで移動する。こっちは後ほど識に任せるけど、最初は僕がやらないといけないからだ。

　五人は表情が硬い。緊張と集中、そんなところだろう。

「先生、今日はいったい何を？」

　ジンだ。何かにつけて実力が全てだと言いながらも、人を引っ張る性格の彼は生徒のまとめ役にもなっている。口はきついんだが面倒見はいいんだよね。年齢も同じだし、出会い方が違ったら良い友人になったかもしれない。

［実戦訓練だ］

「まさか、先生とですか!?」

　五人の顔が見事に歪む。

［いや違う。私がこれから喚よぶ存在と戦ってもらう。何、死ぬ気でやれば死なない。人生は意外とそうできている。最悪、識が治してくれるから安心しろ。全滅したらその回数に応じてペナルティだ］

「よ、よぶ、ですか？」

［ああ、私は実は召喚術を使える］

「も、じゃねえか！」とか「何回全滅する内容なんだ」とか「あとの講義全部休まなくちゃならないのか……」とか。悲痛な台詞が飛び交う。失礼な。他の講師の方にまで迷惑がかかるような真似をするわけがないだろうが。全員、次の講義までに肉体的には無事に出れる！

　ちなみに死ぬ気でやれば意外と死なない、は僕の弓の先生の言葉だ。意外と、という文言が何度脳裏をよぎったことか。今となっては笑い話だけどね実際。……生きているから。

　そうして、適当にモゴモゴ言いながら霧の門を作成、僕の前に霧の塊が生まれる。そしてモヤモヤした霧に影が映り、一体のミスティオリザードが姿を現す。

　生徒達が息を呑むのがわかる。低級なリザードマンでさえ集団戦闘時には脅威なのに、明らかに普通ではない美しい蒼そう鱗りんを持ち、剣と盾、軽装鎧で武装した彼が強敵だと悟ったんだろう。僕は見慣れていたが、それでも光の当たり方によって緑色にも輝いて見える鱗は本当に綺麗だ。

「あの、このリザードマン、見たこともないのですが。いったいどのくらいの強さで……」

　ん、短剣使いの少年だ。直接近接戦闘をしなければいけない彼としては大いに相手の情報は気になることだろうな。だが断る。

［秘密だ。彼と戦った上で、各人で知りえた情報をあとでレポートにまとめるように。他の生徒との相談は認めるが、間違えた点はきちんと自分の減点になって帰るからな。提出した内容は自己責任であることを忘れないように］

「あの、せめて種族名を……」

　弓使いのアベリアさん。そんなこと教えるわけないでしょう？　優れた図書館があるこの学園で。あそこで彼らに関する記述を見かけたことはないけど、ないはずはない。

［秘密だ。彼は私の友人でアオトカゲ君だ。では始めろ。識がこちらに来るまでに死んだら助けられないから気をつけろ］

「今日はよろしくね。ブレスは禁止、力は二割程度に加減してあげて。技術的な手加減はしなくて良いから」

　すれ違う際にミスティオリザードの戦士に耳打ちして囁く。小さく頷いて彼は承諾してくれた。

　早速始まる学生達の死闘の音をＢＧＭにして識と三人が待つ場所に戻る。

［識、説明は？］

「三名には基礎的な講義方針まで説明を終えて待機させています。では私はあちらへ回ります」

［頼む］

「急がないと大怪我しそうですから、失礼します」

　識が苦笑しながら死闘、いやお楽しみ講義の現場に向かってくれた。生徒もこれで少しは安心だよね。

　レンブラント姉妹もカレンも唖然とした様子で向こうの講義を見つめている。さすがに君らにあんなことはさせないから安心していい。

［さて。今日から講義に参加する君達だが、助手の識からある程度の話は聞いていると思う。端的に言えば、使える属性を増やす。速く術を発動できるようにする。それらを有効に扱うために状況に応じた正しい判断が瞬時に下せるようにする。それが私の講義方針だ］

「器用になれ、ということですか？」

　カレンがまとめてくれる。まあ、短く言うとそうだね。でも器用の意味は広いよ。

［そうだ。長所を潰して器用になるのではなく、短所を伸ばして長所も伸ばして、だがな。シフなら水や風、闇属性が当面の課題か。ユーノなら扱いやすい属性の発見と無属性の術を増やす。カレンは器用貧乏だというなら全部だな。当然、三名とも新たに増えたそれら手段を扱いきれる頭も鍛える］

　何をやるのかがわかってきたのか、三人の気配が一気に引き締まる。

［今日は三名で組んで私と戦ってもらう。戦うと言っても、君達が私に攻撃するだけだ。どんなことをしても良い。その中で君達の戦闘の傾向と課題を伝えていく。この通り筆談なので見逃さぬようにな。指摘した点が改善されていないときには二度目から攻撃を潰す。怪我をすることも考慮しておけ。では五分後に始める。用意をしろ］

　他の生徒でもやったことだ。最後の方はみんな絶望した顔になるんだよね。言ったことに対応するって言っても、すぐに修正できることとできないことがあるし。その内、対応できない点を指摘されるようになって同じ攻撃ができなくなって手数が少なくなりゼロになる。生徒の攻撃の引き出しを予想して、交戦時間と講義の残り時間を計算するのがなかなか難しいんだよ。

　五分後。

　まあそうなるか。三人の配置は予想通り。前衛なし。反撃が妨害以外にないとするならわざわざ三人とも不得意な前衛は選ばないだろう。

［来い］

　短い文字が引き金になる。三者の内、カレンとシフの詠唱が始まる。声高らかにだ。既に僕には彼女達が使う魔術の大体の規模が想像できた。詠唱魔術は威力と引き換えに結構犠牲にするものも多いよなあ、やっぱり。

　ユーノは早速一撃目の矢を僕に飛ばしてくる。槍ではなく弓だ。魔術に巻き込まれることも考慮したんだろう。相手の反撃があるなら、姉を守る意味で槍を選択したのかもしれない。

　矢は僕の肩口に飛んでくる。視線は僕の胸に向いていたから、なかなかの命中力だ。少ししかずれていない。だけど、元々腕力が乏しいんだろう、威力が低い。ついでに飛び道具だから魔力の強化がそんなに加えられていない。

　当然、障壁に阻まれて矢は弾かれる。

「ええっ!?」

［威力が弱い。話にならん。もっと力を込めろ。それと、胸を狙ったならその程度の距離で外すな］

　もっとも、次に同じことをしてきたら障壁で弾く前に処理するだけだけど。今日は焼いてみるか。

　二撃目。溜めがあったお陰で威力は上がっている。依然として低いけど。まず筋力の強化が必要だな、この娘は。矢に魔力を纏わせるのに必死なのか肉体強化がおろそかだし。あれじゃあ荒野では通用しない。もっとも、実家が近いからと言ってレンブラントさんのお嬢さんが荒野で戦うこともないだろうな。

　とりあえず、もう一度障壁で弾く。

「ううっ!?」

［肉体強化と矢への魔力付与はセットで考えろ。次からは焼くぞ］

　お、魔術か。シフとカレンだな。

　カレンはもっと早く組めそうな感じだったけど、シフにわざと合わせたかな。同時攻撃の方が対処は難しいし。もちろん、互いの術の干渉もあるから一概には言えないけど。

　狙ってやったなら腕に自信があるんだろう。

「デム・レイ！」

「フロストブレイク！」

　火と水か。カレン、合わせる気でやったなら結構チャレンジャーだなあ。

　だけど、どちらの魔術も組成の過程は詠唱を聞いていた段階で殆ど判明しているから、当然どんな術かもわかってしまう。

　シフの放ったのは熱線、だと思う。標的を貫くのが目的の術だろう。それに防がれても最終的には線上に爆発が起こるっぽい。

　カレンのは多分周辺ごと相手を凍らせて砕くんだろうな。今回はシフの術のあとに発動するのか。今周囲に集まるのはカレンの術による冷気なんだと思う。

　シフの術を障壁で受ける。力が蓄積していくのがわかる。爆発。予想通り、そよ風程度に軽減された余波が顔を撫でる。部分的な障壁で防ぐとこういう副産物は仕方ない。

　カレンの術が絶妙の時間差で完成形になる。

　上手い！　初めての相手の術に合わせたとは思えないね。センスがあるんだな。

　甲高い音で僕が氷の中に閉じ込められた。

　正確には僕の体から少し距離をおいて氷が辺り全部を包む。見ればユーノも限界近いくらいに弓を引きながら、放つのを我慢している。偉い、無駄撃ちにならないように頑張って狙っている。

［上手い。術の時間差はカレンのセンスか、大したものだ。シフの術も爆発による目潰し効果まで見込んでよく考えられている。課題はシフについては速──］

　カレンの声に反応してまだ僕が説明途中だったというのに、氷の檻が派手に砕け散る。

［シフについては速度、あれでは遅い。熱線を高速化するか追尾させると良い。カレンについては相手に発動を知らせてしまう周辺の変化が目立つこと、それと威力だ。あれでは命中は難しい。苦労して当てても威力も今一つ低い］

「あんな小さな障壁で防ぎきるなんて!?」

「……周辺変化も隠したし、威力だって良いできだったのに」

［ユーノ。指摘した点が改善されていない攻撃は潰すと言ったはずだな。もうやれることがないというのなら槍でも持って来い。打ち合わせして仕掛ければ後ろから撃たれることもあるまい］

　隙を突いたつもりか遅れて横から飛んできたユーノの矢を炎で焼く。僕の障壁に防がれることなく、突如焼かれて燃え尽きた。あれだけ弓を引き絞った状態で走って場所を移動したのは中々凄かったけどね。

「ま、まだまだ！」

「次こそ！」

「少し、本気で行こうかしら」

　シフ、ユーノ、カレンには完膚なきまでの敗北経験になるだろう。でも挫折は早い内に経験して再起した方が良いと思うから。

　もう一度やる気になれたら、来週もまたおいで。

　僕は手加減なく三人の攻撃を防ぎ、潰し、指摘し続けた。




［では、今日の講義はここまで。次の先生の講義に遅れないように］

　五人の屍しかばねと三人の廃人予備軍に講義の終了を伝える。いやあ潰したなあ、今日は。僕の方はラスト五分は三人とも殆ど何もできない状態になっていた。

　識が見ていた方も、ミスティオリザードにそれはもうボロボロにやられたらしい。実戦に不慣れな所為もあるんだろうけど、四回程全滅したと報告を受けている。つまり識が一旦戦闘を止めて四回仕切り直してなお、ぼこぼこにされた模様。アオトカゲ君がトラウマになってないと良いけどな。彼には今後もリミッターを外しながら折に触れてお相手をしてもらうんだから。

　みんな頑張ってくれ、アオトカゲ君はまだ劇的な変身をたくさん残しているぞ。

［ああ、カレンフォルス。君に少し用があるのだが、このあとの君の予定を聞きたい］

「きょ、今日は先生の講義だけですが」

　お疲れ気味ながら。待たせることなく答えてくれる。今日はこれで終わりだったか。朝一だけとは優雅な。でも都合が良い、朝は暇な生徒を呼んで昼食でもと思っていたけど、今回はカレンだけ誘って識と三人で食事に行くとしよう。レンブラント姉妹は、あとで事務室で住まいを聞いて挨拶に行けば良いや。

［それは良かった。気になる点があってな］

「ま、まだ何かあるのですか!?」

［ああ、幸い時間もあるようだ。付き合え］

「……は、はい」

　良し。

　その意思を確認するとカレンを半ば引き摺ずるように僕はフィールドをあとにした。いつもは五人の生徒と反省会をしてから時間ギリギリまで鍛錬という流れだけど、今日は少し早めに終わる。

　五人の方がだいぶ弱っていたからねえ。

　こんな風に言うのも何だけど、彼らも陰口が叩きたいんじゃないかと思う。何となく目から察することができた。よって僕は優しい識にフォローを任せてこの場を先に退くことにした。

　上のいない場所で愚痴るのも下の息抜きには必要だよね。実際には、優しいはずの識が全部僕に報告しているわけだけどさ。

　まあ、存分に愚痴ると良いよ。再来週はまたお楽しみ講義だから。

　カレンが僕の笑みに気付いたのか、ビクリと体を震わせた。





　　　　　◇◆　識　◆◇






「識さん!!　もう、遂に、とうとう死ぬのかと思いました！」

「トカゲコワイトカゲコワイトカゲコワイ……」

「あのリザードマンは何!?　馬鹿みたいに避けるわ速いわ強いわ硬いわ！　レポートなんて全部凄いで終わりじゃないのよおおお!!」

「もはや、竜だ……」

「ならあの人はドラゴンサマナーかよ。いやそんな可愛いレベルじゃないよな。俺、あの人とドラゴンサマナー、どっちを敵にするか聞かれたら迷わずドラゴンサマナー選ぶわ」

「お姉ちゃ～ん」

「ユーノ、情けない声を出さない。よ、予想の範囲内よ……多分！　ライドウ先生なんだから！」

　やれやれ。真様の仰った通りになったな。

　学生達を見て、心の中で嘆息する。

　私から見てもミスティオリザードは相当手加減していた。武装は彼らが本来使っている物ではないし、ブレスは水・風どちらの属性も使用することはなかった。彼らが本来誇る俊敏さは見る影もないし、最大の持ち味たる集団戦闘の妙も当然ない。

　はっきり言って、今日の彼は荒野にいる弱い方の魔物と同等と言ったところだろう。だというのに、将来を有望視されるヒューマンの若者が五人がかりで挑んで、私が四度も全滅判定を下すようになるとは。まったく、嘆なげかわしいな。

　真様はボロボロにされるだろうと見事に現状を予想されたが、私はいきなり合格とは言わないまでも、それなりにやるのではないかと思ったのだがなあ。どうやら、真様の命とはいえ彼らに優しく接する内に評価まで甘くなっていたようだ。反省せねば。

「まあまあ、ライドウ様もリザードマンの彼もあれでだいぶ加減しておいでなのですよ？　みなさんに越えられない壁など設定される方ではありません。それは私が保証します」

「絶対嘘です！　識さん、ライドウ先生はどう考えても楽しんでいると思います！」

「ジン、そうは言いますが貴方の動きは本来の物ではありませんでしたよ？　相手がモンスター、しかも格上の実力の持ち主ということで少々緊張していたのでは？」

　緊張、というよりは萎い縮しゅくだろうな。まだミスティオリザードは威圧の叫びさえ使っていないというのに。未熟なことだ。

「それはっ……確かに、そうかもしれませんけど」

「もちろんライドウ様が厳しいのは事実です。それだけ……みなさんに期待しているのでしょうね。私としては少し羨ましい程ですよ」

「識さん、虐められる方が燃える性た質ちなんですか？　だったら私も……」

「違いますよ、アベリア。ただ、私も久しくあの方に期待されるなどありませんのでね。一つ一つ課題を提示されるみなさんに少々羨せん望ぼうに似た思いを抱いているのかもしれません」

　感謝はいつも口にして下さるのだが、真様が私に課題などを提示されることは少ない。そういう関係ではないと言われればそれまでだが、学生と接する主あるじを見ていると少し、私も羨ましく感じることはある。

　口々に出てくる真様や講義への不満を時に叱り、訂正し、宥め、同調し、慰めながら彼らをあやしていく。もうだいぶこの作業も慣れたな。今日はさすがにいつもよりも泣き言が多いが。

　だが、新しく参加したレンブラント氏の姉妹二人からはそれらしい不満などは出てこない。初参加で真様に散々挫折を叩き込まれたはずだが？

　二人は呼吸を整え終え、今は装備の点検をしていた。

「シフさん、それにユーノさん。どうでしたか？　続けられそうですか？」

「あ、ええと。識さん、でしたよね。大丈夫です。私もユーノも来週からも来ます」

「うん、これからだよね！　絶対続けるんだから！」

　おや、驚いた。フォローが要らない様子。なかなか芯が強いのだな。瞳に宿る意思が挫くじけていない。いや、もう立ち直り始めているのか。どちらにせよ、やわな性格でないというのはこちらも楽で良い。

　うむ、噂では困った姉妹のようだったが、当てにならんな。これは教え甲斐もありそうだ。

　夕刻か夜になるだろうが、真様と一緒に今度は商会のお得意先の娘としても会うことになるだろう。良い関係を築けそうに思う。ああ、そうだ。事務室で二人の住まいも聞いておいた方が良いな。真様は恐らく、直接ゴテツに向かわれただろうし。

　見れば五人も集まって強敵の分析を始めたようだ。困った子達だ、これは次の講義へは出ないつもり満々だな。

「シフさん、それにユーノさんも意見聞きたいんだけど、良いかな？」

　アベリアが二人を誘う。直接戦っていなくても自分達がミスティオリザードに感じた印象への意見が欲しいのだろう。二人の迷惑を考えていないが、まあ意欲は歓迎できる。

　講義の前にあった、わだかまりのような感情は今の五人には見えない。互いに酷くやられたということもあるのだろうし、これで完全に打ち解けるとも思えないが、関係を持つ上での切っ掛けにもなりそうだ。悪い噂よりも今自分達に必要だと思うことを信じて実行できるのは、若さ故だろう。

「ええ、私達で良かったら是非！」

「念のために次は空けておいて良かったね、お姉ちゃん！」

　なるほど、一応厳しいと噂される講義への対策は初めてなりにしていたわけか。しかし実に真っ直ぐに笑う。これで腹黒なら天性の魔性としか思えぬが、恐らくは噂が間違いなのだろう。

　本格的に真様のお楽しみ講義についての検討が始まった。真様から助言はしないように言われているので、私は黙っておくしかない。意欲があるのは、学徒として好ましいことと思う。ひよこなりに上を見ようとしている姿は健気でもある。

　そういうことならば仕方がない。次の時間の講義へ参加しないことについては今回は大目に見てやるとしよう。

　私は何も言わずに去り、事務室で用事を済ませてから真様と落ち合う場所へと向かう。

　ここからは少し、嫌な話になるかもしれない。穏やかであろうと心がけた笑顔が少し強張るのが自分でもわかる。

　──あの女、いったい何の目的でこの学園都市に訪れたのだろう。
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［ここだ］

　ゴテツに案内する。開店直後に訪れたこともあって客はまだ誰もいない。あと一時間程で昼食の客で賑わうから、今は嵐の前の静けさ、だね。

　クズノハ商会に連れて行っても良かったんだけど、一応僕達の拠点だから素性の怪しいのはいきなり連れて行きたくなかった。なので、当初から食事に来る予定だったこのゴテツで話をすることにした。

　識が生徒のフォローを終えてレンブラント姉妹の住所を調べてからここに来るとして、丁度昼頃になるかな。鍋の注文は彼が来てからにしよう。先に食べ終わってしまっても彼に悪い。

　界でしっかりと防音を施す。これで中の会話が外に漏れる恐れはない。

　ふうん、彼女は僕が界を展開したことに気付いた様子がない。なるほど、彼女達にも界を感知できないんだ。

　この女生徒のことは改めて資料を見て確認した。やっぱり、怪しいと思う。

「ライドウ先生、そろそろお話し下さい。気になる点とは何でしょうか？」

　カレンは講義で疲労困憊だった表情を、表面上はそれを感じさせない冷静な仮面で覆って僕を正面から見据える。実際にはそう短期間で精神の疲れなんて癒えるものじゃないから無理しているのは明らかだ。ただ、同年代の生徒に比べてそうした技術が身に付きすぎている、と思う。

　それに彼女の実力もだ。これまで学園であった中ではトップクラス。いや学生として考えればその実力に違和感がありすぎる。慣れない相手との連携、それに術の威力と詠唱速度。潰しながら挑発して引き出してみたけど、おそらく全部は見せていない。それは、これから僕が受講しているジン達に教えようとしていることであって、この学園でもひどく異端な姿勢だ。〝実力を隠す〟なんてね。識からも短く気をつけるように念話を飛ばされたし。あいつはこの娘について何か訳知りなのかもしれない。

　ある程度は講義でやりこめたとは思う。後半は少しむきになったのか、姉妹に気付かれないレベルで色々と仕掛けられた。本気を隠した状態でさえ、力は頭一つ抜けている。

［実は君の実力がどうにも不自然でな］

「私の力が？」

［ああ、学生レベルではない。それどころか、明らかに実戦に慣れた者の魔術の使い方だ］

「私、国では一応軍属の魔術師です。討伐任務も何度もこなしてきています。お疑いなら詳細な所属もお話しします」

　すらすらと言い淀むことなく経歴を答えるカレン。王国軍なんちゃらかんちゃらと結構長い名前を誇らしげに語ってみせる。

　経歴自体は本当に存在するのかもしれない、これだけ自信満々に言うのだから。彼女の目的がどれほど前からどの程度の規模で計画されていたかにもよるんだろうけど……。

　僕が思うに、多分、彼女が語る経歴を持つカレンフォルスはもうこの世の人ではないのだろう。そして、今彼女が幻術で偽っている姿は、その彼女の容姿そのものなんじゃないか。

　入れ替わり。

　周到に中小国に入り込んで出世して、王立学園に入って軍属になりロッツガルドに転入なんて経歴を作るより、そういう経歴の人物に成り代わる方が容易だと思う。特に、その人物が故郷を離れる場合などは。

［私は、君がカレンフォルスなのかを疑っている。カレンフォルスの経歴は読んだ。君の言った通り、偶発的な事情で従軍の経験があり、その立場は今も維持されている］

「そこまでご存知なのに、何をお疑いなんです？　私は正真正銘のカレンフォルスです。あ、もしかして先生、そんなことを仰って私のことを色々知りたいだけだとか？　もしそうだったら私──」

［やはり不思議だ。普通、本人なのかと疑った者にそんな対応をするか？　もっと怒りを見せるものではないか］

　カレンの言葉を遮る。別に彼女に怒りを覚えた訳ではない。ただ、いつまでもその姿で演じ続けるというのは、死者への冒ぼう涜とくではないか。

　もしかしたら僕の予想が全部外れている可能性もある。でも、彼女の態度は限りなく黒に近い。

「あまりに荒こう唐とう無む稽けいだから怒る気も起きなかっただけです」

［偶発的な事情による従軍、この辺りでカレンフォルスと成り代わったのか？］

「ふふっ、先生。力は確かに凄かったです。でもこんなわけのわからないお話ばかりなさる方だなんて思いませんでした。私、先生の講義にはもう出ません。食事も結構です、失礼します」

　表情に余裕を保ったまま、カレンは向かいの席を立った。

［カレン、なぜ私が君を疑ったのか、気にならないのか？］

　普通、本人かなどと疑われたら理由が気になるものじゃないだろうか？　聞かずに立ち去ろうとするだろうか？　なのに彼女は追及するどころか話題を逸らそうとしたように、僕は感じた。今も、立ち去ろうとしている。

　彼女は立ったまま、感情のわかりづらい曖昧な笑みを浮かべていた。さっきは余裕と受け取ったけど、交渉事における技術の一つなのかもしれないな。

「……確かに。実力が不自然だと思われただけで別人だというのは乱暴な気がします。理由、教えてくださるんですか？」

　もちろんだ。そこまで話すつもりで食事にかこつけて誘ったんだから。

［君が偽っている姿が私には透けて見えるからだ］

「ふふ、それって私には本当の君が見えるって口説き文句ですか？」

［言葉通りの意味だ］

「御免なさい、折角ですが告白はお断り──」

［角はなくともその青い肌、魔族が学園に何用だ？］

　カレンの言葉が途中で止まる。驚きで一瞬目が見開いたのを僕は見逃さなかった。すぐに魅力的な笑顔を作ったのは取り繕うためだろう。

　ツィーゲと学園都市で、クズノハ商会にスパイが入り込もうとしたことは実は何度かある。そのときに実践で巴先生と識先生に色々とスパイの手口や習性を教えてもらっている。僕自身にはピンと来ないんだけど、この手の態度は大抵動揺を悟らせず、自らの内心を落ち着かせて立て直すため、らしい。

　この様子だと、このまま逃げるってことはないだろう。識が来るまで時間を稼げそうだな。大人しくあいつが来るまでご飯でも先に食べていれば良かったかもしれない。内心、結構焦った。

「ご冗談を。私のどこが魔族なんです？」

　くるりと回ってみせるカレン。だがその姿は、意識的に術の影響を受けない限り、僕にとっては青い人そのものだ。

［全てだ。青い肌、赤い目。髪は金髪。ヒューマンには見えないな。言っておくが、私に下手な幻術などは効かない］

「……」

［カレンを殺して成り代わった。間違いないか？　角のない珍しい魔族よ］

「……」

　無言ながらカレンが僕の書き出す文字の後半部分にわずかに反応した。表情を作る筋肉が少し震えた、ように見えた。ならここは。

［私の質問に答えてもらいたい、角なし魔族］

「……まさか、こんなに早く、しかも真正面から見破られるなんてねえ。ライドウ、か。変な講師がいたものねえ」

［認めるんだな］

「ええ、私の目的なんて教える気はないけど、私はカレンフォルスじゃないわ。正解。でもね」

［何だ？］

「私を二度と角なしなんて呼ばないで？　殺すわよ」

　カレンの仮面を外した女魔族の輪郭から、ぼやけたような何かが消える。多分、擬態を止めたのだろう。そして入れ違いに放たれる強烈な殺意。ソフィアより幾分マシだけど、女性の怒りというのはどうにもそれだけで苦手だな。

　女の強い家に育ったから苦手意識は今更どうにもできない気もする。まあ受け流せないでもないから今はスルーしよう。

［カレンは、やはり？］

「ええ、ご推察の通り。でもやったのは私じゃないわよ？　カレンって娘のお仲間の仕業。私はその娘の経歴が都合が良かったからいただいたってわけ」

［そうか、仲間が。カレンフォルスも哀れだな］

　実際、彼女がどのように死んだかはあまり興味がなかったりする。予想通りの結果だったというだけで、僕とカレンは面識もないんだし。ヒューマンが同じヒューマンに殺されるのも、そんなに珍しいことじゃない。現代でも、人を殺すのは大抵人だ。

　聞くまでもなく、目の前の魔族が、その場に居合わせた者をどうしたのかは想像がつく。ヒューマンと魔族は戦争をしているんだからな。

「あら、意外と冷たいのね。まあ、カレンって娘も神童なんて呼ばれていた反面、それなりに恨みを買っていたみたいね。ね、私も聞いておいて良い？　貴方ってヒューマン？」

［意図がわかりかねるがヒューマンだ］

「へぇ、ヒューマン、ねえ……。まあ色々あるわよね。でも珍しい、魔族と見れば問答無用で目を血走らせるのが貴方達の常なのに」

［私は］

　ああ、もう面倒くさい！

「僕は人種差別反対派でね。肌が青くても関係ない、意思疎通さえできれば人じゃなくても拘こだわらないから」

「……っ!?　貴方、魔族の言葉を扱えるの!?　でも、ジンシュサベツハンタイハなんて言葉は初耳ね。貴方の言葉から判断するなら、言葉さえ交わせるなら外見は気にしないって意味かしら？」

「まあそんなところだね。それで、僕は君を何て呼べば良い？　カレンってのは勘弁してね、死者の名だし。まだまだ聞きたいことはあるんだ」

「その必要は……ないわ」

　女は少し残念そうに目を細めた。哀れむようにも見える。表情の変化に伴って肩をすくめる様子が、彼女の色気の割に可愛らしく、ついつい見とれた。

「？」

「魔族とも普通に話すヒューマンって結構、ううん、かなり興味はあるんだけどね。わかるでしょう？　私は貴方を処理しないといけない。仕事の邪魔になるものね。だから名前も教える必要はないのよ」

「その女の名はロナ。家名は捨てています。魔王軍の魔将の一人ですよ、ライドウ様」

「っ!?」

「識か」

　高まる室内の殺気を第三者の声が打ち消す。立ち上る夏の熱気を打ち水が散らすように。それが瞬間的なものであることもまた、打ち水に似ていると感じた。識の存在と言葉を確認したロナからは、早くも戦闘の気配がしつつある。

　遅かったな。でもこれでようやく、色々と話すことができそうだ。識の奴、やっぱり彼女を知っているようだ。

　ロナ、か。家名を捨ててとか角がないとか、ミステリアスな雰囲気の女性だなあ。学園の制服、アダルトな彼女が着ていると正直コスプレにしか見えないし目のやり場に困る。若干崩して着ているから余計にそんなことを考えるのかもな。

　そして魔将とはね。魔族の陣営にいる人、という意味では僕と魔族の初顔合わせってことになる。

　やっぱ、厄介事だったなあ。

　殺気は減じたものの緊迫が続く室内を、識が靴音を響かせて卓まで歩を進め、着座する。元々僕は座ったまま。ロナさんはカレンの姿で立ち去ろうとした際に立ったままだ。

　識の視線に根負けしたかのようにロナも小さく息を吐くと再び席に着いた。

　こうして、ゴテツで奇妙な会食が始まった。
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「クズノハ商会、確か少し前に開店した雑貨店ね。アイオンのツィーゲにも別店舗、いえ出張所があるのよね？」

「よくご存知で」

「よく言うわよ。ライドウ、貴方講師やっているときの筆談とだいぶイメージが違うんだけど？　どっちが地？」

「こっちです。識、悪いけどその鍋もう少し離して、甘い匂いがこっちまで漂ってくる。で、ロナさん。良く言うとは？」

「よくご存知、ってこと。私の名前なんて本当に一部にしか知られてないって言うのに。できたばかりの商会の情報収集能力が下手な国家を超えるって何よ？　ちょ、これ美味しい」

「おうあっ！　ロナ、貴様それは私が大事に育てた食べどきのっ！　魔族が青い物を食うな、共食いだろうが！」

「気安く呼捨てにしないでくれる？　それと青いから共食いとか初めて聞いたわ。あ、これもいただき。んー、美味しい！」

「赤ければ良いというものではないっ！　お、おおお……。貴様、これを最後の食事にしたいのか？」

「まあまあ、識。追加で頼めば良いからさ。あ、ロナさん。こっちの鳥も食べ頃ですよ」

「ライドウ、気が利くのね貴方。塩加減も最高！　これ、作り方覚えて帰ろうかしら」

「ライドウ様ぁ……」

　結構混沌としているゴテツ個室内。

　鍋の作法など知る由もない魔族ロナさんは鍋料理が気に入ったようなんだが。しかし識とはなかなか相容れないようだ。識、お前率先して鍋を注文して食事でもしながら、と提案した癖に見事に一番苦しんでいるのはどういうことだよ。

　泣きつかれてもどうしようもないだろう。追加注文はして良いから情けない声だすなよ。

　識はロナさんをそれなりに見知っているようなんだけど、正体を明かす気はないのか元の存在を教えなかった。彼女から見れば識はかなり警戒すべき相手に映っているかもしれない。表には出さないのはさすがだと思う。

　本当に気に入ったのか、最初に頼んだ鍋の中身はあっという間に空になり、結局追加注文も含めてまずは食事を優先することになった。

「はああああああ、食べた！　久しぶりに心行くまで食べたわあ！」

「じゃあ、話の続きといきましょうか」

「話、ねぇ。と言っても二対一じゃ殺すというのも困難だし、私不利すぎない？　まずはクズノハ商会のことを知りたいかなあ」

「同じ条件で始まる話し合いなんてそうそうありはしませんよ。大体ロナさん、慣れてるでしょう？」

「むぐむぐ、そうだぞロナ。策謀だの陰謀だのトラップだの騙し合いだの。貴様の得意分野ではないか」

　識、ようやくまともに食べ出したか。空気が読めてないけど、ゴテツの鍋は彼にとってソウルフードだ。黙認しよう。

「……本当、どこまで知っているのかしら。ツィーゲに出張所があるって言っていたから……荒野で誰かが尻尾を捕まれたの？」

「へえ、荒野にも魔族の作戦が進行しているんですか。それも初耳ですね」

　大体、ロナという名だって識が知っているだけで、僕らにそこまでの情報収集能力は構築できていない。

　巴が何か暗躍しているから、店舗がある場所では近々それなりの情報収集体制を構築できそうだけど。

「クズノハは、アイオンの情報機関なのかしら？」

　ノーコメントか。

　ああ、ツィーゲは一応アイオンに属する都市だったっけ。派遣されてくる役人が限りなく無能で、実質商人の自治都市になってるからあまりそんな感覚がなかった。あそこは実質商人ギルドと冒険者ギルドで運営されている気がする。

「まさか。僕らはどこにも属していません。……ヒューマンにも、魔族にも」

　だから学園に店を作ろうと思ったんだ。口に出したのは初めてだな。

　さすがにこれまで魔族の軍に属する人と話したことはないから、精々国に縛られない商売がしたいとしか言ってない。

　多分、レンブラントさんとかもヒューマンの範囲内で、としか受け取ってないと思う。僕は誰に物を売るのか、それを種族で区別しようとは思わない。

「ヒューマンなのに、ヒューマンに属さない？　自分が何を言っているのかわかって言っているの、ライドウ？」

　ロナさんは困惑を微かに帯びながら、僕の真意を探ろうと目を合わせてくる。

「既にそちらに付いているヒューマンだって何人かいるでしょう。そう驚いたことでもないかと。僕は彼らより中立なだけですけど？」

　何人か、なんて嘘だ。ソフィアしか知らない。

「……本当に、参るわね。まさかこの戦争で私達より情報を握っている勢力があるなんて思ってもみなかった。ヒューマンにも作戦とか戦術とか戦略を考える者がいたのね。情報の価値に気付くのすらあと五十年は先だと思っていたわ」

　五十年って、ロナさん、ヒューマンはお猿さんじゃないんだから。戦争が完全に終わってる頃なんじゃないのか？

　図書館で本を読むたび、僕も彼女と似たような気持ちになったことはあったりするから強くフォローできないな。

「ヒューマンもそれぞれですよ。で、手広く商売をしていくに当たって、僕達の店舗第一号があるこの都市に潜入している貴女の目的が気になっているんです。是非知りたいですね」

「ライドウ、そんな恐ろしい顔しないでよ。正直、情報面でこちらがだいぶ不利な時点で、私にはもう逆らう気なんてないわよ」

　すっかり戦闘モードを解除して学生服コスプレのお姉さんが机に両肘を突く。

「と言って殊勝な顔をしては、魅了だの色仕掛けだの、果てには薬や危険な魔術を仕込むのさえ厭いとわない女め狐ぎつねですので。ライドウ様、油断なされぬように。む、美味美味。半煮えなど邪じゃ道どうと馬鹿にするものでもないな。新発見だ」

「……ほんっと。やり難にくい。何？　クズノハ商会には私の履歴でもまとめてあるわけ？」

「ご想像にお任せします。それで？　まあ信じてもらえる根拠はないですが、僕は貴女の敵ではないかもしれませんけど」

「……さっき、中立って言ったわよね？　まさかとは思うけど、貴方、この先起こる戦争でヒューマンからも魔族からも利益を得るために、両軍に死を振りまく商人にでもなるつもり？」

　ロナさんの目が一層鋭さを増す。一度は消えた殺意が再び内に潜むのが容易にわかる。

　なるほど、魔将、か。

　この女性は間違いなく魔王を王とする魔族の軍の将軍なんだな。

　立ち振る舞いはどうあれ、自らの所属する勢力に忠実なのは個人的には好きだ。こういう彼女を従える魔族の王に興味も湧く。

「僕達には戦争に武器を提供する予定はありませんよ」

　今のところね。まあ、予定だけじゃなく気持ちも本当に今はない。

「そう」

　小さく首を縦に振ると、ロナは両肘を机に置いたまま顔の前で手を絡ませて組み、俯うつむいてその影に顔を隠した。

　会話が止む。識が鍋をつつく音と、食べる音だけが部屋を支配する。

　僕達との関係を前向きに考えてくれているのだろうか。いいとこ利用できる存在止まりかもしれない。それでもソフィアより話ができる女性だと思う。

　良い具合にこっちの能力を勘違いしてくれている今が話をする好機なんだ。はっきり言って本職の諜報担当を相手に、まともに交渉できるだけの話術も能力も僕は自信がない。危なくなれば識にタッチする気でいる。

　彼女の結論を待つしかない、な。

「……ふぅ。つまりライドウは魔族にも物を売りたいのよね？　私をその足がかりにできれば嬉しい。でも私がここで何か企んでるとそもそもせっかく順調なここの商売に影を落とすかもしれない。だから私の目的を探りたい」

　その通り。まあ魔族に物を売る足がかりがどうこうは急ぎではない。今回でなくても良いと思っている。大事なのは後半。僕らの邪魔はされたくない。

「ええ、そうです」

「やっぱりか。戦争の行く末やどこかの国の害じゃなく、貴方達の商売の邪魔を、なのね」

　う。ロナさん、後半は確かそう言ったか？　彼女の表情が硬くなる。

「……ですね」

「わかったわ。信用はまだできないけど、意向についてはわかった。ならここは、まずお互いを知ることが大事よね」

「知る？　しかし情報は」

　どういう意味？

「言っておくがロナ。ライドウ様と体を重ねたりしたら、これは本当に純粋なお前への忠告だが、一生後悔することになるぞ。恐らくは私にも災さい禍かが降りかかると思われるので、全力で邪魔をさせてもらうからその気でいろ」

　識が箸を止め、大真面目な顔でロナさんに、静かに、ゆっくりと言い含める。

　体を重ねる……。ああ、知るってそういう。

「とことん呼捨てにし続ける気のようね、識」

「お前に呼捨てにされる謂いわれはない」

「その言葉、そっくり返すわ。ったく。知るって体の意味じゃないわよ。別にそれもお望みなら良いけれどね。力や考えを知っておきたいの、少しくらいはね。講義のあれじゃあお互い参考にならないでしょう？」

「はっ。あれでライドウ様の深しん淵えんなるお力の一端にも気づけないとは、不感症か貴様は」

「あー、で、具体的には僕達に何をさせたいんです？」

　不毛なやり取りが続きそうなので割って入る。ロナと識の漫才は、まあ無視だ。

「信じるも信じないも勝手だけどね。私がここに来た目的は──」





　　　　　◇◆◇◆◇






［というわけでね。ライム、悪いけど探ってもらえる？］

「喜んで！　すぐに尻尾を掴んでやります。ホントなら胸糞の悪い話でさあ。ではっ」

　ライムが即答で僕の願いに応じて部屋を出る。ほぼ同時にクズノハ商会から二つの気配が消えた。森鬼のアクアとエリスだな。彼女達も探索に加わってくれるようだ。

「あの女の言うことは何事も疑う方が無難ですよ、ライドウ様」

「識。見知った仲みたいだったけど、昔の知り合い？」

「ええ。主に情報のやり取りをする協力者、だったのですが。何度利用され面倒に巻き込まれたことか」

　識の表情が苦く悶もんに歪む。この様子だと結構酷い目に遭っているんだな。

「タイプとしては澪殿に似ているかもしれません。詳しくは知りませんが、魔王に並々ならぬ恩があるとかで、病的な忠誠を誓っています。力では及びませんが、凄く頭の回る狡ずるい澪殿のように考えていただければ問題ないかと。あ、これ澪殿には内緒でお願いします」

　凄く頭の回る狡い澪って……。

　詰むな。僕なら。間違いなく心が破綻すると思う。

　魔王って男としても僕なんかより相当器の大きな人物らしい。断片的な情報から想像するだけでも優れた君主のようだし、できる男なんだな、きっと。ん？　魔王が女である可能性もあるのか。そういえば、情報が殆どないな。

　そして識。びくびくするくらいなら別のたとえにすれば良かったのに。まあ、実にわかりやすかったのは確かだ。

「ロナさんか。結局、この一件が解決するまではカレンフォルスとして学園に通うらしいね」

「こそこそと動き回るでしょうな」

「クズノハ商会にはノータッチと言ってくれたけど、識の言いようによると信用できない、か」

「はい。あの者は呼吸するように嘘を吐つきます」

　どんなだ。間髪いれずにその答えって。

「一応、彼女の反応を常に捕捉しておいてくれる？」

「もとよりそのつもりです。今日はもう宿舎へ戻ったようですね。奴め、見事に監視されているとも気付かずに寛くつろいでおります」

「……詳細に覗くのは程々にね。現在位置や動向だけ把握できれば良いんだから。それじゃ僕達はお土産でも持ってレンブラント姉妹に挨拶に行こう」

「っと、そうでしたな。ご案内致します。手土産はカットフルーツだけでよろしいのですか？　花束などは……」

　そうか。見舞いにも行ってなかったから（というか面会させてもらえなかった）、花もあった方が良いのかな？

　果物籠かご盛りのイメージでカットフルーツだけ持って行こうとしていたけど、考えてみればこれ、僕の店で扱っている商品なんだよなあ。ただの宣伝になっちゃう。

　いや、でも評判は良いんだし……。

「あの、ライドウ様」

「ん？」

「よろしければ、私が適当に見繕っておきましょうか？」

「……ごめん。お願い」

　何を悩んでいるかあっさり見抜かれていたみたいだ。識、いつもすまないねえ。

　十数分後。

　結局、僕は識にお任せして果物と、道中で買った花束を持って姉妹の部屋に向かった。

「ねえ識、レンブラント姉妹の部屋だけどさ。これって貴族寮の中だよね？」

　それもかなり高級な。レンブラントさん、相当娘を溺でき愛あいしているな。

「ええ。そのようです」

「いくら僕が臨時講師だからって、事務室の人も良く教えてくれたね。一般生ならまだともかく」

「……頑張りました」

　が、頑張った？

「頑張ったのか」

「はい。後遺症が残らないように、なかなか骨の折れる作業をば」

「……」

　聞かなかったことにしよう。

　臨時講師の身分を明かした上で、宿舎の入り口で姉妹の在宅と来訪の許可を確認。さすがに忍び込むのはまずい。たかが完治と復学を一言祝うだけでサプライズも大おお袈げ裟さだしね。

　二人は同室で、部屋にいることも確認された。僕が訪ねたいと来ている旨を伝えてもらうと快かい諾だくしてもらえた。管理人さんに渋い顔をされながら、僕達は貴族寮の中に入って無事に部屋の前まで辿り着く。

　ノックをすると何かばたばたと音がして、そして足音が近づいてきた。

　ドアが開いた。

［シフさん、ユーノさん。ご病気の間はお見舞いもできず申し訳有りませんでした。講義の際に名乗りはしましたが改めて。お父上にお世話になっている、商人のライドウです。すっかりご健康を回復されたこと、お祝い申し上げます。こちらは遅くなりましたが私どもの気持ちです］

　一応、考えていた言葉で姉妹の健康回復を喜び、かつ軽く自己紹介する。

　識から大きめの容器に詰めてもらったカットされた果物と花束を受け取り、出迎えてくれた二人に渡す。

　二人とも、今は制服を脱いで私服姿だった。意匠は異なるものの、恐らく二つで対になるような凝こったデザインを施されたワンピースに身を包んでいる。高そうだな。オーダー品だって一目でわかる。

　満面の笑みで花束と果物を受け取ってくれた姉妹に強く招かれて僕らは部屋の中にお邪魔することになった。別に渡す物さえ渡せば、上がらなくても良かったんだけど……。

「ライドウ先生、講義のときとは全然態度が違うんですね」

「うん、びっくりしました！」

　促されるままソファに腰掛けたら向かいの二人から突っ込まれる。

［講義は勉強して力を身につける場所ですから。私もつい厳しくなってしまいます。毎回、従者の識には助けてもらっていますよ。こんな風にお二人に接していることは他の生徒には秘密にしてくださいね］

　素直に飴と鞭なんて言うわけにもいかないからな。それに、他の人に言われると色々困る。

「識さん、でしたね。父からは巴さんと澪さんという方のことはお聞きしていましたけど、ライドウ先生には以前から？」

「はい、ライドウ様には昔からお仕えしております。ただ、ツィーゲへの来訪は予想外のことでして同行が叶いませんでした」

　打ち合わせ通りに識は作った設定を話す。当然この二人から識のことは聞かれると思っていたから事前に考えたんだ。

　幸いそれ以上は追及されず、姉のシフはお茶の用意をしてくれ、妹のユーノは菓子を出してくれた。

　しっかりしてらっしゃる。出されたお茶をいただいて一息ついていると、姉妹はお互い見合って小さく頷き合った。

「ツィーゲの商人レンブラントが長女シフでございます。ライドウ様、この度は命を救っていただき感謝の言葉もございません。この御恩は決して忘れず心に刻み、必ず貴方様に報いたく存じます」

「同じく次女ユーノです。姉共々こうして健すこやかでいられるのもライドウ様の御蔭です。ボ、私達にできることならば何でもお申し付け下さい」

　……。

　やばいくらいに感謝されてる！　妹まで口調を改めて真面目な顔で凄いこと言ってるよ!?

　ってか、ユーノってボクっ娘なのか。初めて実物を見たよ。

　死に至る呪じゅ病びょう、長期にわたって闘病してきただけあって相当に彼女達を追い詰めていたんだな。今も僕はライムらにも頼んで呪病に冒された症例を見つけてもらっては、解毒薬を作ったりしている。呪いで人を病気にして殺すとか、やっぱり僕は許せないことだと感じる。

［はい、それじゃあ二人とも。これからの人生、全力で幸せになって下さい。それが僕に報いるということで。あとライドウ様とかはなし。講師なんですから先生とかさん付けで呼んで下さいね］

「「……え？」」

　もしかしたら凄く思いつめているんじゃないかとも思っていた。だからそんな場合の答えも一応考えてきている。ツィーゲにいた頃からね。

　せっかく呪病から解放されたのに、次は恩に縛られるってなったら意味がないからね。だから幸せ目指して人生を謳おう歌かして下さいって伝えようと決めていた。

　二人は僕の答えが意外だったのか、即答されたことにびっくりしていたのかわからないけど唖然としていた。

［命の恩人の言うことなんだから守ってくださいね。私の顔が不味いからって反ほ故ごにしちゃいけませんよ？　お二人だって闘病中は相当な］

「そ、それは言わないで下さい！　先生には裸よりも恥ずかしい姿を見られているのはわかっています！」

「うぅ、確かにあれは裸より……」

　何せグールだからな。レンブラントさんは完治するのがわかってからは、それを良いことに奥方と娘の回復の様子を絵にするのだとか言っていたな。僕でさえ無神経だと思ったんだけど、あれ、どうなったのか。

［そう言えば、お父上が回復されるお三方の様子を残したいとか仰ってましたが］

「……先生、父はそれはもう己の愚ぐ考こうを猛もう省せいしまして」

「……先生を学生じゃなくて講師として受験させる項目にチェックを入れたうっかりモリスと一緒に罰を受けたんだよ？」

　あ、怖い。この姉妹、怖いかもしれない。

　トーンの落ちた、聞くだけで震える凍いてついた声。

　その先を知るのを本能が回避するよう推奨してきたので、罰の内容は聞かないことにした。多分、奥様と娘二人で何かした。でも聞かない。

　僕もグール化事件については触れないようにしよう。時間が良い思い出に変えてくれないこともある。

［あ、あはは。そうですか。いや別に良いのです。それじゃあ、識。そろそろお暇いとましようか］

「はい、ライドウ様」

　これまで口を挟むことなく、一従者としての振舞いに徹してくれた識に感謝。

　帰るのを惜しんでくれた優しい二人に感謝しつつ、貴族寮をあとにした。

「ライドウ様、あの二人ですが」

「何？」

「ヒューマンの富裕層だというのに、外見への執心が薄く感じました。ライドウ様への感謝も本心からのように見受けましたし、主の内面を慕したってくれる普通のヒューマンには、私初めて会ったような気がします」

　巴の息がかかったライムとかもいるけど、やつは既に異常扱いか。

「呪病で自分の外見がだいぶ酷いことになったことがある二人だからね。きっと、心境の変化があって人の内面を重視するようになったんじゃない？」

「なんにせよ、嬉しいものです。あの二人、きっと伸びますよ」

「識先生のお墨付きか。なら期待のルーキーだね」

　軽口を叩きながら僕と識は帰途につく。




　──翌朝。

　ライムラテが消息を絶った。







　　ＥＸＴＲＡエピソード
















　　　ＴＭブートキャンプ ～森鬼たちの哀歌～






　亜空、蜃しん気き楼ろう都市郊外。

　今ここに褐かっ色しょくの肌、赤い目を有した戦士達が整列している。数は十五名。

　全員が十分な戦闘経験を持ち、その瞳には自らの経験への自じ負ふが少なからず窺える。つまるところ、自信満々なのだ。

　十五の精鋭は、森鬼の村から選抜された実力者であり、この地の主であるライドウこと真への協力の証として送られて来ている。その中には真を辟へき易えきさせたアクアとエリス、その師モンドもいる。真の従者である巴が彼らの村の結界を再構築した為に強力な戦力を村に置く必要が無くなったからこそ可能な人選だった。

　下見に招待された森鬼は亜空の環境に驚きながらも賞賛し、南方に広がる森について選抜された者らの居住及び自治を許されることになった。それ以外に点在する森については管理が検討されている状態だ。

　今日は予め決められた戦闘訓練の初日。開始時間まで時間はあるが全員が揃い、蜃気楼都市からの観察役、いわゆるお目付けとして同伴する三名を待っていた。

　三名とは、即すなわちライドウ、巴、澪。蜃気楼都市の誇る最強の三名である。この面々がただのお目付けで来る、と本気で考えている森鬼はある意味で幸せだ。

「おお、さすがは厳選されてきただけはある。全員、揃っておるな」

　列を成す褐色の一団に最初に声をかけたのは巴。青い髪に、この世界では前例の無い和装をした女性だ。当然、それが武士の物と知る者もいない。ただ、奇抜だ。

「……小粒の面倒なんて、やる気が出ませんわ」

　低血圧かと疑いたくなる機嫌の悪さを含む声は澪。黒髪に巴とは違った方向の和装。こちらは着物に分類される。とても動きやすそうには見えない。訓練の同伴に向いているとは思えない格好だ。

「何で、僕まで来る必要があるのかな。識でいい気がするんだけどなあ」

　不満たらたらなのは当地の最高権力者であるはずの真。早くも帰りたそうにしている。彼からすると、学園都市への出発を控えているのに無駄なイベントに参加させられている気分であり、朝から何でこんな目に遭うのかと全体的にどんよりした空気を纏っている。

　巴以外にやる気の感じられない三人の様子に森鬼が一様に表情を歪める。

「来たな。気の無いのがいるのが気に入らんが、今日は俺達の自主訓練を見るってことでいいんだな？」

　代表格である森鬼の男が、到着した三人の来訪者に確認する。全体的に細身の印象がある森鬼からすると、彼の体格は筋肉の主張があり顔からは精せい悍かんさが窺えた。言うまでもなく、変態とか師匠とか言われている人物である。

「いや、それは中止じゃ」

「……何だと？」

　巴のあっけらかんとした否定の言葉に、変態は、不機嫌を隠そうともせずに応じる。

「相変わらず威勢が良いの。確か……モンドじゃったな。名前は上等なのに残念な奴じゃ」

「喧嘩売ってるのか？　竜の姉さん」

「まさか。今日は予定を変えてお主らの実力を儂らに示してもらおうと思ってな？　一定の基準を超えておるようなら、以後そちらの村の基準のまま選ばれた者を全面的に信用できるし、もし基準以下ならこちらで訓練をしなければならんからな」

　もっともな感じの理由を述べる巴。しかし顔はニヤけており、モンドが聞いた通り喧嘩を売っているようにしか見えない。

「俺らじゃ不満だって言いたいのか？」

「……モンド、お主らの望みに、むしろ沿うことと思うぞ？　これからチーム分けをしてな、儂らと戦ってもらう。その為にわざわざ若と澪に時間を作ってきてもらったんじゃからな」

「……ほぅ」

　猛もう禽きん類のような、鋭い目をするモンド。巴にとってはさしたる脅威も感じない相手なので、威圧に満ちているはずの眼光も無意味だが。

「五名ずつにチームを組むがいい。どうせ、モンドと愛弟子二人は同じチームになるじゃろ？　お主らは若とやらせてやるとも」

「そりゃあいい！　俺らも気になってる所だったよ。一体、マコトサマはどれだけ強いのかってのはさ」

「そうかそうか。さて、次に一定の基準だが」

　巴もニコニコして説明を続けていく。彼らの口調や、他の者らの口から漏れる悪態にも特に注意しない。どちらかというと澪が密かに目を細めて扇で口元を隠したくらいだろうか。真は一向に変化が無い。早く終わらないかな。そんな目である。

「基準？　倒せば文句ないだろう？」

「もちろんじゃ。倒すことが出来たら文句なしで合格じゃよ。具体的には儂と澪を相手にしたチームについては膝を突かせるなど体勢を明らかに崩せれば十分。真様については……一撃でも入れれば合格で良い。出来なかったら午後から訓練メニューにしたがってもらうぞ？」

　巴の言葉に、小さかった私語が波紋のように大きく広がっていく。

「了解だ。了解だが……馬鹿にしてくれたもんだ。すぐに人を振り分ける。後悔するなよ」

「そちらこそ、悔いの無きよう全力で参れよ？　試験時間はこれから昼まで。ルールは何でもあり。ただし、儂らは致命傷になるような攻撃はしないし、負った傷もきちんと治ち癒ゆしてやるから安心せい」

　では、準備してこい。

　そういわんばかりに巴は手をひらひらと森鬼に振る。あっちいけとも取れる仕草だ。

「巴～これから昼までとか本気か？　それに僕、一撃で入れられたら駄目とか何気にハードル上げられてない？」

「若、森鬼は少々オツムが弱いのです。中途半端に知性があるからでしょう、本能的な部分で強者を理解出来ていない。悪い意味でヒューマンの影響を受けてますな。何、あの連中はここからもう自由に出れない逃げれないという事実さえどこかに忘れてきているようですからな。初めに身の程を徹底的に教えておけば今後の調きょ……もとい訓練も順調に進むというものです。どうかご協力を。午後からの儂考案のブートキャンプには若の同席は結構ですので」

　巴は、一撃を入れられるとは微み塵じんも考えていないようである。

「ブ、ブートキャンプってお前。また変な記憶を引っ張ってきたね……。ま、僕があまりここに来られないようになるから今の内に出来る協力ならって一緒にいるんだけどさ」

「私はどうして午後もいないといけないんですの？　若様と一緒にいたいのですけど？」

「澪、お前と儂が揃っていた方が奴らはより絶望してくれるからの。若を、可能か不可能かは別にして手にかけようとした連中だぞ？　少し懲らしめてやれると思って付き合え」

「そういえば、お仕置きしていませんでしたね。そう。そういうことなら……」

　巴の言葉に澪は納得して引き下がる。彼女は森鬼の悪意に最初気付けなかった。その後、真に彼らへの考えを聞かされているので、森鬼に良い印象は抱いてない。真自身が許容しているなら、それに使える連中であればまあ仕方ないか程度の気持ちである。真も、巴と澪を学園都市へは連れて行かないと言っている身である。巴からのお願いは少々甘かん受じゅしている様子だ。

「では、死なぬ程度に。奴らにはこれから、儂の新しい分体による訓練メニューで生まれ変わってもらわねば。くふふふ……」

　初代分体が消され、巴は新しい亜空の管理人としての分体作りに力を注いでいた。結果、二代目は二頭身の適当組成から少女の外見を持ち、高い戦闘力も有する存在になった。しかも自らの力を分けて創造する分体であるのに、核には真製の危険な真紅の指輪を用いて構成し、澪と密かなバトルを繰り広げた曰く付きの二代目。巴は満を持して彼女が投入される明日からの訓練が実は楽しみで仕方ない。

　不穏な笑みを浮かべる巴の様子を見て、自身には敵対的な態度を示しているとはいえ、森鬼に一抹の同情を抱く真だった。





　　　　　◇◆◇◆◇






　戦闘の結果は散々だった。

　おそらく、森鬼にとってこれだけの敗戦は初めてではないかという程に大敗で完敗だった。

　モンドは脳筋だが戦闘に無能ではない。戦闘直前に巴に確認し、一組でも条件を満たせば今後の訓練に口出し無しと確約をもらっている。最も重要な一点の確認を怠ったのはあるが、これは巴の言葉の使い方と挑発まじりの所為としておくべきか。

　当然、モンドは最も練度の低い五人を巴に、次の五人を澪に、自分を含む最高の五人を真に割り振った。彼の中での実力順を考えると無理も無いことだ。第一、モンドは亜空の見学中に起きた事故（と聞かされている）の際、拡散した真の魔力を誰の物か確認していない。

　日が中天にかかる時までそれなりの時間を与えられたにもかかわらず、巴と澪の相手はその時間まで立っていることさえ出来なかった。

　巴は武器を抜くことすらせず、苦悶の霧結界を十五分ほど継続させ、五人すべてに泡を吹かせて戦闘不能にした。個人戦闘力も連携もあったものではない。悶絶の悲鳴と断だん末まつ魔まの叫びが微かに響き、静かになったので解いた。ただそれだけだ。巴はその間、それなりに仕上がってきた刀の鞘と鍔にどんな意匠を施そうか、資料を片手に悩んでいただけだ。これはひどい。

　澪は開戦早々に一人が放った魔術を防ぐでも無く体に受け、しかし何事も無く空中と地上から同時に攻撃を仕掛けようとしていた四名と術者を糸で捕縛。蜘蛛の巣に捕まった虫さながらにもがくだけの連中の体力を、そのまま死ぬ寸前まで吸い取り、終了。お昼頃になっても五人の内で最も高い実力を持つ者でさえ生まれたての小鹿程度の動作しか出来なかった。しかも澪は微動だにしていない。全員が一旦意識を失って昏こん倒とうした後は適当な岩を見つけて腰掛け、最近覚えた化粧の具合を確かめているだけだった。これもひどい。

















　では、真はというと。

　殺気を隠そうともしない森鬼の最精鋭五人と対峙した時、モンドからある事を提案された。曰く、一撃入れてみてくれ、と。どの程度の実力を持っているのか知らないと加減が出来ないから、自分にまずは攻撃してみてくれと前に出てきたのである。

　真はこの愛すべき馬鹿を少し好きになった。きっと物語で「何だって！」とか「何だと！」とか驚くのはこういう人達なんだろうなと思い、苦笑した。彼が口にしたことは一撃も入れられてはいけないという条件が無ければ真が提案しようとしたことだったから。

　ならばと彼はアクエリアスコンビから師匠の実力を推測してここを殴れとばかりに顔を出すモンドに一撃を放った。案の定、思い切り吹っ飛んでいったモンドはピクリとも動かない。残る四人は唖あ然ぜんとする真に追撃を加えることも出来ず、師の飛んでいった先を眺めて、我に返った者からモンドの安否を確認するために駆け出した。残された真は一応モンドの実力を推測して一撃の加減をしたのだが、思ったよりも弱かったらしいモンドの吹っ飛び方に目を点にしていた。

「まさにビッグマウス……」

　ぼそりと呟いた真の言葉は誰に聞かれることもなく流れた。しばらく何をするでもなく雲など眺めていると森鬼らが戻ってきた。おそらく治療をされたのであろう、モンドもとりあえず外見は無事に見えた。

　一通り、何故だか卑怯者扱いをされ罵倒を受けた後で彼らの攻撃が始まった。真はただ全方位に魔術障壁を張り、強化の界を加えて放置。一点集中も全方位攻撃もまるで効果は無く、魔術も剣も矢も虚しく弾き落とされるだけ。森鬼からすれば、砕けない巨大な岩塊を延々と攻撃しているようなものだ。

　いっそ倒してやれば良いものの、そろそろ昼かという時間まで、彼らは手を変え品を変え、攻めを継続して疲れ果てることになった。巴がそわそわしだしたのを見た真が不意に地面に置いていた弓を手にして五発射た段階で、全員が膝をつく結果になった。もう、立ち上がる気力も無いくらいに弱り、息も荒い。こんなもので良いのかと気のない言葉を巴にかけると、真はそのまま立ち去ってしまう。

　残されたのは体の傷こそ癒されたが、自信を根本から破壊された哀れな十五の森鬼。ここに来た時の様子は微塵も残っていない。巴は狙い通りの状態に満足して頷く。

「さて、不合格だったからには儂の訓練を受けてもらうぞ」

「……わかった」

　幾分の含みのある答えが返る。含む物の中には疲労もあるが、やはり反抗の意思も少しはあるのだろう。だが、巴はただ笑うのみ。

「巴さん、少々調子に乗らせすぎではありません？　何でしたら貴女の霧でもう半日ほど身の程を思い知ってもらった方が訓練とやらにも身が入るでしょうに」

　澪の言葉に巴の相手だった森鬼五人が顔面蒼白になって頭を抱える。十五分で泡を吹いたのだ、半日も続けば精神が崩壊しかねない。今の段階で一番心が折れているのは彼らに違いない。

「まぁまぁ、澪。虐めてやるな。それは成績の振るわない者への罰ゲームにとっておこうよ」

「私の術も、貴方の術も面白い様に食らうこんなのに本当に価値なんてありますの？　若様の相手に至ってはずっと攻撃させてもらってあの様でしょう？」

「素質は十分じゃよ。一から鍛えてやれば重宝する奴らに仕上がるさ」

「亜空にいる中でも、下から数えたほうが早そうですけどねぇ」

　澪は巴が彼らの何に期待するのかわからず首をかしげる。当たり前だが、森鬼への言葉に配慮は欠片も無い。

「それは否定せんよ。いいとこ小枝を持ってじゃれついてくる子供並じゃ。若もそのつもりで相手をしているようだった」

「……お仕置きどころか途中から介護に変わりそうですわ」

　やれやれ。言葉にすればきっとこうなる手振りで澪が先を思いやる。ちょっと虐めたらすぐに壊れそうな相手に、逆にストレスが溜まるのではと嘆息する。

　何を言われようと完敗を喫した森鬼には反論できない。彼らは巴の言うがままに訓練のメニューを消化していった。

　夕刻まで続いた訓練は巴と澪の両名の監視により手抜きも出来ずモンドらにとっては厳しい訓練となったが、内容は彼らの限界を知ろうとする傾向のものが多く、森鬼らは疑問を感じた。明日からしばらくは訓練の予定はない。森を見て回る時間としてある。こんな内容で巴が何を期待して重宝する、などと口にしたのかわからなかった。

「よし、今日はこれまで！」

　巴の言葉に、訓練中一度も苦悶の霧を浴びなかったことに安堵する者が数人。だが本当の地獄はこれからである。

　整列を終えた十五人に巴は事も無げに言い放った。

「では、明日は早朝から終日じゃ。用意をしておけ」

　と。

「……っ！　ふざけるな！　次回の訓練観察は十日後のはずだ!!」

　モンドが間髪をいれず巴の言葉に反論する。訓練は自主的に行い、かつその内容については定期的に観察することがあるとの決まりに反する内容の言葉だったからだ。

「何を言っておる？　儂は最初にそれは無しじゃと言うただろうが」

「それは！　訓練を見るだけにするのを止めるって意味だろ!?」

「そんなもの、お主の勝手な理屈じゃろうが。ついでに儂は実力を見る時にも言ったぞ？　基準以下ならこちらの訓練をうけてもらう、と」

「今、まさにお前らの訓練が終わった所だろうが！」

「……。森鬼というのは本当に頭が悪いのう。儂は午後から訓練を始めるとは、確かに言ったが〝いつ〟終わるかなぞ口にした覚えは無いぞ？　ちなみに予定では最短でも一ヵ月を予定しておる」

　最短でも一ヵ月。その言葉に何名かの森鬼が崩れ落ちる。桁が違う相手に見張られて何をされるかもしれない訓練とやらを受けるなど、拷問に他ならない。断固拒否である。だが、実力で拒否は出来ない。最早取れる手段は逃亡のみである。

「屁理屈言ってるのはあんたの方だ！　いつ終わるかなんてその日の訓練終了までって当たり前のことだろう!?」

「屁理屈大いに結構。弱者の道理や理屈など、強者の屁理屈に及ぶものではないわ」

　モンドの言葉もやや悲痛になっている。彼の全力を賭したとしても、目の前の二人に全く及ばないことを今日の訓練を通して完全に理解したからである。

　十五人がかりで酔わせて寝込みを襲ったとて、綺麗に玉砕すると、モンドの中に確信が生まれていた。それどころか、手加減を〝間違えて〟殺されかねない。青と黒、二人の女が絶対的な強者であることを頭も体も理解している。そして、真にも手も足も出ないこともだ。何時間も攻め続けて障壁一つ割れなかったのだ。やろうと思えばいつでもやれたというのに。真にとって自分達と遊びでじゃれつく子供の間に大差ないことを知ってしまっている。

「あらあら、腕試しの前には一組でも条件を満たしたら、なんて確認までした方が随分とつまらない事で縋りつきますわね。私は難しい事は言いませんけど、弱者に選択の権利なんてありますの？」

『……』

　アクアとエリスも大人しいものだ。真には相手にされず一蹴され、その後の訓練でも散々に貶けなされている。しかも、本当にギリギリだと思う所で成功できたり駄目だったりの繰り返しで、肉体も精神も疲労しきっているのだ。正直、明日からの予定云々よりも早く眠りたいのが彼女らと真に挑んだ二名、計四名の心情であった。残りの十名については完全に心を挫かれている。文字通り、何一つ考えることができていないのが巴にやられた五名。既に逃亡しか考えていないのが澪にやられた五名である。

　巴は噛み付いてくるモンドを一先ず置いておいて残りのメンバーを見回す。

「実にわかりやすい連中じゃな。これしきのメニューで疲れきっておる。半分くらいは逃げ出そうと思っているやもしれんな？」

『!?』

「じゃが……その足りない頭でもう少し考えてみよ。ここは何処じゃ？　主らはどうやってここに来た？　まさか、この場所が主らの村と陸続きになっておるとでも思うておるのか？　甘いのう甘すぎる」

「……どういう、ことだ」

　モンドの絞しぼり出すような声。彼も、密かに逃亡については頭をよぎったのだ。辛いからというよりは、このままでは死人が出るかもしれないと危き惧ぐしてのことだが。

「どうもこうもない。ここは若の作り出された特殊な結界の中に存在するんじゃ。その強度はさっき若の使っていた簡易障壁とはワケが違う。ここから抜け出して逃げ出したいのなら……若の簡易障壁を指先一つで破壊してようやくかのう？」

　嘘八百である。亜空の性質はまだわかってないことの方が遥かに多い。もちろん、陸続きで森鬼の村に帰れる可能性は無いので逃亡不可能の結末は真実だ。

「指先一つでって……そんな無茶な」

　真の簡易障壁とやらですら破れなかった以上、絶望的だと悟る森鬼達。アクアとエリスは、あの障壁が簡易的な術に過ぎなかったことに呆然としている。そういえば、詠唱一つ無かったとようやくに思い至りもした。

「状況がわかったか？　お主らに逃げ場は無い。ついでに言えば、森鬼の村の安否さえ儂の胸むね三さん寸ずん。全員が基準値以下の雑ざ魚こだった時点で、最早逃げ場なぞ世界のどこにも無いわ。出来が悪ければ村がどうなっても知らんぞ？」

　自分が法だとばかりに、巴が脅しにかかる。

「まあ、死には、しないですから。廃棄物になって村に戻るのか。見事に一人前になって見せるのか。意地があるならここが見せ所でしょうね」

　澪が巴に続く。その言葉は訓練の合間に巴に頼まれて暗記しておいたものだ。二人の鬼教官を演出したいと頼まれて引き受けたのだ。真に同行して学園都市に行けない以上、どうしても暇な時や苛々した時には訓練を見に来るのも良いかもと思いもしている。

　巴の脅しと澪の発破。今はどちらも森鬼の心中で燻くすぶるだけだ。今夜、彼らが結論を出すときに効果が出ればいいのだから巴も現状の彼らの情けない様子は気にしてない。

　むしろ、能力値が大体掴めた明日から正式にトレーニングが始まるのである。真の世界の色々な記憶を、誤解と曲解で繋ぎ合わせた訓練法が。

　巴はそれを資料室で発見した名称のままにブートキャンプと名づけ、頭に自分が考案し、真の記憶を参考にしたので文字を添えてＴ（巴と）Ｍ（真の）ブートキャンプとした。

　だが、Ｔはそのままに理解されたが、後に連綿と続いていく悪夢のような限界突破の訓練と折々に参加してくる黒い女性のインパクトに塗り潰され、森鬼の間ではＭは澪を示す言葉として定着していくことになる。

「くふ、これでトヤマの薬売り計画が一歩進むというもの。商会の名を売り、情報収集まで可能にするこの妙案。真様を驚かせる種が一つ出来たわい」

　小声で呟く巴。内容が聞き取れても意味がほとんどわからない澪は特に突っ込みもせず、ふらふらと帰っていく森鬼を眺めていた。助けの手を伸ばさない所が実に澪である。




「お客様は神様です!!」

「先せん用よう後こう利りを徹底します!!」

「クズノハ商会の薬売りをどうぞご贔屓に!!」

「お困りの際は駆けつけます!!」

　など数々の言葉を叫びながら、一丸となって訓練に励む森鬼の姿が翌日から亜空の郊外で見られることになる。それ以上に悲鳴や絶叫も彩りを添えていたが。

　声が小さい、笑顔がぬるい、自覚が足りない、弱い、面白くない。時に理不尽な理由で暴力に晒されながら基礎能力、戦闘技術、隠密行動、そして情報収集やヒューマンのことを頭と体に叩き込まれ──。

　巴の先導による恐怖のブートキャンプは今日も続いていく。












　　　ある日の鍛冶場






　これは、真がツィーゲを訪れてしばらくした頃の話だ。

　この世界で使われる食器の多くは、木製と金属製である。それは亜空でも変わらない。

　ヒューマンも、荒野に住んでいた亜人もその傾向は変わらない。

　そして、ドワーフの鍛冶場では、武具の他にも金属器が多く製作されていた。

　今、その一角に土のドームに煙突が付いた新たな設備が生まれていた。

　窯かま、である。

　焼き物を作る為に用いられる物だ。存在だけはドワーフの記憶にも残っていたが、実際に使った経験を持つ者は殆どいなかった。

　理由は簡単だ。土や石を原料に作る陶磁器は、壊れやすい。

　地球に比べて多様な金属がある女神の世界では、食器にしても金属製か木製である事が常だった。

　製作も魔術が使えるため金属器の方が手間が少ない。

　一部ローレル連邦に陶器を使う地方があるものの、一般的ではない。磁器やボーンチャイナに至っては、類似品すらない。

「陶器、ですか。存在は知っておりますが個人的には金属器に比べて利点がさほど無い様に思えます。もし食べ物に金気がついて感じるなら木器を使えば良いですし」

　深澄真が陶磁器についてドワーフに話をした時の事だ。

　多様な金属と木、それに魔術の存在がある世界では、陶器はあまり浸透していなかったらしい。

　巴が茶碗を作ろうと色々な金属と木を使って挑んで（正確には挑ませて）みたものの、何となく雰囲気が違う。見た目にはかなり似せている辺り、職人技の凄さを真は感じていたが。

　そこで土から作る陶器の話を職人にした所、年配の職人がその存在を知っていた。

　日本では一般的に出回っていた陶磁器が、ここでは殆ど使われていなかった事に驚くも、確かにあまり見かけなかった事に思い至り彼は納得する。

「何より、壊れやすいのがどうにもいけません。普段使う物ならば、丈夫で気軽に使える方が良いですからな」

「なるほど……なら無理に陶磁器を作る必要は無いですね。僕もこれまでに不便を感じた事は無いし、せっかく作ってもらう品ですから壊れにくいに越した事は無い」

「はい、近いうちに若様が使われていた物と変わらぬ質感の物をご用意──」

「駄目じゃ！　陶磁器、それを作るんじゃ！」

「巴、無理を言うんじゃない。それに焼き物なんて僕もそんなに詳しく無いんだ。仮にお前が記憶を探し出したとしても、再現が可能な情報量があるかなんてわからな──」

　だが、真は思い出してしまった。

　義務教育中の社会見学での体験と、弓の師が趣味にしている土いじりに付き合っていた経験を。やろうとすれば出来ない事は無いと。

「……可能性はありそうですな、若」

「だけど、必要無いだろう」

「新たな物への挑戦は職人の心意気じゃな？」

　真の言葉に答えず、そう言ってドワーフを見る巴。

　恫どう喝かつである。

「ただでさえ刀がどうとかで迷惑をかけているって言うのに。大体、お前は土から作る器って簡単に考えているかもしれないけど、陶磁器って言うのは芸術の域まで達したもの凄い技術の一つなんだぞ？　そんな気軽に手を出して土をこねればいいってもんでも──」

「……やらせて頂きます！　どうか、我らに命じて下さい」

「ええっ？」

　ドワーフへの負担を増やすまいと巴を窘たしなめようとした真は、そのドワーフからまさかの巴への賛同を聞いて大いに驚く。

「そうか、やってくれるか！　ならば待て。早急に儂が情報を集めてやろう」

「お願いします、巴様」

「任せよ！」

「な、なんで？」

　真はやる方向で進む職人と巴の話を唖然として見守る。

　彼は自分がドワーフの職人としての意地に、無意識に触れた事に全く気づいていなかった。

　そんな経緯があって、しばらく後。

　亜空の中、ドワーフの住まう区域の一角に、窯が出来上がったのだった。

「なるほどのう、茶碗が時に欠けておるのは土から出来ている為に脆もろいからなのか。で、この粘ねん土どを成型した物を火で焼いて硬度を高めるのか……。ふむ、興味深い」

「言われた様にやってみましたが、これを焼いて固めても、恐らく目に見えぬ小さな穴が開いてしまいますぞ。そうなるとやはり食器として使うには不向きかと」

　ドワーフの一人がお椀の形に成型した粘土を持ってきた。彼はこの企画に参加する職人のまとめ役だった。

　さすがに火の扱いにおいては深い経験を持っているだけあって色々と気付くことも多いようだ。まず気になったであろう点を真に聞いてきた。

「ええ、そうです。ですから、一度乾燥させて焼いてから釉ゆう薬やくというのをかけて再び焼き、穴を塞ふさいで耐水性を持たせるようです」

「ユウヤク？」

「確か、粘土を水に溶かして灰などを混ぜたものです。乾いた器、土器を釉薬で満たした壷などにくぐらせてもう一度焼くんです」

「……粘土と灰を水にですか。熱した時に膜を作るのが目的でしょうか。でしたら恐らく温度にもよりますが、ガラス状の透明な膜をつけられるかと推測できます」

「た、多分そうです。何を混ぜてどんな釉薬を作り出して使うかで器の色合いや模様などもまったく変わるとか。詳しくは説明出来ないんですが。すみません」

「いえいえ！　興味深い手法です。教えて頂いた様にやれば、多分それなりの強度は得られるでしょうし使い物になるかと。しかし……確かにこれは芸術と呼ぶべきなのかもしれませんな」

　一通り説明された職人は、手を泥で汚しながら何度も頷いている。

　真の拙つたない説明以上に彼は多くの情報を得ているようで、専門家の凄さと言うものを真は感嘆して見ていた。

「どうしてそう思うんじゃ？　儂には若の言った芸術の意味は良くわかっておらんのじゃが」

「巴様。この製作方法は、不確かな要素がある完成された方法だと思われます」

「何をおかしな事を。矛盾しておるではないか」

「いいえ。材料や釉薬には拘ることができ、それだけでも十分多様な器の特徴を出せると思います。ですが焼く時間の長さや、その間の細かな天候の変化さえ出来上がる器に影響を与えます。つまり、気を配れば材質こそ同じ様に作れますが、良いものが出来たから同じ物をもう一度同じやり方で作れ、と言われても可能かどうかわからない部分があるのです。魔術による複製でしたら可能だと思いますが、それは出来上がった品への冒涜かもしれませんな」

「……ふむ、なるほど。同じ物を二度作れるかわからないから、か。確かに良く出来た物は大事にしたくなりそうじゃ」

　巴はまだ思い至ってはいないが、陶器も磁器もドワーフが最初に説明した様に壊れやすい。失われやすいこともまた陶磁器の価値に付与されているものだと言える。

「気に入りました。土に命を込めるかのようなこの技。奥が深そうです」

「あまりのめりこみ過ぎないで下さいね。他の種族の方でも参加出来る事だと思いますので場所も広くとって、希望者には気軽に体験してみてもらって下さい。そうすれば皆さんだけの負担にもなりませんし」

「わかりました。エマ殿と相談して真様が仰るように致します」

　職人が戻っていく。

　真がふと巴を見ると、なにやらうずうずした様子が窺える。

　やっぱりか。

　そんな表情を浮かべて苦笑いする真。監督者として見ているだけだった巴だったが、話を聞いている内にやってみたくなったらしい。

「巴、どうせならお前も一度作ってみたらどうだ？」

「っ!?　で、ではお言葉に甘えまして。いえ土をいじるのが楽しいなどと、そう子どもじみた話でも無いのですが、やはり、その、一度はやっておきませんとな……！」

　主から向けられた言葉に背を押され、嬉しそうな顔で職人の背を追う巴。

　口では言い訳を続けているものの、喜色満面の表情がその心を忠実に表現している。

　亜空にまた一つ、新しい物が生まれた。





　　　　　◇◆◇◆◇






「となると、問題は複製か」

「そうですね、巴様。やはり複製は受け付けぬ様です。予想外ですな」

「精霊魔術でも無理か？」

「一度外に持ち出して試みましたが不可能でした。この亜空には精霊がおりませんから、それも影響しているやもしれません」

「まあ、窯を大きくして一度に作れる量を増やせば特に問題はないか。若も仰っておられたが、特に経験が無くともひとまずは作れるし、ある程度慣れれば普段使うような食器は十分作れる。いっそ、自分達の食器はそれぞれ作らせてみるのも良いかもしれんな。若の言葉では無いがどこかの種族から芸術家が出るかもしれんぞ。何より、あれは面白い！」

　巴は楽しそうに話している。

　その手には職人が仕上げた湯呑に似た器があった。試作第一弾の結果だった。

　巴の作品は完成が遅れ第二弾の投入となった為、まだ窯の中にあった。今日はその窯出しの日。

　その後に出てきた問題点や課題を聞くのも兼ねて巴は工房を訪れていたのだ。

「しかし初めて釜から出した時には驚きました。同じ手法で形だけが違うはずなのに、印象があそこまで多様になるとは。多少は違う不揃いな感じだとは予想していましたがそれ以上でした。それに」

　説明していたドワーフの目が巴の持っている湯呑に注がれる。

「金属や木には無い、独特な手触りがあるな。だが心地よい」

「ええ、それも想像とは違うものでした。これは作ってみて本当に良かった。巴様のお陰です」

「じゃな。感謝せよ。これは、模様や色、絵をつけたりは難しいのか？」

「若様に伺った所、釉薬を掛ける前や後に絵や模様を描きこむやり方もあるそうです。色については……原料となる粘土やそこに混ぜる石粉、それに釉薬を作る際の素材の配合が影響してくるのかと」

「……それも魔術は使えぬのか」

「はい。試行錯誤するしかありません。若様もさほど詳しくはご存知で無いようですから仕方ありません」

　ドワーフから巴に報告された内容で特筆すべき点は二つ。

　一つは魔術の干渉を殆ど受け付けないということ。

　亜空の土や手法の何かが関係しているようで、後から魔術で修正したり付け足しをしたりが出来なかった。

　もっとも、所詮は土器である。彼らが試みるような内部変化には強い抵抗があるそれも、外部から攻撃魔術をぶつけてみればあっさりと壊れた。

　あくまでもその材質に手を加えるのが難しいだけ。あまり使い道も無い無駄な魔術抵抗とも言えた。

　もう一つは、巴が楽しそうにしている原因でもある。

　この陶磁器作りの中毒者が既に出ているのだった。

　土をこねる楽しさ、焼きあがった多様な器を窯から出す瞬間の期待感。製作過程に数々ある、作り手の拘りを許すポイント。

　ドワーフの職人の心の琴きん線せんに触れ、彼らを夢中にさせたのだった。冷静に報告をしているが、実は責任者である職人の代表もまた、陶芸に魅せられている一人だったりする。

　夢中になる者が何名かいると、ドワーフから巴に報告があるほどに。




「色が手軽に加えられれば商会の品としても使えるかと思うんじゃがなあ。こやつは中々心を開かない筋金入りの奥手という訳か。手ごわいのう」

　顔の前に湯呑を持ち上げ興味深そうに眺める巴。

「まず考えているのが、外の土を使って作ってみたらどうかと言うのがあります。あとは我々の研究次第としか……」

「頼りにしておる。そろそろ、器が来る頃かの？」

「ええ、間もなく。ああ、丁度来たようです」

「楽しみじゃな。儂の手作りはどうなっておるのか」

　巴の目が、やってきた若い職人が手に持つ盆の上、布で隠された膨らみに向けられる。

　だが、手が、盆が、震えていた。

　ややあって、若い職人が覚悟を決めたのか、白い布を取り去る。

「っ!?」

　皆が息を呑む。部屋全体に緊張が走った。

　震える盆の上。そこには一つの茶碗がある。

　ただし、ヒビが入り大きく欠けた代物。焼きに失敗したものと思われる。

「わ、割れとるーー!?」

「だ、誰かが不始末をしたようで！　巴様、申し訳ありません!!」

　そんな訳はなかった。

















　窯から出した段階で既にこれだったのだ。職人の目にはすぐにわかった。

「いや、見た感じ……」

「黙ってろ！　陶芸が終わるかもしれ──」

「聞くが、それは落としたから割れているのか、それとも窯から出した時には割れていたのか。どっちじゃ。正直に答えよ」

　巴の顔が嘘は許さないと言っている。それはもう、誰の目にも明らかに。

「……窯から、出した時にはもう」

「……そうか」

　職人の代表が天を仰ぐ。

　巴が失敗した。

　もしこれで彼女の機嫌を損ねてしまうと、今後陶芸は出来なくなるかもしれない。

　既にその魅力に取り付かれた彼は、何とかそれを阻止しようと若い職人の誰かに泣いてもらおうとして嘘をついてしまった。

　だが、その嘘も巴の迫力に負けて職人が素直に答えた為に露見してしまった。

　もう終わりだ、彼はそう思った。

　沈黙が部屋を支配していた。

「ふぅ。こればっかりは儂も初めてじゃったから、仕方ないのう！　いや、ますます土をいじるのが楽しく思えてきたわ！」

　わなわなと俯いて震えていた巴が顔を上げる。そんな彼女の口から一転した明るい言葉が場に響いた。

「あまり気にするでない。これからもちょくちょくやらせてもらいに来るから、研究に励めよ」

　そう言うと、巴は失敗した器を受け取って出て行った。

　一同、緊張から解放されて大きな溜息をつく。

「よし、お前達！　すぐに結果をまとめるぞ！　あと、粘土質の土を採取する班に伝えて出来るだけ色々な場所から集めるように伝えろ。亜空の中の連中にも外の連中にもな」

「はい！」

　先頭きって窯に向かう職人から指示が飛ぶ。

　亜空の陶芸はこうして始まった。





　　　　　◇◆◇◆◇






「おや、それは金属器かい？　木には見えないが」

　カウンターの内側にある棚にいくつか飾られている一つの器。客の興味が向いたのか、応対のドワーフ店員に質問が飛んだ。

「いや、土から作ってみたもんだ。ほんの手慰みだが、ちと凝っちまってな」

「土から!?　凝ってって事は……じゃ、あんたが作ったのか！　大したものだ、武具だけじゃなく色々やれるんだねえ。しかし土器なんて使えるのかい？　水漏れしそうだし壊れやすそうな感じなんだが」

　色々と不安を口にしながらも、その質問の多さに男の、皿に対する強い興味がうかがえた。

「水はよっぽど漏れねえな。そこは工夫してある。重さや壊れやすさはあるんだが、それ以上に使ってみると良い味がある。触ってみるかい」

「是非！　うわ、なんだろうな、手に馴染む感じがするよ。それに、土とは思えないツヤだね。色も良い。白なのに僅かに青みがかって、吸い込まれそうだ」

　客の評価に、器を渡したドワーフは嬉しそうにヒゲを触った。表情は頑固な親父そのものだったが、気恥かしさを隠す為のようにも見えて可愛くもある。

「まだまだ勉強中だがな。金属器と違って同じ物を大量に作れないのが、ちと残念に思えるよ」

「私らが複製するのは御法度だろうが、職人さんは気にする事ないんじゃないのかい？　一定の要件で許可がもらえると聞いているけど？」

「まあ、その許可ならうちも取ってるよ。違うんだ、その製法で作る器はな。変質や複製といった魔術に妙な抵抗がありやがってな。使えねえのさ」

「はぁ……世の中には不思議な事もあるんだねえ」

「まったくだ」

　ここは辺境都市ツィーゲ。街で知らぬ者はいない大商会の中に間借りしている、小さな商会の中。

　客と店員の会話が止まった。

　皿を見ている客は言葉を発することを止めて、角度を変えたり近づけたり遠ざけたりしながら真剣に器を見ている。

　店員もそれを止めるでも無く、再び話しかけられる前に拭いていた武器の手入れに戻る。

　何度も息をつく男の溜息と、武器を拭く布の音だけが続く。

「……なあ、相談なんだけど」

「ん？」

　再びドワーフに話しかける男。その目には感動ではなく、意を決した強い光があった。

「この皿、私に譲ってくれないか？」

「それをか？　うーん、売り物のつもりで出していたんじゃないんだが」

　店員であるドワーフが困ったような顔をする。店に飾ろうと持ってきたもので、事実時折眺めては楽しんでいた。

「頼む！　値はあんたが決めていい！　私はどうしてもこの皿に自分の料理を載せてみたいんだ」

「……あんた、料理人なのかい？」

「あ、ああ！　ここへは骨休めに来たんだ」

「料理の専門家から見て、この皿は良いもんに見えるかい？」

「もちろんだ！」

「なら、やるよ。値段はその皿にあんたが作った料理を盛って俺に食わせてくれれば良い。どうだ？」

　少しだけ考える風に顔を伏せた店員が、しかしあっさりと譲渡に応じる。

「ほ、ほほほ本当に!?　喜んで、全力で、作らせてもらうよ！　宿代わりに滞在している知り合いの料理店があるんだ。そこに来てくれないか!?」

　今後どれほどの月げっ賦ぷになろうとも手に入れるつもりでいた料理人を名乗った男は、真意を確かめつつも、一度はカウンターに置いた皿を大事そうに手に取った。

　それなりに年を重ねてみえる男性だったが、その表情は念願の玩具を手に入れた男の子と何も変わらない。これは、いくつになっても変わらない男の性さがの一つかもしれない。

　喜ぶ男を見るドワーフの店員にも、その気持ちは我が事のようにわかった。

「ああ、あんたの納得がいく物が出来たら呼んでくれ。行くからよ」

「ありがとう！　これは俺の財布だ、全部置いていく。料理があんたの目に適う出来だったら返してくれれば良いから！」

　男は皿を大事そうに両手で胸にかかえて走り去っていった。

　陶磁器の存在はこの日を境に少しずつ、広まっていく。

　後にアイオンが流行の起こりとされるその陶芸は、徐々にヒューマンの間でも浸透していった。真はその製法を別段秘密にする事は無かったし、ドワーフも学びたい者には快く基本的な方法を伝えたからだ。

　ドワーフから最初に皿を譲られた彼は陶磁器に魅せられ、やがてツィーゲに住まいを移した。そしてほどなく料理店を開いた。

　男の店からの評判が陶磁器にとって大きな切っ掛けとなった。素晴らしい味もさることながら、使われている珍しい皿や椀が相乗効果を得て口コミで広がっていったのだった。

　巴の強引から始まった亜空の陶芸。

　その産物は一部の好こう事ず家かの目に止まり、やがて地球での芸術品としての扱いと変わらぬ様になっていく。

　中でもツィーゲから時折産出される最高級の器は、陶芸の誕生に深く関わったとされる人の名を取って「トモエ」と呼ばれることになるが、それはまだ誰も知らない後々の事。
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